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0.は じめに

中国河南省登封県の北西に,五 岳の一つに数えられる中岳嵩山がある.嵩 山

は太室 山と少室山からなり,そ の少室山の北麓に中国有数の名刹少林寺は立

つ.少 林寺の歴史は古 く,北 魏の太和20年(西 暦496,一 説に太和19年(495)と

も)に 孝文帝が天竺僧蹟陀禅師のために置いたのがその始まりであるといわれ

る.同 寺は達磨大師の面壁九年の地として,ま た唐の太宗御書碑,日 本人僧郡

元の手になる息庵禅師道行碑などの数々の碑文の存在によってもまたよく知ら
(1)

れるところである.山 門をくぐり,参 道に沿って数々の碑文を見なが ら天王殿

を通 りぬけると,大 雄殿の前庭 に

で る.東 西 に鐘楼 と鼓楼が配 さ

れ,参 道の左右にはそれぞれ4つ

ずつの碑文が並び,碑 林の様相 を

呈 している.そ のうち向かって左

側の一番奥に,従 来の研究書には

紹介されていない蒙漢合壁の少林

寺聖旨碑が現存する(図1参 照).

本碑は録文がモンゴル文 ・漢文 と

もに現在 まで全 く知られていない

未発表の碑文である.

本碑に関する第一報は 『中国文物

報』第26期 に載せられた 「少林寺出
く2)

土元明大石碑」という記事である.

本碑 は近年行なわれた大雄殿の修

復工事中に3件 の明碑 とともにそ

の前庭 の地底 より出土 した とい

図1現 在の少林寺伽藍配置図
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(1)cf常 盤1928;鷲 尾1932;常 盤 ・関 野1976,pp.52-93;礪 波1987な ど.

(2)杉 山正 明 氏 の ご教 示 に よ る.特 記 して深 謝 した い.
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う.た だしこの記事自体簡単な紹介記事であり,聖 旨碑 に関する部分 は都合12

字 ×10行程度のものでしかない.そ の録文をはじめて日本にもたらしたのは松

田孝一氏(現 大阪国際大学助教授)で ある.氏 は1990年3月 に現地を訪れ本碑の

存在に気付かれた.そ のとき撮影された写真を中村 ・松川の両名が利用するこ

とを快 く許された氏のご好意には篤 くお礼申し上げる.写 真をもとに碑文の予

備的解読を試みた後,我 々はさらに1991年1月31日 現地に赴き2月2日 までの

3日 間,河 南省登封県外事辮公室を通 して登封県文物局より許可を得て原碑 に

就いて調査する機会を得た.帰 国後,最 終的な解読作業と中間報告を繰 り返す

うちに,本 碑の内容がモンゴル時代の歴史史料として,ま たモンゴル語史資料

として,さ らにはウイグル語史,漢 語史,宗 教史,文 書学等様々な面において

も非常に価値のある資料であることが次々に判明 した.

ところで,我 々が碑の存在を認知 してからすでに相当の月日が経過しようと

しているが,所 有国である中国側からは 『中国文物報』で紹介されて以来何の研

究報告 も行なわれていない.そ こで我々は,一 日も早 くこの貴重な資料 を学界

の共有財産 とするために,1992年11月20日 に大阪外国語大学で開催された日本

モンゴル学会秋季大会において 「新発見の蒙漢合壁少林寺聖旨碑」と題 して発表
(3)

に踏み切った.発 表では時間の関係上,成 果の一部 しか報告できなかった.本

稿の目的は,本 碑が様々な分野に対 して画期的内容と価値をもつことを指摘す

るとともに,テ キス ト全体の解題 ・録文 ・訳註をすることにある.遺 憾ながら

未解決の問題 も存在するが,現 段階の研究結果をここにまとめる.な お,分 担

執筆 した箇所 には,末 尾 に中村は(中),松 川は(松)と 付記する.

1.少 林寺聖 旨碑解 題

(1)概 況

(a)形 状

本碑 には4通 の発令文が合刻され,そ れぞれはモンゴル文 とその対訳漢文の

(3>学 会 報 告 の 内 容 は,ツ ェ デ ブ 東京 外 大 客 員 教 授 に よ っ てモ ン ゴ ル語訳 され,モ ン ゴ

ル 国 政府 広 報 紙 『ア ル デ ィ ン ・エ ル フ』に転 載 され た。SeeU3A∂B1993.

(3)



2言 語で記されている.碑 石上で4通 は上から下へ と配置される.モ ンゴル文

面と漢文面とは表裏対訳 となっている.本 稿ではこの4通 の発令文を上か ら順

に第 ユ裁,第2裁,第3裁,第4戴 という.全 高は亀朕から計ると4m近 くに

及ぶ巨碑である(図2参 照). 図2少 林寺聖旨碑見取り図(単 位
:cm)
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切られている.線 刻の外側四方は龍 と雲の紋様で飾 られる.図2の モンゴル文

面の各裁の縦のサイズはこの線刻の内側を計ったものである.各 裁の上下の幅

は下のものほど大 きくなってお り,ま た碑身自体が末広が りになっているの

は,碑 をより大 きく見せるための視覚的効果を狙ったものと考えられる.一 方

漢文面はというと,碑 額 には何 も刻まれておらず,そ のような仕切 りも紋様 も

存在 しない.ま たモンゴル文面の各裁間には筆使い,正 書法に相違点が見られ

るが,漢 文面の文字は全裁明らかに同一人物の筆になる.以 上の特徴 は,本 来

モンゴル文面が碑陽であり漢文面が碑陰であったことを示 しているとみて間違

いあるまい.恐 らくは出土後現地点へ設置する際に,碑 陽と碑陰とを入れ替え

て亀跣 に差 し込んでしまったのであろう.碑 身の四隅はそれぞれ小 さく面取 り

が施される.碑 刻の表面は両面ともにきわめて良好 な状態にあ り,読 みを妨げ

るような傷やひび割れは全 くない.文 字の彫 りは深 く力強 く,モ ンゴル文の翻

字,漢 文の移録はともに容易である.漢 文面の左下隅に小 さなひび割れがあ り

(4)



補修 した跡が窺えるが文字には届いていない.亀 跣には水平方向にひび割れが

見 られ上下 に割れていた可能性 もあるが,き れいに接合されてお り欠損は全 く

ない.立 石時よりすでに七百年近 く経っているが,砂 岩系と思われる石が用い

られているにもかかわ らず碑石が立てられた時の姿を忍 ばせるほど美 しいの

は,保 存状態がよほど良かったのであろう.

(b)各 裁 の内訳 と年代 比定

第1裁 は,ウ シ年冬の最後の月の初(旬 の)7日/癸 丑年十二月初七 日(Il4一
(4>

15/漢124)付 け,ウ イグル文字モ ンゴル文 ・白話風漢文合壁 の少林長老福裕宛

てモ ンケM6ngkeのjarliY/聖 旨 である.jarliγ/聖 旨 とは,モ ンゴル皇帝 の

「おおせ」を意味 する術語であ る.第1裁 の年次 は,ウ シ年/癸 丑年が モンケの

在位期 間 中(1251-1259年)に1253年 の みであ ることよ り確定で きる.

漢 文面 の発令年次が干支で記 され,ま た発令者で ある皇帝名が明記 され るの

は第1裁 のみであ り,第2戴 か ら第4裁 は,発 令年次 を十二支 のみで記 し,現

皇帝名 を明記 しない.そ のため,そ れぞれの年次 ・発令者 の比定 にはそれ な り

の手続 きが必要 となる.

まず 第2裁 ・第3裁 については,パ スパ文字が作 られた1269年 以 降 に皇帝の
(5>

発 令 文が ウイグル文字で記 され ることはないか ら,ウ イグル文字 で記 され たこ

れ ら二つの発令文 の下 限は1269年 とな る.

第2裁 は,ト リ年夏の最後 の月の初(旬 の)1日/鶏 児年六月初一 日(II38/漢

II32)付 け,ウ イ グル文字モ ンゴル文 ・モ ンゴル文直訳体 漢文合壁の少林長老

福 裕 ら宛て のjarliγ/聖 旨である.発 令地 は開平府(II39/漢II32).IIO3/漢

IIO2に は,中 統元年(1260)5月 乙未 に設置 され中統2年(1261)11月 癸 酉 に廃

(6>

止 された(十 路)宣 撫 司が見 えている.こ の ことよ り,ト リ年 は1261年(辛 酉,

(4>本 稿 で 少 林 寺 聖 旨碑 本 文 を 引用 す る際,裁 を示 す ロー マ 数 字,行 数 を示 す ア ラ ビ ァ

数 字,そ して/を 挟 ん で そ れ に対 応 す る漢 文 の 裁 ・行 を順 に示 す.

(5)『 元 史 』巻202・ 繹 老 伝,p.4518.以 下 『元 史』は 中華 書 局本 に 依 る.

(6)『 元 史 』巻4・ 世 祖 本 紀 の各 条,pp.65-66,76.

(5)



中統2年)に,発 令 者は クビライQubilai(在 位1260-1294)に 比 定 される.

第3戴 は,タ ツ年春 の最初 の月の25日/龍 児年正 月二十五 日(III46-47/漢

III33)付 け,ウ イ グル文字 モ ンゴル文 ・モンゴル文直訳体漢文合壁の足庵浮粛

長老宛 てのjarliγ/聖 旨で ある.発 令 地 は コケ アグ ラK6keaγula/青 山見

(7>

(III47/漢III33).発 令 対象者で ある足庵浄粛 の粛公暉 師道行 之碑 によると,

彼 は少林 寺に住持 が居 な くなった際,宣 授河南府僧尼都提領 と して少林寺 に赴

き居 ること九 祀(漏9年),つ い で霊巌 寺で八載(=8年)住 持 をつ とめたあ と

万寿寺 に住持 として迎 えられてい る.こ の足庵浄粛の弟子であ る古巌普就 の行

(8>

状 を記 した露巖暉寺第三十三代古巖就公暉師道行之碑 は,足 庵浄粛が万寿寺 に

住持 とな った年 を至元18年(1281>と 明記 している.単 純 に逆算 すれば,足 庵浄

粛 は至元10年(1273)に 霊 巌寺,至 元元年(1264)に 少 林 寺 に赴 いた こ とにな

る.よ って第3載 の上限 は1264年 と な り,下 限の1269年 との間 に本裁 の タッ年

を求 める と,唯 一1268年(戊 辰,至 元5年)が 挙 げ られる.発 令者 は第2戴 と同

じくク ビライ となる.

第4裁 は,ネ ズ ミ年春 の最後 の月の13日/鼠 児年 三月十三 日(IV29-30/漢

IV30)付 け,パ スパ文字モ ンゴル文 ・モ ンゴル文直訳体漢文合壁 のjarliγ/聖

旨であ る.発 令地は大都(IV31/漢IV30).漢 文 面の第2戴 と第3裁 の左側 に
(9>

や や 大 きめの文字で一行 「延祐元年孟冬吉 日立石」とあ る.延 祐元年 は西暦1314

年 に あた り,孟 冬 は陰暦の10月 であ る.第1戴 か ら第4裁 の発令文 は一括合刻

され,日 を選 んで碑 が立て られた ことがわかる と同時に,こ れが第4戴 の下限

となる.後 述する ように発令 文には定 型 として先例 となる皇帝名が挙 げ られる

が,第4裁 は これがKUIUgqan/曲 律 皇帝(IVll/漢IVll)つ ま り武宗 カイ

シヤンQai善an(在 位1308-1311年)で 終わ ることよ り,第4裁 の ネズ ミ年 は仁

(7)「 泰 山 志 』巻18・ 金 石 記4・ 元 明,31葉b-33葉b:常 盤i・ 関 野1976,pp.13-15,

pl.9(1):北 京 図書 館 金 石 組1990(48),pp.128.129.

(8)『 泰 山志 』巻18・ 金 石記4・ 元 明,54葉a-56葉a

(9>立 石 年 次 は普 通,立 石 者 名 な ど と と もに碑 陰 に刻 まれ る こ とが 多 く,こ の こ とは モ

ン ゴル 文 面 が本 来 碑 陽 で あ った とす る我 々の 推 断 を補 強 して くれ る.

(6)



宗アユ ルバル ワダAyurbarwadaの 治世期間中(在 位1311-1319年)に 求め られ,

1312年(壬 子,皇 慶元年)と なる.

以 上 の考察 をま とめ る と,少 林寺聖 旨碑 に刻 まれた4通 の発令文 の内訳 は以

[補註]

下 の ようになる.

第1裁=ウ シ年癸丑(1253)12月 初7日 付け,ウ イグル文字 モ ンゴル文 ・白

話風漢文合壁 の少林長老福裕宛 てモ ンケ聖旨.

第2戴=ト リ年(中 統2年 辛酉,1261)6月 初1日 付 け,ウ イグル文字モ ン
＼

ゴル文 ・モンゴル文直訳体漢文合壁の少林長老福裕ら宛てクビライ聖

旨.発 令地は開平府.

第3裁=タ ツ年(至 元5年 戊辰,1268)1月25日 付け,ウ イグル文字モンゴ

ル文 ・モンゴル文直訳体漢文合壁の足庵浮粛宛てクビライ聖旨.発 令地

はコケアグラ/青 山児.

第4裁=ネ ズミ年(皇 慶元年壬子,1312)3月13日 付け,パ スパ文字モンゴ

ル文 ・モンゴル文直訳体漢文合壁のアユルバルワダ聖旨.発 令地は大

都.

(c)伝 存過程

少林寺に数多 く存在する石刻に関する研究は,実 地調査 を含めて決して少な

くない.日 本 に例 を求めれば,1922年ll月6日 から8日 に同寺に滞在 し碑や墓
(10)

塔 を精査 した常盤i大定氏が著 した常盤 ・関野1975,pp.52-93や,ま た1921年 頃

に同寺に入 り、「山中荷且にも文字ある石は悉 く手拓 し,建 築物は朽慶せると否(
11>

とに拘 らず全部撮影 し」た増田亀三郎氏が将来 した拓本と写真 を収めた鷲尾

1932な どがある.に もかかわらず本碑の録文はなぜ今 にいたるまで伝わらな

かったのであろうか.先 に言及した 『中国文物報』によると,本 碑を含む4つ の

碑石は地中より発見されたという.ま たこれらの碑石が埋められた原因につい

(10)常 盤1947,p.220.

(11)鷲 尾1932,蹟,p.1.

(7)



て,乾 隆年間(1736-1795)に 御碑を立てた際,そ の高さを誇示するためにそれ

より高い碑が地中に埋められたと推測する.試 みに本碑を取 り巻 く情報を整理

してみる.

碑の両側面には明の萬暦年間の紀年をもつ漢文の刻文がある.原 文は以下の

通 り.萬 暦乙未は1595年,萬 暦27年 は1599年 である.

【右側面】

Ol明 萬暦乙未佛 日東呉愈安期登二室歴五乳

02遂 三宿少林與無言暉師蓼印宗旨劃然而行

【左側面】

01大 明北天京都内府外苓衙門方巷住居合會五員恭謁名山祝延

02萬 壽報國酬恩保安黎庶至当!古刹五員三宿一貢合山菲名後開

03御 用監倉書大監李志恵 舎人徐福 頁異 李有根
(13)

04御 馬監左少監甲字庫管事三禮 舎人王世連

05御 馬監右少監西安明管都相 舎人邦 禄

06皇 命 榮官李論

07大 善

08居 士張志墾

09萬 暦二十七年歳次己亥孟春二月勅右三 日全具刻石

この刻文の存在は,本 碑が16世 紀末には少林寺の どこかに立っていたことを示

している.次 に各種の石刻書や石刻目録類を繕いてみると本碑 については,呉
(14>

式券(1796-1856)『 操古録』巻18,41葉aと,同 治6年(1867)序 刊 『中州金石

(12)全 体 的に彫 りは浅 く,こ の一字は判読できなかった.

(13)姓 と して 「三」は考えられず,姓 の脱落か,続 く「舎人王世連」と同姓とすれば「王」

の誤刻と考えられる.

(14)「 少林寺聖旨碑.正 書.皇 慶二年十二月,鶏 児年六月,龍 児年正月,鼠 児年三月各
一道。河南登封'.延 祐元年十月」とある.モ ンゴル文の場合は「国書」「蒙古字」などと

記される.『操古録』を地域別に配列しなおした 『金石彙目分編』巻九之四,河南四 ・河

南府下 ・登封縣,36葉bも 同じ.呉 氏が第1裁(癸 丑,1253年 〉を皇慶2年(癸 丑,

B13)と す るのは単純な誤 りであ り,『中州金石目録』もそれを踏襲 している.

(8)



目録』巻7,ll葉aに 「正書」として漢文面のみが著録されるだけである.後 者

には 「存」の一字が加えられている点注目される.同 書は著録 した碑石にそれぞ

れ 「存」字あるいは 「イ失」字を付記する.こ れら石刻書類は基本的には拓本のリ

ス トでしかないが,こ れが碑石の有無を記 したものであるとすれば,19世 紀の

中葉にも本碑が同寺に立っていたことになる.こ のほか,確 認 した限りでは地
(15)

方志には本碑に関する情報は一切なく,ま た乾隆13年(1748)に 編まれた 『少林
(16)

寺志』にも,1988年 発行の 『新編少林寺志』(中国旅遊出版社)を はじめとする近

年続々と刊行 されつつある少林寺関係の小冊子や資料集にも,筆 者が知る限り

本碑は言及されていない.少 林寺聖旨碑に関する情報は,少 林寺の他の碑石に

比べて極端に少ないということが言える.

『中国文物報』が推測する乾隆年間という時期を鵜呑みにするわけにはいかな

いが,ど うやら少林寺聖旨碑そのもの,特 にそのモンゴル文面は長い間人目に

付かない状態にあったと考えてよさそうである.碑 石の良好な保存状態もある

いはこのことを物語ってくれているのか もしれない.今 後中国側から本碑の出

現 現地点への設置に関するより詳 しい報告がなされることを期待 したい.

(2)モ ンゴル時代 の発令文 の体系 のなかで

少林寺聖旨碑に刻まれたようなモンゴル時代の発令文は,す でに杉山正明氏

が分類されているように,使 用言語 ・文字 ・伝存状況によって以下の14群 に類
(17)

別される.

1,ウ イグル文字蒙古語の文書 ・碑刻 ・典籍

(15>成 化22年(1486)序 刊 『河南総志』,嘉 靖34年(1555)序 刊 『河南通志』,雍 正8年

(1730)序 刊 『河南通志』,乾 隆32年(1767)序 刊 『綾河南通志』,隆 慶3年(1569)序 刊

『登封縣志』,康煕20年(1681)序 刊 『登封縣志』,康 煕35年(1696)序 刊 『登封縣志』,乾

隆52年(1787)序 刊 『登封縣志』を確認 した.

(16)東 洋文庫蔵.同 書は鷲尾1932の 巻末にも収められている.

(17)杉 山1990a,pp.3-4.杉 山氏の一連の論考は,あ らゆるタイプの発令文 とその研究

史を把握 したうえで,実 例を提示 しつつ従来の発令文研究に欠如 していた歴史研究へ

の活用をも試みた画期的なものである.

(9)



2.ウ イグル文字蒙古語 とペルシア語 との対訳合壁文書

3.ウ イグル文字蒙古語 とアラビア語 との対訳合壁文書

4.パ スパ文字蒙古語の文書 ・碑刻

5。パスパ文字蒙古語 と直訳体白話風漢文 との対訳合壁碑刻

6.ウ イグル文字 トルコ語の文書

7.ア ラビア文字アラビア語の文書 ・典籍

8.ア ラビア文字ペルシア語の文書 ・碑刻 ・典籍

9.チ ベット語の文書 ・碑刻

10.チ ベット語 と直訳体白話風漢文との対訳合壁碑刻

11.蒙 古語直訳体白話風漢文の碑刻 ・典籍

12.文 語 ・吏績漢文の碑刻 ・典籍 ・書簡

13.パ スパ文字文語漢文の碑刻 ・典籍

14.ラ テン語訳の国書 ・書簡

これらの発令文には用語やスタイルなどに共通点が認められ,14群 全体を 「モン

ゴル時代の発令文」という大 きな枠組みのなかで総合的に研究する必要がある

が,資 料状況が急速によくなりつつある現状のなかでは,そ れぞれの群類のなか

で発令文をひとつずつ研究 し,そ の過程で他の群類の発令文にも目を配るという

地道な作業が必要となる.中 でも4と5の パスパ文字モンゴル語の発令文の研究

については近年,杉 山氏や照那斯図氏の一連の論考を中心に進展がみられ,こ こ

を大 きな手掛か りとして発令文研究は新しい段階に入ろうとしている.

本碑の4通 の発令文のうち第1裁 から第3裁 はウイグル文字モンゴル文と漢

文 との対訳合壁碑刻であ り,文 字に注目した場合,上 掲14群 には入 らない今ま

でに全 く例をみないタイプであることをまず第一に強調 してお きない.本 碑の

重要性はこの一点に集約されるといっても過言ではない.従 来知 られる皇帝の

発令文聖 旨で,モ ンゴル語のものはクビライ時代(1260-1294年)以 降のしかもパ

スパ文字で しか残 っていなかったのである.こ こに初めてウイグル文字モンゴ

ル語の聖旨がそれも漢文の対訳をともなって一挙に3通 も出現 したのである.

(10)



発令文に限らなければ,ウ イグル文字モンゴル文 と漢文 との対訳式合壁碑刻

としては,張 応瑞碑 ・竹温台碑 ・析都公碑 などがある.し かしこれらはいずれ

も14世紀に入ってからの,し かも漢文を原文とした漢蒙対訳碑である.つ まり

1253年 の第1裁,1261年 の第2裁,1268年 の第3裁 は, .13世紀の蒙漢完全対訳

碑刻 としても初めてのものなのである.特 に第1載 は,ク ビライ登位以前のも

のとして確認された初めての,そ して唯一最古の蒙漢完全対訳碑刻であること

を改めて強調 しておく.こ のように少林寺聖旨碑 に刻まれた第1戴 から第3裁

の発令文は,発 令文 として,ま たウイグル文字モンゴル文と漢文の対訳形式の

碑刻 として,画 期的な意味を持つのである.

第1裁 から第3載 は,ウ イグル文字モンゴル文 と漢文とを媒介にして,ウ イ

グル文字モンゴル文で記された1・2・3,対 訳漢文を持つ5・10な ど,他 の

群類の研究に直接稗益するところは大きい.漢 文の対訳は紛れもない同時代の

「辞書」として,本 碑 に限らず他ゐ発令文に対 しても対応する箇所の語義の確定

に大きな助けとなる.逆 に漢文面の解読に対 してモンゴル文面は 「辞書」となる

わけであ り,発 令文のみならず同じく特異な漢文で書かれた 『元典章』などの研

究にも寄与するところは大きい.ま た,第2裁 ・第3裁 のモンゴル文はパスパ

文字モンゴル語発令文とよく似 た文脈を持つので,両 者の対比によってパスパ

文字モンゴル語のウイグル文字還元形を同時代資料で直接検証で きるのであ

る.一 方,第4裁 のパスパ文字モンゴル文 ・漢文対訳合壁碑刻はすでに類例が
(18)

13件報告されている.こ こに新 たにもう1件 出現 したことにより,こ のタイプ

の発令文は全部で14件 に増えたわけである.

モンゴル時代の発令文は,仏 教寺院や道教の宮観に碑刻 として残るものが多

く,免 税等の特権付与を内容としたものがほとんどである.と ころが本碑第1

戴は,カ ラコルムにおける全仏僧の管轄 を少林長老福裕に委ねた委任状であ

り,内 容か らいっても特異なものなのである.近 年,照 那斯図氏の研究によ

り,パ スパ文字モンゴル文の発令文にも万戸長任命状など様々な内容のものが

(18)杉 山1990a,PP.24-28.
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(19)
チベットに原物として残っていることがわかってきた.第1裁 はその内容に注

目したときチベットに残 された文書原物 とともに,本 来発令文の内容は,そ の

特殊な伝存状況が もたらすイメージほど画一的ではな く,も っとはばを持った

ものであったと考える材料になるのではないだろうか.発 令文の伝存状況の偏

りは付与 された特権 を明示する必要が寺観にあったために生まれたのであっ

て,発 令文の種類の偏 りをそのまま表 したものではないと思われる.

モ ンゴル時代発令文の書式の研究はすでにKotwicz1934;海 老沢1976;

rpHropbeB1978;杉 山1990a:1990b:1991bな どで論 じられている.中 でも飛

び抜けて数の多い宗教施設に宛てた特権付与型の発令文については,書 式が抽

出しやす く,従 来の研究によって,冒 頭定型句に始まり,宛 先,先 例 となる各

皇帝名の列挙 とその発令文のうち特権付与に言及 した部分の引用,現 皇帝の発

令内容,威 嚇文言,発 令年次と発令地,こ れらを順に記す定型が明かにされて

いる.第2裁 から第4戴 はまさにこのタイプの発令文であ り,や は りこの定型

に乗っ取って記されている.た だしここで注目しておきたいのは,第2裁 と第

3裁 には発令文 として初めて,ク ビライによって仏教界の頂点に位置付けられ
(20>

たチベット仏教サキャ派の高僧,か のパスパ'Phagspaの 名が挙がっているとい

うことである.す なわち第2裁 は雪庭福裕を始めとする5人 の漢人高僧が漢地

の仏僧を,第3載 は当時少林寺の住持であった足庵浄粛が河南の仏僧を,そ れ

ぞれパスパの言葉によって管轄するよう命 じた内容 を含 んでいる(II23-28,

III29-33).

碑刻として残る発令文は,文 書そのものがどこまで忠実に再現 されているか

という問題や,文 書の発令時期と書丹 ・刻石 ・立石の時期 とのずれが碑刻にど

のように影響するかという問題を常にはらんではいるものの,「準公文書」とし

ての価値は編纂史料とは比べものにならない.し かしこれまでの発令文研究は

(19>照 那斯 図氏 は,1991年10月 に ラサ市 の チベ ッ ト自治 区棺 案 局 を訪 れ,4件 の 聖 旨原

物 を新 た に発 見 し,1992年8月11日 か ら15日 に ウラ ンバ ー トル市 で 開催 され た 第6回 国

際 モ ン ゴル 学 者 会議 に お い て 報告 され た.た だ しい ず れ も写 真 ・釈 読 は未 公 表.

(20)II12-13,24,III30,43,44-45/漢II11,20,漢III21,29,30.

(12)



言語学 ・文献学的なものが主流で,そ の一つ一つを:解読することに終始 してい

た.寺 観に出された発令文の内容は,一 見画一化 されているようだが,時 代

差 ・個体差がある.こ の差異に着目し,書 式の変化を複数の発令文から抽出し

たり,個 々の発令文が持つ固有名詞などを手掛か りにしてその歴史背景を探る

といった研究が,近 年ようや く見られるようになってきた.少 林寺聖旨碑に刻

まれた3通 のウイグル文字モンゴル文 ・漢文合壁の発令文は,内 容を含めて発

令文そのものが歴史史料 として大きな価値を有 している点,発 令文の歴史史料

としての利用に一層拍車をかけるものとして注目される.な お,本 稿の第一の

目的はテキス トの紹介にあり,歴 史史料 としての考察は両人がそれぞれ別稿に

て行なうこととする.

(3)モ ンゴル時代の文書行政
(21)

すでにチンギスdnggis時 代より確認されるいくつかの発令文の存在は,モ

ンゴルがかな り早い時期から文書による行政を行なっていたことの傍証 とな
(22)
る.1253年 の第1裁,1261年 の第2裁,1268年 の第3裁 の出現により,モ ンケ

時代 とパスパ文字成立(1269年)以 前のクビライ時代においてウイグル文字モン

ゴル語を原文 とする発令文が出されていたことが,編 纂史料の分析からではな

く「現物」を通 して明らかになった.特 異な文脈を持つ第1戴 は,モ ンケ時代の

文書行政の流れを探るうえで,ま た,ク ビライ時代初期の発令文である第2戴

と第3裁 は,発 令文の書式の変化を探るうえで,そ れぞれ格好の資料 となる.

(a)文 書 行 政 の流 れ

第1裁 にみえるamanjarliγ(102)と い う一句 は,従 来知 られていなか った も

のであ る.我 々はaman(意 味 は 「口」〉とjarliγ とで 「口頭 のおおせ」とい う訳

(21)最 も古 い もの は,1219年5月1日 付 け 陳西 整 屋萬 壽 宮 チ ンギ ス聖 旨[票1955,p.115;

陳1988,P.445]で あ る.

(22)オ ゴ デ イ時 代 のモ ン ゴ ル見 聞 記 『黒　 事 略 』(蒙 古 史 料 四 種 本,pp.482-483)の 徐 建

の 疏 には,回 回 方面 に は 回 回字 を用 い,中 国方 面 に は漢 字 を用 い て 文 書 行 政 を行 な っ

た と記 す.後 註(73)を 参 照 せ よ.

(13)



を与 えた.杉 山氏 は,皇 帝 の出すjarliγ や 諸王 ・皇太后 ・皇后 らの出すUge(意

味 は 「言葉」)は 「まず口頭 で蒙古語 に よって発せ られ,普 通 にはウイグル文字
(23)

で書写されたのち,非 蒙古語の人間 ・地域を命令対象 とする場合にはしばしば
(24)

当該地域の言語 ・文字 に訳 された」と考 え られたが,ウ イ グル文字の文書碑 刻

にこの 「口頭のおおせ」とい う一句が現 れたことによ り,杉 山氏の考 えは一段 と

補強 され た.

第1戴 は内容上大 き くふ たつの部分 に分かれ る.ト ゥル グタイとブカとい う

二人の使 臣 に対 して,少 林長老 にこのモ ンケのお おせ を伝 えよ と命令す る部分

(101-02/漢101-04)と,少 林長老 に対す る命令 の部分(103-12/漢105-22)

で あ る.つ ま りこの発令文 は,少 林長老 に対す る命令であ ると同時 に,使 臣 に

対す る命令 で もあ り,従 来 の発令文 にはみ られない命令の二重構造 とい う特徴

を持 っている.こ こで文末 のdelgebei(115:意 味 は 「開いた」)/開(漢 工24)

の解 釈が問題 になる.発 令文末尾 にdelge一 や 「開」一字が用い られた例 はな く,

普通 第2裁 か ら第4裁 のように 「書いた」bi6ibei/罵 來 で締め括 られ,そ の年次

は書記が文書 を作成 した時点 を示 している と考え られ る.と ころがモ ンゴル語の

動詞delge一 に も漢語の 「開」にも 「書 く」とい う意味 は確 認 されないのである.

さ て,発 令文は,使 臣がその文書 を携 え命令対 象者 の もとへ赴 き目の前で 「開
(25)

読」,つ ま り文書 を開いて口頭で伝 え られた と考え られる.1992年 夏,松 川が現

地にて採録 したウマの年(至 元31年 甲午,1294)6月12日 付 け,大 都路 葡州平谷縣

瑞屏 山興隆寺浮嚴都老 ら宛 て成宗 テムルTemUr聖 旨碑碑陰の,聖 旨の対訳 モ ン

ゴル文直訳体漢文本文(未 発表)の 左側 には 「開讃使 臣」の名が立石関係者 のひと

りとして挙が る.聖 旨が間違いな く使臣によって開読 されたことの例証 となる.
(26>

そ こで我 々は第1戴 の この部分 を 「開読」の方向で解 決 しようとしてい る.

(23)1269年 以降はウイグル文字を介さず,直 接パスパ文字で書写された可能性もあろう.

(24>杉 山1990a,P.2.

(25)例 えば 『通制条格』巻8・ 儀制(岡 本1964,p.385)を 見 よ.

(26)発 令文に開読 された年次が記される例は,1288年 無錫免秀才雑浸差役詔碑[察1955,

p.34]に 求められる.「至元二十五年十一月日」と書写年次が記された後に 「至元二十

六年正月十九日到,開 護詑」と記されている.1280年 露仙飛泉観碑[察1955,p.28]に

も開読年次が本文中に見えている.

(14)



まず第一に少林長老に対 して開読 されたととれる.第 二には皇帝モンケのお

おせを聞 き文書を作成 した書記が,二 人の使臣に対 してそれを読み上げたこと

を意味するともとれなくはない.後 者の場合,末 尾の日付は少林長老に対 して

ではなく使臣に対 して発令文が読み上げられた時を示すことになる.が,こ の

発令文は,少 林寺に立つ碑石に刻されたことをみても原物は少林寺に保管され

ていたと考えられるし,最 終的には少林長老に出されたものであり,日 付はや

はり少林長老に対 して文書が開かれた時点を示 していると考えたほうがより妥

当であろう.日 付については,使 臣に文書が渡された時点ですでに書記 によ

り,少 林長老に 「開読」される予定 日として書 き入れられていたとは考えにく

く,使 臣が開読を行なった時に書き加えたものであろう.

第1裁 は,ま ず皇帝モンケにより二人の使臣に対 して口頭でモンゴル語によっ

て発せられ,そ れが書記によってウイグル文字で書写 されたのち,漢 語に訳さ

れ,使 臣がその両文書を携え命令対象者少林長老のもとへ赴 き,1253年12月7

日にその目の前で文書を開いて口頭で伝 えられた,と 推定 される.我 々はここ

にひとつの案を示 しただけであるが,い ずれにせよ第1裁 の出現により,モ ン

ケ時代の文書行政の実像が一層具体的なものになったと言える。

(b)モ ンゴル文発令文の書式 の定型化 一 「大元ウルス書式」の提唱一

近年,杉 山 ・高橋両氏によって,ク ビライ以後のパスパ文字モンゴル文およ

びその直訳体漢文で記された発令文は,文 体 ・用語 ・内容 ともに著 しい定型化
(27)

が見 られ,そ れ以前の発令文とは一線を画すことが指摘 されている.従 来,パ

スパ文字モンゴル文およびその直訳体漢文の,ま たそれによって記された発令

文の分析が可能であったの も,そ れ自体著しく定型化 されたものであったから

なのである.我 々はここに1269年 のパスパ文字制定に先立つクビライ初期のウ

イグル文字モンゴル文とその直訳体漢文合壁の発令文である1261年 の第2裁 と

1268年の第3裁 を新たに得た.こ れら二つの発令文は,ク ビライ期に発令文が

(27)杉 山1990b,P.104;高 橋1991,PP.421-423.

(15)



定型化 される過程 を知 る上 で絶好 の材料 となる.本 節では,第2裁 から第4裁 と

同 じくクビライ以後大元 ウルス内で発令 されたモ ンゴル文の特権付与型発令文の

分析 を中心 に,適 宜漢文発令文 をも援用 しなが ら,こ の問題 について述べ てみた

い.あ わせ て発令文の書式 に関 して得 られた新知見 について も指摘す る.

元 朝皇帝が発令す る聖 旨の冒頭 は次 の3行 が定式 として知 られてい る.

第1行;と こしえの天の力においてm6ngketngri-yinkUごUn-dαr/長 生 天的

氣 力裏

第2行;大 いなる威福 の輝 きの加 護においてyekesuuJali-yinibegen-d肛r/

大 福 蔭護助裏

第3行;カ ァンなる我 らがおおせqaγanjarliγmanu/皇 帝 聖 旨

第3載(IIIOI-03/漢IIIO1-03)・ 第4載(IVO1-03/漢IVOI-03)に は これ ら

3行 は全 て存在す るが,第2裁 には第2行 が見 えない.第1行 に関 してはすで

(28)
に杉 山氏がその ヴァリエー シ ョンと定形化 の過程 をま とめている.杉 山氏 によ

る とこの常套句 は,1246年 ロ ーマ教皇宛て グユ クGUyUkの 国書 に捺 されたウイ

(29>

グ ル 文字モ ンゴル文 の印璽 に初 出,モ ンケ時代 より定形化が 認め られる とい

い,確 かに第2裁 に も見 えている.

第2行 については第3裁 以前 のモンゴル文発令文 には実例が ない.そ こで,

これに対応す る漢訳 「大福麿 護助裏」とそのヴ ァリエ ーションを,第3載 が発令

された1268年 以 前の漢文 聖旨 に限 らず令 旨(諸 王の発令文),驚 旨(皇 太后 ・皇
(3G)

后 の 発令文)に も求め,最 終的 に聖 旨の定型句 となる過程 を見 る.

(1)1247年2月 某 日付 け趙州太清観 ソル コクタニSorquqtani驚 旨

「長生天 的氣力裏,谷 裕皇 帝福蔭裏,唆 魯古唐妃 酪 旨」

(28)ネ 多山1990b,pp.93-98.

(29)Pelliot1923,P.22,pl.2,

(30)(1)は 陳1988,pp.840-841.(2)は 察1955,p.16;陳1988,p.446.(3)は 陳1988,

p.841.(3)は 潜 邸 時 代 の ク ビ ラ イ の 発 令 文 で あ る.(4)は 察1955,p,38;陳

1988,p.855.察 氏 は こ の(4)を テ ム ル 時 代 に 繋 年 し て い る が,「 開 平 府 」で 書 か れ て お

り,ク ビ ラ イ 時 代 の1260年 に 訂 正 さ れ る,c£ 杉 山1990b,p.96.(6)は 察1955,p.22.

(8)は 陳1988,p.598;北 京 図 書 館1990(48),p.48.

(16)



(2)1250年ll月19日 付け整屋萬壽宮メルギデイMergidei令 旨

「天地底氣力裏,大 福蔭護助裏,彌 里呆帯太子令旨」

(3)1252年9月 某日付け汲縣太一廣福萬壽宮クビライ令旨

「長生天底氣力裏,蒙 寄皇帝福蔭裏,忽 必烈大王令旨」

(4)1260年6月14日 付け彰徳上清正一宮クビライ聖旨

「長生天底氣力裏,皇 帝聖旨」

(5)1261年6月 初1日 付け登封縣少林寺クビライ聖旨(漢IIO1-02)

「長生天底氣力裏,皇 帝聖旨」

(6)1261年某月某日付け林縣寳嚴寺クビライ聖旨

「長生天氣力裏,大 福蔭護助裏,皇 帝聖旨」

(7)1268年1月25日 付け登封縣少林寺 クビライ聖旨(漢IIIOI-02)

「長生天氣力裏,大 福蔭護助裏,皇 帝聖旨」

(8)1270年3月 某 日付け抜縣萬壽宮クビライ聖旨

「長生天氣力裏,大 福蔭護助裏,皇 帝聖旨」

その原型は 「谷裕皇帝福麿裏」としてすでに(1)にみえ,完 全な形 「大福麿護助裏」

としては(2)が初出であり,(3)で 「長生天底氣力裏」とセットになっているが(1)

と同じ「蒙寄皇帝福蔭裏」という句作 りであって,ク ビライ時代(1260-1294)以

前は 「大福蔭護助裏」として定形化 していないことがわかる.ク ビライ時代に

入っても最初期の事例である(4)(5)では 「大福麿護助裏」はみえず,(6)を 境にして

以後聖旨の冒頭は上掲の3行 に定形化 ・固定化される.以 上の考察よって,第2

行はクビライ時代初期に聖旨の冒頭句として定形化 されたことが明かになる.

クビライが発令文の書式 を統一し,文 書行政を一層推 し進めようとしていた

ことは,編 纂史料の分析からも明かである.例 えば,『元史』巻7・ 世祖本紀 ・

至元7年(1270)正 月丁卯の条(p.127)に は 「定省 ・院 ・墓文移髄式」とあり,

中書省 ・枢密院 ・御史台の中央官庁の文書発行の体式を定め,文 書行政の整

備 ・確立が図 られているζとがわかる.ま た 『同』5月 乙卯の条(pp.129-130)

には 「諸王遣使取索諸物及鋪馬等事,自 今並以文移,母 得口傳教令」とあり,諸

王は命令を文書によって行なうよう定められ口伝することは禁 じられているの

(17)



である.1269年 に書写用のパスパ文字を新たに創作 しウイグル文字に代わって

「国字」として制定 した裏には,一 つにはこれを機に大々的に発令文の書式を定

型化 ・固定化させようとしたクビライの意図があったと考えられる.そ してこ

のパスパ文字モンゴル文 とその直訳体漢文の発令文には著 しい定型化の見 られ

ることが,従 来 より指摘 されているのである.

再び少林寺聖旨碑 に戻って発令文の用語の確定 ・統一の例を求めれば,ま ず

税に関するモンゴル語の術語が第2裁 ・第3戴 では後のものと異なっているこ

とが挙げられる.地 税が漢語 「税」の音写sui(II20,IIIll,24)で 現れるのは実

は本碑のみであり,パ スパ文字発令文においてはすべて第4戴 のように漢語
(31)

「倉」の音写ca血(IV23)で 現れる.ま た,パ スパ文字モンゴル文の発令文では
(32)

下の者から上の者に申し上げるときは常に6こi一が用いられるのだが,第2裁 ・

第3裁 ではJiγa一(II36,III43)が用いられている.Jiγa一の用例が少なく決定的

ではないが,以 上の考察を踏まえればパスパ文字成立以前はJiγa一,成立以後は

6乙i一が用いられるようになったと考えても大過あるまい.
(33)

パスパ文字モンゴル文の文書原物を見ると,3行 の冒頭定型句のあとに発令

文を告知する対象者が列挙 されるが,そ の始めの3行 は行頭をかなり下げて書

き始められる.文 末の3行 も同じく行頭を同程度下げて書かれる.ど ちらも文

章の繋が りは全 く無視 され,3行 の行頭を揃えて下げることが優先される.そ

してこの2ヶ 所には例外なく必ず印璽が捺されるのである.印 璽はこの2ヶ 所

以外 に,そ の中間の行頭にもう1ヶ 所,文 書そのものが相対的に長い場合には

2ヶ 所 に捺 される.そ の際,全 体 として左右対称 になるように配慮 されてい

る.こ の形式は聖旨に限 らず令旨 ・整旨などでも遵守されている.碑 刻の場

合,ど の程度原文書に忠実であるか問題であるが,本 碑第4裁 の様 に各3行 ず

(31)cahの 初 出 は1276年 正 月26日 付 け 龍 門 禺王 廟 マ ン ガ ラMangγala令 旨[c£ 杉 山

1990a,P。24]で あ る.

(32)1280年 陳 西 整 屋 萬 壽 宮 ク ビ ラ イ聖 旨[c£ 杉 山1990a,p.25],1314年 蟄 屋 萬 壽 宮 ア

ユ ルバ ル ワ ダ聖 旨[cf杉 山1990a ,p.26]で は 両者 と もパ ス パ 文字 で ㏄idkαn(漢 訳 は奏

者)と 見 えて い る.な お,『 元 朝 秘 史 』で もjiγa一の用 例 は な く,6乙i一 の み で あ る.

(33)照 那 斯 図1991に 収 め られ た原 物 の写 真 を参 照 さ れ た い.

(18)



つ下げているものもあれば,ス ペースの都合によるのか無視されているものも

ある.ち なみにウイグル文字モ ンゴル文の文書碑刻である第2裁 ・第3裁 で

は,前 半の3行 は下げられているが,末 尾は第2戴 が1行 のみ,第3裁 は2行

のみが下げ られている.従 って上述のようなパスパ文字文書に見られる定型

も,ク ビライ時代初期の雛型を経て,パ スパ文字成立 と共に確立 した可能性が

高い.印 璽については,偽 造を防ぐため至元5年(1268)以 降碑に刻むことは禁
(34)

止 され てお り,延 祐元年(1314)立 石 の本碑 に も印璽 は刻 まれ てい ない.た だ

し,1268年 以 降 の文 書碑 刻の 中には,本 来 印璽 が捺 されていた部分 に漢字 で

(35)(36)

「寳 」,ま たはパスパ字でそ の音写bawあ るいはbaoと 刻 まれた もの もある.

大 元 ウルス 内で発令 された発令文 は,先 例皇帝 として元朝創始者 クビライ以

前のチ ンギス ・オ ゴデ イの名 も必ず挙 げるのだが,グ ユ ク とモ ンケの名 は決 し
(37)

て挙 げることはない.元 代 には,大 都及 びその郊外 に歴代皇帝 ご とにその命令

で寺院が建て られ,そ の皇帝の死後,寺 院内 に神御殿が建 て られ皇后 と ともに

(38)

その御容 もしくは像 が納 め られた.と ころが,そ の概要 を記 した 『元史』巻75・

祭祀志4・ 神御殿の条(pp.1875-1877)を み ると,や は りここにもグユク とモ ン
(39)

ケの名がみえないことに気付 く.こ れはグユク ・モンケ即位時のオゴデイ家 と

トルイTolui家 との皇位 をめ ぐる確執,お よびモンケ時代のモンケとクビライ

との不仲を反映 したものであろう.

以上は元代 を通 じて見受けられる特徴であるが,次 第に新 しい書式が付加さ

れる場合もある.ク ビライ期の発令文に先例 としてオゴデイが挙げられるとき

(34)『 元 典 章 』巻33・ 禮 部6・ 雑例,15葉a,碑 上不 得 鍋 實 の 条.

(35)1314年 整 屋 萬 壽 宮 アユ ル バ ル ワ ダ聖 旨[cf杉 山1990a,pp25-26]な ど.

(36)1289年(or1277年)交 城 縣 石壁 山 玄 中寺 ク ビ ラ イ聖 旨[cf杉 山1990a,p、25]な ど.

(37)c£IIO8/漢IIO6,III10/漢mO7-08,IVO9-11/漢IVO7-11.1280年 莱 州 萬 壽 宮 勢

都 児 令 旨[察1955,p.27;陳1988,pp,631-632,図14;北 京 図 書 館 金 石 組1990(48),

p.80]が モ ンケ を挙 げ る唯 一 の 例 外 で あ る.

(38)c£ 大 藪1971,PP.133-136.

(39>但 し太廟 に は グユ ク もモ ンケ も祀 られ て い る,c£ 『元 史 』巻74・ 祭 祀 志 ・宗 廟 上 の

条,p.1832.
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(40)
は,実 名 は避 け られQaγan/合 筆 皇帝(IIIlO/漢1■08)な ど と記 される.と こ

(41)
うが 成宗 テムル時代以 降は6k6de二/月 閾台皇帝(IVO9/漢IVO8)な ど と実名

で記 され,決 してQaγan/合 孕皇 帝 などとは記 されないのである.オ ゴデイが

どのように記 され るか はその発令文 が クビライ期 の ものであるか否 かを判断す

る材料の一つ となる.で あ るか ら,藥 美彪氏 によってテムル時代 に繋年 され る
(42)

彰 徳 上清 正一宮のサルの年 の聖 旨と トリの年の聖旨は,い ずれ も 「恰牢皇帝」と

記 されてお り,そ れぞれエ272年 壬 申あるいは1284年 甲 申,1273年 癸 酉あ るい は

1285年 乙酉 のク ビライ聖 旨 と訂正 されねばな らない.

書 式 の変化 の中には,歴 代皇帝の政治姿勢が具現化 されてい ることが明確 に

認め られ る場合 もある.ク ビライ以降の聖 旨中 には,免 税 ・免役対象 として

「仏僧 たち ・ネス トリウス教士 たち ・道士 たち ・ムス リム識者 たち」(IIO8/漢
(43)

HO6,IIIl1/漢mO8)が 原 則 として この順 に挙げ られ るようになるが,こ の う

ち ムス リム識者daヨmad/答 失 蟹 を挙 げるか否 かは歴代 皇帝 ごとに差が認め ら
(44)

れ る.照 那斯 図1991に 収 め られたパスパ文字 モ ンゴル文聖 旨 と,藥1955と 陳
(45)

1988に 収 め られた漢文聖旨 とを通覧 してみる と,世 祖 クビライ ・泰定帝 イス ン

(40)そ の他,1276年 龍 門 禺 王 廟 マ ン ガ ラ令 旨[cf杉 山1990a,pp24-25]はQan/匝 牢 皇

帝,1277年 あ るい は1289年 純 陽萬 壽 宮 ク ビ ラ イ聖 旨[陳1988,pp.781-782]は 「恰 孕 皇

帝 」,1277年 あ る い は1289年 チ ベ ッ トの ル ンRung地 方 の ラ ジ ェ セ ンゲ ペ ルlHa匂eseng

ghedpa(1)宛 て ク ビ ラ イ聖 旨原 物[Bosson1985;SUngrUb1990,pp.4-10;照 那 斯 図

1991,PP.1145]はQ亘n,1293年 趙 州栢 林 寺 ク ビラ イ聖 旨[察1955,P.35]は 「皇 帝 」.

本 碑 第3裁 は,発 令 文 で先 例 皇 帝 と して オ ゴデ イ が挙 げ られ る初 出 で あ る.

(41>漢 文 の バ リエ ー シ ョン につ い て は,c£ 察1955,p.40,n。L成 宗 テ ム ル の聖 旨の 例

を挙 げ る と,1295年 鄭州 榮 陽 洞 林 テ ム ル聖 旨[察1955,p.36]と1296年 整 屋太 清 宗 聖 宮 テ

ム ル聖 旨[察1955,p.40]は 「月 古 　 皇 帝 」,1293年 趙 州栢 林 寺 テ ム ル 聖 旨[察1955,

p.37]は 「月 闊　 皇 帝 」.

(42)察1955,pp。39,41.

(43)1260年6月14日 付 け彰 徳 上 清 正 一宮 ク ビラ イ聖 旨[察1955,p.38;陳1988,p.855]

に初 出 す る.た だ しそ こ には 仏 僧 は 「脱 因」と単 数 形toyinを 音 写 した形 で 出 て い る.

(44>杉 山1991b,P.43.

(45)我 々 が把 握 す る23件 中,彰 徳 上 清正 一 宮 に発 令 され たサ ル年(12730r1285)ク ビ ラ イ

聖 旨[薬1955,p.41;陳1988,p.856],1277年 あ る い は1289年 ラ ジ ェセ ンゲペ ル宛 て ク

ビ ライ聖 旨原 物[Bosson1985;SUngrUbl990,pp.4-10;照 那 斯 図1991,pp.11-15],萱293

年 趙州 栢 林 寺 ク ビラ イ聖 旨[察1955,p.35]の3件 に見 え ない の を例 外 とす る.
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(46)
テ ム ルYis漉ntem直r・ 文宗 トクテムルToγtemUrの 聖 旨には挙 げ られ,成 宗テム

ル ・武宗 カイシャン ・仁 宗 アユルバル ワダの聖 旨には挙 げ られ ない とい う傾 向

(47)

が看取 され,各 時代 の令 旨 ・諮 旨もこれに準拠 しているのがわか る.順 帝 トゴ

ンテ ムルToγontemUr時 代 につ いては杉 山氏 が指摘 している ように一貫 した傾

向が ない.

ま た,こ の順帝 の聖 旨には,至 元3年(1337)ま で は文宗 トクテムルが先例 と

して挙 げ られ るが,至 正元年(1341)以 降 は全 く見えな くなる.す でに杉 山氏が

(48)

指 摘 してい るように,こ れは順帝 に よる文宗へ の忌避 に対応す る.順 帝 はこの

1341年 の6月 に太廟か ら文宗の木主(位 牌)を 撤去 し,文 宗 の皇后 と息子 を流刑

に処 している.そ の理 由は,『 元史』巻40・ 順帝本紀 ・至元6年(1340)6月 丙

申の条(pp.856-857)に 載 る詔 に明記 されるように,文 宗 はJll頁帝 の父 明宗 を暗殺

して帝位 に就いたのであ り,順 帝に とって文宗 は仇敵であ ったか らであ る.川 頁

帝 は,同1340年12月 に天暦 年間以後 つ まり文宗時代 に増設 され た官署の廃止 を
(49)

行 ない,翌 年 には元号 を「至正」と改 めている.文 宗体制 との決別 と新体 制の発

足 を内外 に明確 に示 したのである.顕 宗 カマラKamalaの 血脈 を引 く泰定帝 イ

ス ンテムル とその子天Jll頁帝 ア リギバArigibaの 名 が,順 宗 ダルマバ ラDamlabala

の 血 脈 を引 く文宗や順 帝の発令 文 に現れ ないのは,英 宗 シテ ィバラSitibal-aの

死 後 にお こった帝位争 い に後者 が勝 ち残 ったか らである.敗 者 には廟号 す ら贈

られてい ない.こ の ように皇帝位 をめ ぐる争 いは発令文 の書式 にも反映 され る

のであ る.

少 林寺聖 旨碑 に刻 まれた聖 旨第2裁 か ら第4裁 を手掛か りに,著 しい定型化

が見 られ る元朝期 のモ ンゴル文発令 文の書式 に関 して気 が付 く限 り記 して き

(46)1330年 整屋 太 清 宗 聖 宮 トクテ ム ル聖 旨[察1955,p.81;陳1988,p.685]で は 「先

生 」の 前 に 「答 失[螢]」 が 挙 げ られ る点,注 目 され る.蟹 字 は 欠 け て い る.

(47)英 宗 シ テ ィバ ラ(在 位1320-1323)の 聖 旨の 存 在 は確 認 され ない が,1321年 発 令 の 溶

縣 天 寧 寺 ク ンガ ロ トー ゲ ェ ンツ ェ ンKundga'blogrosrgyalmtshan帝 師法 旨[cf杉 山

1990a,p.27]と 同 年 発 令 の 易 縣 龍 興 観 ダ ギDagi皇 太 后 酪 旨[c£ 杉 山1990a,p.27]に

は 挙 げ られ て い な い.

(48)杉 山1991b,P.43.

(49)『 元 史』巻40・ 順 帝 本紀 ・至 元6年(1340)12月 戊 子 の 条,p.859.
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た.以 上 によって,こ の書式は,そ の雛型が クビライ初期に出現 し,次 いで

1269年 のパスパ文字制定を一大転機として成立 したものであり,以 後の歴代皇

帝が細部に 「個性」を忍び込ませる場合 もあったにしろ,基 本型はそのまま踏襲

されていた,と の結論が得 られよう.た だし,ク ビライが確立 したこの書式

は,パ スパ文字の有効範囲と同様に大元ウルス内に限って強制力を有するもの

であったと考えられる.つ まり,大 元 ウルスの発令文は,そ れ以前の ものと

も,さ らには本稿では実際に比較検討を行なえなかったがジ ョチjo6i・ チャガ

タイ6aγatai・フレグH茸legUの 各ウルスのものとも一線を画す一群のもとして

とらえられるのではないだろうか.我 々は杉山 ・高橋両氏の指摘 を敷街 させ

て,こ の一群の書式を「大元ウルス書式」と呼びたい.こ れは,同 じく元朝期 に

出されたモンゴル文直訳体漢文やチベット文で記された発令文の研究,さ らに

は他の各ウルスの発令文の書式との比較検討を詳細に行なうことにより,そ の

全体像がより鮮明な姿をもって現れるはずである.(中)

(4)13～14世 紀 モ ンゴル語資料 の体 系の中で

蒙漢合壁少林寺聖旨碑の発現により,13～14世 紀のモンゴル支配時代 におけ

るモンゴル語文献研究は新たな段階を迎えたといっても過言ではない.何 より

も特筆に値するのは,こ れだけのまとまった量の文字資料が薪たに発現 したた

めに,従 来十指に満たなかった13世紀のウイグル文字モンゴル語資料が,量 的
(50)

に倍増 したことである.そ こで本章では,モ ンゴル語文字資料として本碑文が
(51)

持つ意義,特 に13～14世 紀ウイグル文字モンゴル語資料の体系の中で持つ価値

(50)現 在 まで に 知 られ て い る ウ イ グ ル文 字 モ ン ゴル語 資 料 で13世 紀 に繋 年 さ れ る もの

は,モ ン ゴ リア ・中 国 出土 の もの が4点,計13行,58語;グ ユ ク及 び フ レグ=ウ ル ス

諸 カ ンの 対 外 文 書 が4点,計90行,333語 で あ るが,少 林 寺 聖 旨碑 は第1戴 が15行87

語;第2裁 が39行249語;第3戴 が49行253語 で,総 計103行589語 に及 ぶ.

(51>モ ンゴ ル学 者 は13～16世 紀 の モ ンゴ ル 語 を中期 モ ン ゴル 語MiddleMongolianと 分

類 し,書 写 語 に注 目 した場 合 には 先 古 典期 モ ン ゴル文 語Pre-classicalW煎enMongolian

と称 す る,seePoppe1974,pp.1-3.本 稿 で はモ ン ゴル 帝 国 と い う政 治 的求 心 力 に着 目

して,時 代 を13～14世 紀 の み に 限 定 した 。

(22)



を考察 してみ たい.

(a)ウ イグル文字 モ ンゴル語資料 と しての価 値

ウイグル文字はモンゴル人が最初に採用 した文字であ り,次 第に改良が加え
(52)

られて17世 紀以降 「モンゴル文字MongγolUsUg」 と呼ばれるようになり,現 在

にまで伝 えられてきたものである.モ ンゴル帝国の版図を通して最も普及して

いた文字であ り,モ ンゴル王族の発令文 ・駅伝用のパイザと駅伝利用特許状 ・

対外文書といった公文書から,紀 功碑 ・手紙 ・文字の練習 ・契約文書といった

私文書や,チ ベット語やウイグル語からの翻訳仏典,漢 文古典の翻訳,は ては

仏教寺院に参拝 した信者による落書 きまで,最 も豊富な内容を持 っている.こ

れらのモンゴル支配時代のウイグル文字モンゴル語文献は,1972年 にハ ンガ

リーのリゲティL.Ligeti氏 によって 『先古典期モンゴル語文献1.13～14世 紀』
(53)

と題 して集成され,簡 単に通検で きるようになった.

さて,ク ビライが漢地を支配 し,中 国的行政組織を導入する以前にも,チ ン

ギスを始めとする歴代モンゴル皇帝はウイグル文字モンゴル語で文書行政を行
(54)

なっていたはずであ り,そ れは,『黒　事略』中の彰大雅(及 び徐違の疏)の 記述
(55>

や,各 皇帝の命令がモンゴル文直訳体漢文で書かれた碑刻で残っていることか

(52)モ ン ゴ ル人 が 借 用 した ウ イ グ ル起 源 の文 字 を 自 ら「モ ン ゴル 文字MongγolOsUg」 と

称 す る よ う に な った の は ず っ と後 代 の こ とで,史 料 上 は18世 紀 前 半 の 雍 正 年 間(1723-

1735)に 成 立 したモ ン ブ ル語 文 法 の 注 釈 書 『ズ ル ヘ ン=ト ル タ』よ り古 くは遡 り得 な

い.こ れ は,18世 紀 に至 る ま で,Mongγol慧s茸gと い う術 語 が,チ ベ ッ ト語 で 「パ ス パ

文 字 」を表 すHoryig「 ホ ル ・モ ン ゴル の 文 字」 に対 す るモ ン ゴル 語 の カル クcalqueと し

て も使 われ て い た た め と思 わ れ る.『 ズ ル ヘ ン=ト ル タ』につ い て は ペ リオ氏 の 見解 を

紹 介 ・追 認 した石 田1930を 見 よ.

(53)SeeLigeti1972a(texts),1970/1972c(indices).こ の 集 成 の発 刊 以 来,新 た に ア ラ ビ

ア文 字 ペ ル シ ア語 と ウイ グ ル 文字 モ ン ゴノレ語 の 合 壁 文 書(s㏄He㎜an,G.&G.Doe血r

1975a,1975b)や,敦 煙 石 窟 の 銘 文(see敦 煙研 究 院 考 古研 究 所 ・内 蒙 古 師 範 大 学 蒙 文

系1990)・ 安 西楡 林 窟 の 銘 文(see恰 斯 額 爾 敦 ・巴音 巴特 爾 ・嗅 日迫1992)な どが 発 現

し,解 読 が発 表 され て い る.

(54)See後 註(62),(73).

(55)1223年3月 某 日付 け 整 屋 重 陽 萬 壽 宮 チ ン ギ ス 聖 旨が 最 古 の も の で あ る,See察

1955,p.1;陳1988,p.445。
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らも,十 分 に予測で きた ところであ った.と ころが,1269年 にパスパ字 が採用

される より前 のウイグル文字モ ンゴル語資料の残存状況 をみ ると,意 外 に少な

い ことに気づ く.年 代決定が可能 な文書や碑 刻 は13世 紀後半以降の ものな らば

ま とまって存在 してい るが,13世 紀 前半の もの とな るとそれは極 めて少 数であ

る.こ の時期の ウイグル文字モ ンゴル語資料 と して,現 時点では以 下の ものが

知 られている.
(56)

1.イ ス ンゲYis准ngge紀 功 碑

俗 に 「チ ンギス ・カン碑 石」と呼 ばれ る.内 容 は,チ ンギスが ホラズム遠征 か

らの帰途上,1224年 秋 にイル ティッシュIlti忌河 畔 に宿営 し,遠 射大会が 開催 さ

れた ときに,チ ンギスの次弟 ジ ョチ ・カサルJodQasarの 子 イスンゲが強弓 ぶ

りを発揮 した ことを称え るものである.そ の成立 は1224年 か,チ ンギスー行が

トーラ河畔の オル ドに帰還 した1225年 と され,現 存す る最古 のモ ンゴル語資料
(57)

と見 なされて きた.し か しなが ら碑 石は中央 アジアではな く,イ スンゲの所領

で ある東モ ンゴ リアの アルグ ンArγun河 流 域 か ら発見 された ので あ り,ラ ケ

ヴ ィルツ1.deRachewiltz氏 が 指摘 したように,そ の成立時期 はイスンゲが歴 史

の表舞台 に登場す るモ ンケ時代 か らクビライ即位期,さ らにはイスンゲ死後 の

(58)

1270年代にまで下る可能性がある.

2.漢 文発令文のモンゴル語添書

(1>河南省濟源市十方大紫微宮(現 存)ネ ズミの年(庚 子,西 暦1240)諮 旨碑添
(59)

書(3行).

(2)陳西省草堂寺(現 存)闊 端K6den太 子令旨碑添書:第1裁=癸 卯年(西 暦
(60)

1243),第4裁=丁 未年(西 暦1247)(そ れ ぞれ1行 ずつ).

(61)

(3)丁 巳年(西 暦1257)繹 迦 院碑記添書(3行).

(56>SeeRadloff1892;Rin6en1959,Fig.6.

(57)SeeRachewiltz1976,p.487,p.496,Note2.

(58)SeeRachewiltz1976,pp.491-495.

(59)See票1955,図(2),P.7,(6).

(60)See杉 山1990b,図 版1,2,p.105.

(61)SeeRin6en1959,Fig。1;Poppe&KunChang&Hurvitzl961;陳1983.碑 石 は モ ン ゴ

ル 国 立 中 央 博 物 館 に 現 存 す る.
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これらのモンゴル文は,各 々の碑刻の中では漢文の本文に対する「添え書 き」と

しての意味を持っているのであって,モ ンゴル文のみで完結 した内容を持つも
(62)

のではない.
(63)

3.1246年 ローマ教皇宛てグユクGnyUgの 国書に捺 された印璽

この国書の本文はアラビア文字ペルシア語であり,ウ イグル文字モンゴル語

の印璽が2ヵ 所に捺 されている.印 璽の内容は,命 令文末尾やパイザに書かれ

る威嚇文言 と同類のものなので,こ の印璽自体を「聖旨」と看倣すことはできな

い.本 文冒頭には印璽中のモンゴル語の前半部分がウイグル語訳され,ア ラビ

ア文字で3行 にわたって記される.本 書簡は,プ ラノ=カ ルピニのジョヴァン

ニ修道士の記述によると,本 文が 「タルタル語」のものと 「イスラム教徒の文

字」の もの2通 が交付され,ジ ョヴァンニ修道士によるラテン語訳と共に3通
(64)

が存在 していたが,残 念ながら「タルタル語」の本文は伝存 していない.

これらを通観 して感 じることは,各 々はモンゴル語の言語資料 として第一級

の価値を持ちなが らも,文 書学的に見れば他言語で書かれた本文に対 してそれ

を補 う機能を果たしているにすぎないということである.唯 一モンゴル語のみ

で完結 しているイスンゲ紀功碑にしても,成 立年代 を特定できないため,成 立

(62)例 えば(1)の モンゴル文3行 は,漢 文諮旨本文最終行の「如違要罪過者」という表現

と発令年「庚子年」に対応する.碑 陰に刻文は存在 しないため,モ ンゴル文はこの3行

のみが刻 されたと言える。この3行 が漢文諮旨の内容をモンゴル語で要約 したもので

あるのか,そ れとも漢文整旨に対応するモンゴル文酪旨が元々あってその末尾のみが

刻されたのか,知 る手だては残されていない.た だし広い目で見れば,令 旨 ・整旨 ・

鉤旨といった聖旨以外の漢文発令文がモンゴル文 との合壁ではなく単行で発令される

場合,そ の末尾にモンゴル文(或 いはアラビア文字ペルシア文)を 記すという来書形式

がモンゴル帝国 ・元朝期を通 して存在 していたのかもしれない.例 えば曲阜顔子廟大

徳11年(1307)10月 中書省傍禁約暁諭碑の末尾には,ア ラビア文字ペルシア文2行 とパ

スパ 文字モンゴル文1行 が記される,seeChavemes1908,No.XXVI,planche3;Pelliot

lg13,pp.185-191;Ligetilg72b,pp.117-119.そ のようなタイプの原型 として,『黒　
か

事 略 』徐 窪 の疏 に 「(漢文 文 書 の)後 面 の年 月 の 前 に鎮 海 が親 ら回 回字 を写 き,『 某 人 に

付 与 す 』 と云 う.」 と表 現 さ れ た 文 書 形 式 を想 定 す る こ と も可 能 で あ る,see杉 山

1990b,p.105.

(63)SeePelliotl923,pl.2.

(64)See護(訳)1965,pp.83-84。
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の背景にまで遡って資料の性格付けを行なうことは困難になっている.

このような資料状況において新たに少林寺聖旨碑が発現 した意義は大きい.

本聖旨のモンゴル文面は文書として自己完結してお り,漢 文面 との関係は完全

に対等である.む しろ先に我々が推論したように,モ ンゴル語で発令された聖

旨が漢文に翻訳 されたことと,碑 陽がモンゴル文面であったことを考慮すれ

ば,モ ンゴル文面こそが主であ り,漢 文面は副であったと言える.し かも文面

から発令者 ・宛先 ・内容 ・発令年月日 ・発令地を読み取ることができ,原 文書

ではなく碑刻であることを割 り引いても文書学的研究の必要条件を一応備えて

いる.

次に重要なのは,本 聖旨碑のモンゴル文面第1裁 ～第3戴 が,モ ンゴル大皇

帝の聖旨jarliγの本文をウイグル文字で記 した初例 となることである.13世 紀

初頭以来のモンゴル語文章語の形成過程において,唯 一求心力を持ち得たのは
ビチグチ

書記を擁するモンゴル大皇帝の官房であった.こ の官房から発令されたモンゴ

ル語文書は当時未成熟であったモンゴル文章語の規範 となり,現 在にまで至る

モ ンゴル文語の伝統を形成する核 となったはずである.

その官房モンゴル語を表した発令文書のうち最 も権威を持っていた 「聖旨」

は,従 来,パ スパ文字モンゴル語による文書 ・碑刻 と,『元朝秘史』・『華夷課

語』といった編纂史料 に漢字音写モンゴル語で引用されたものでしか残ってお

らず,し か も両文字はモンゴル語の口語音 を反映 したものであった.こ のう

ち,明 代初期の編纂に係 る漢字音写モンゴル語資料は措 くとして,第5代 皇帝

クビライが大元ウルスの確立 とともにその支配体制を強化する方策のひとつと

して1269年 に新たにパスパ文字を導入 し,大 元ウルスの政治的中枢レヴェルの

文書行政においてこれを公用文字 として使用するよう義務づけたことは,ウ イ

グル文字によるモンゴル文章語の発展にとって一大転機となるものであった.

なぜなら,こ れ以降1368年 に大元ウルスが崩壊するまで,大 皇帝の聖旨は口語

を記 したパスパ文字によって発令され続けたため,官 房におけるウイグル文字

の用途は半減し,少 なくとも以前のようにウイグル文字によるモンゴル文章語

(26)



を官房言語 として整備 ・発展させる努力が続いたとは考えにくいからである.

その意味で,本 聖旨碑モンゴル文面のうちクビライによってウイグル文字で

発令された第2裁 と第3裁 は,13世 紀モンゴル大皇帝の官房における文章語の

一つの完成形態を示 していると言えよう.

別の面で興味深いことは,こ の第2裁 と第3裁 が,同 じクビライによって後
(65)

に発令されたパスパ文字モンゴル語 ・漢文合壁の聖旨と極めて似た文脈を含ん

でいることである.す なわち,ク ビライの 「おおせ」はウイグル文字でもパスパ

文字でも記 されたことになり,こ こに,我 々は今 まで共通点を見い出 し得な

かったウイグル文字モンゴル語とパスパ文字モンゴル語の音韻体系及び文字体

系を直接結び付ける資料を手にしたことになる.

パスパ文字モンゴル語資料には他の文字資料や方言には見 られない独特な綴

(66)字
が存在するが,そ の相違が単に表記上の特徴 に依るのか,そ れとも当時の方

(67)
言上の差異を表 しているのかは未だに結論が出ていない.我 々は本聖旨碑中の

ウイグル文字モンゴル語の綴 り字をパスパ文字聖旨のそれと比較することによ
(68)

り,こ の理 由の一部 を明 らかにする ことがで きるだろ う.

(65)See杉 山1990a,p.25,1-2:タ ツの年(至 元17年 庚 辰,西 暦1280… 年代比定は杉山

氏)11月 初5日,陳 西省整屋県重陽萬壽宮(現 存)Qubilai聖 旨(jarliγ)碑.発 令地は大

都.も ちろん,こ の聖旨は道教の宮観に発令されたものなので,少 林寺聖旨碑と異な

る点も当然存在する.ヘ ーニッシュE.Haenisch氏 は この碑文を含めて重陽万寿宮にあ

る3つ の蒙漢合壁碑 を学界に初めて紹介 した,seeHaenisch1940。 因みに,2つ め は

1314年 アユルバルワダ聖旨碑,3つ めは1351年 トゴン=テ ムル聖旨碑 と,発 令者は異

なるが,ど れもその他の聖旨碑 には見られない文脈を共通 して含んでいる.い ずれも

クビライ以降の聖旨の形式を追跡するための好材料である.

(66)See月 艮音区1984.

(67)See長 田1952.

(68)例 えば,パ スパ文字聖旨冒頭の 「とこしえの」という意味の単語が 漉δη一た`αと後舌

母音で綴られる理由は,本 聖旨碑において同じ単語がmgngke(MWNKK')と,や は り

第一音節にそれが前舌母音であることを示すyod(Y)文 字を書 くことなしに綴 られてい

ることから説明できる。なぜならパスパ文字命令文において,前 註(65)で引用した至元

17年重陽萬壽宮クビライ聖旨碑 と,同 じ註(65)で 「2つ め」とした1314年 アユルバルワ

ダ聖旨碑のみに2回 ずつ計4回 現れ,例 外なくメ撤'一頭rと 第一音節のみが後舌母音で

綴られる単語ル膨yεr「正 しく」(〉現代モンゴル文語 狙ger「良 く」)は,本 聖旨碑にお/

(27)



(b)ウ イ グ ル文 字 モ ン ゴル文 面 の特 徴

文字 表記 の特微

第1裁 ～第3戴 には以下 に一覧表 として掲げ る文字素graphemeが 現 れる.括

弧 内 に翻 字 を示す.

aleph(')beth(β)waw(W)zain(Z)heth(X)yod(Y)kaph(K)

daleth(D)mem(M)nun(N)pe(P)sadhe(C)resh(R)sin(S)

taw(T)hookedresh(L)

識 別 符号は,左1点 がnunに,左2点 がhethに,右2点 がsinに 付 け られ る

ことがある.そ れぞれ,N,ヌ:,Sで 翻 字す る.

句 読点は1点 だけが使 われ,縦2点 や4点 は見 られない.第1裁 に句読点 は

な く,第2裁 に44箇 所,第3裁 には34箇 所 に1点 の句読点が打 たれる.特 徴 的

なのは,単 語末 にalephの 語 末形 的要素(aleph,nun,tawの3文 字素 に含 まれ る)

が 来 る場合,す なわち縦棒 が真 下に降ろ される場合 は,そ の縦棒の 中程左側 に

(69>

句 読 点が打 たれる ことである.埋 め草文字line-fillerは 見 られない.

第1裁 か ら第3戴 にわたって ウイグル文字 の字体 は微妙 に異 なっている.特

に,waw(W)文 字 とyod(Y)文 字 がそ れぞ れ独立形 で現 れる ときの字形が裁 に

よって異 なってい ることは,原 文書 における字形 の差異が刻面 に忠実 に反映 さ

れた結果 と見 なす こ とがで きる.

綴 り字上の特徴

本聖旨碑のウイグル文字モンゴル語には,い わゆる「先古典期モンゴル文語」

に特徴的な正書法が見 られる.こ こでは,リ ゲティ氏が 『先古典期モンゴル語
(70)

文献1.13～14世 紀』において示 した順番 に従って,本 聖旨碑に現れるもののみ

/い て 」躰giyer(第2歓);jUgiger(第3載)と,や は り例 外 な く第 一 音 節 に そ れが 前 舌 母 音

で あ る こ とを示 すyod(Y)文 字 を書 くこ とな しに綴 られ て い る こ とか らで あ る.詳 し く

は別 稿 で 論 じたい.

(69)類 例 が フ レ・グ=ウ ル ス 君 主 ア バ ガAbaγaの1267年(或 い は1279年)の 手 紙 に見 られ

る,seeMostaert&Cleaves1952,plancheI,Iignes2,7,11.

(70)SeeLigeti1972a,pp,9-12.

(28)



(71)

を 示 す.

・語 頭 のe音 をaleph2つ(")で 表 記:興de
,ale,興ne,aregUi,興se.

・第 一 音 節 の6
,U音 をaleph,wawCW)で 表 記:jりgiger,」 μgiyer,mΩngke,

Uiledbes{i,UiledtUgei,"iles.

・nun(N)文 字 に 対 す る左 一 点:こa旦glau
,da勇u,si塑1e.

・γ音 を 表 すheth(X)文 字 に 対 す る 左 二 点:noyad-lu7a .

噌 音 を 表 すsin(S)文 字(識 別 符 号 な し):da蓉mad,甑gimuni,蕊Ulim,5ing,

菖uui.

哨 音 を 表 すsin(S)文 字 に 対 す る 右 二 点:豊eOlim.

t音 とd音 を 表 すtaw(T)文 字 とdaleth(D)文 字 に つ い て は,以 下 の よ う な 原

則 が 見 ら れ る.

・語 頭 お よ び 接 尾 字 頭 に は
,音 価 に か か わ ら ず 必 ずtaw文 字 が 使 わ れ る.

・語 末 に お い て は ,少 数 の 例 外(ke旦,singsingU4)の み を 除 い てtaw文 字 が

使 わ れ る.

・語 中 の 位 置 に お い て は
,t,dと い う 音 価 とtaw,dalethと い う 文 字 の 間 に

何 ら定 ま っ た 使 い 分 け を 見 い 出 す こ と が で き な い.

そ の 他,語 末 のs音 はzain(Z)文 字 で,語 中 の こ,」音 は 共 にsadhe(C)文 字 で

(71)モ ンゴル文字はウイグル文字をそのまま借用 したために,モ ンゴル語の複数の音素

を1つ の文字で表記せざるをえないという正書法上の制約を当初から持っており,ま

たモンゴル人がウイグル文字を借用 した13世 紀における,ウ イグル文字自体が持って

いた正書法上の混乱をそのまま受け継いできた,こ うした正書法上の混乱がモンゴル

人文法学者の手によって整備され,新 たな統一的正書法が確立されていったのは16～

18世 紀のことで,こ のころにモンゴル語のいわゆる 「古典的正書法」が成立した背景に

は,チ ベット新仏教(ゲ ールクパ)の モンゴル流入に伴う仏教言語学(声 明)の 体系化

があった.そ れまではモンゴル語内部における正書法の目立った改変は見 られない.

モ ンゴル文語の歴史を総体 として捉えれば,こ の古典的正書法に基づ く「古典期モン

ゴル文語」こそが文語のひとつの完成形態を示していると見なせよう.従 って,こ れに

先立つ13～14世 紀の 「先古典期モンゴル文語」をローマ字表記する際に,古 典的正書法

から逸脱する要素を識別符号付 きで示すという一見歴史的には逆行するリゲティ式の

転写方法も,先 古典期正書法の中に古典的正書法へと収敏する要素を見い出すという

意味においては有効である.

(29)



表される.

ウイグル的要素

本聖旨碑のモンゴル文面には多 くのウイグル的要素が見 られる.先 古典期モ
(72)

ン ゴ ル語 にお けるウイグル的要素 に関 しては従 来 よ り指摘 されて きているが,

こ こで特筆 に値す るのは,第2裁 の発令 年の表示(II-38)にtaqiγu「 トリ」とい

うウイグル語がモ ンゴル語 のtakiya「 トリ」を押 し退けて使 われているこ とで あ

る.モ ンゴル語命令文書の発令 年表 示に ウイ グル語 の十二支名が使 われた例 は

'今まで知 られていない .

次 に綴 り字 にお けるウイグル的要素 を列挙 しよ う.第 一 に,使 われてい る文
(73>

字 素 全てが ウイグル文字 か らの借用 である ことが挙 げ られる.こ の段階で は,

語 頭 の 」音 とy音 を区別す る文 字 も,語 中の 」音 と6音 を区別す る文字 も作 ら

れてい なか った.

第二 に,正 書法 的に もウイグル文字 ウイグル語 のそれ を踏襲 して いる.例 え

ば,前 舌母音6,uを 第 一音節 に持 つ単語が語頭 にyod文 字 を持つ場合(Uig.yuz

「百」;Mong.jUgiger「 正 しく」),母 音6,Uはyod文 字 を伴わずwaw文 字 だけで

表 され る.ま たモ ンゴル語 において,tngri,jrlγ といった母音 を省 いた綴 り字が

ウイグル語 と共通す る単語のみ に見 られ るとい う事実 は,こ れ らの単語が ウイ

グル語か らモ ンゴル語 に借用 されたこ とを示 している.

さ らに,モ ンゴル語 の語 末のs音 をウイグル文字zain(Z)で 表 記す るの も先

古典期 モ ンゴル文語が持 つ ウイグル的伝統 であ る.そ れ に加 えて本碑 では,

(72)SeeKapa1972,PP,15-27,49;Kapal981;庄 垣 内1990。

(73)13世 紀 当時 の ウイ グ ル字 母 に関 して従 来 学 界 で 問題 に され て きた のは,『 黒 燵 事 略 』

の徐 建 の 疏 に見 え る「回 回字 は 只 二 十 一箇 の字 母 有 り」とい う有 名 な記 述 で あ る(蒙 古

史 料 四 種 本,pp.482-483).こ の 「回 回字 」が ウ イ グ ル文 字 を指 す との 見解 は,古 くか

らペ リ オ氏,ク リー ブ ス氏 に よ っ て 主張 さ れ て きたが,ウ イ グ ル字 母 を どの よ う に数

え れ ば21字 に な る の か と い う 問題 は 解 決 さ れ て い ない,seeCleaveslg51b,pp.493-

501.最 近 杉 山 氏 は,こ の 「回 回字 」に つ い て は,加 え てペ ル シ ア語 を表 す ア ラ ビ ア文

字 で あ る と い う可 能 性 を も考 慮 す べ きだ と指 摘 され た,see杉 山1990b,p.103.

しか しなが ら筆 者 ら は森 安 孝 夫 大 阪 大 学助 教 授 よ り,ト ゥル フ ァ ン文 書 及 び ベ ゼ ク

リ ク千 仏 洞 の 壁 画 上 に書 か れ た10～14世 紀 の ウ イ グ ル文 字 ア ル フ ァベ ッ ト表 に よ る/

(30)



dabus-un(T'PWZ-WN)「 塩 」の よ う に,語 中 のs音 の 表 示 に もzain(Z)文 字 の 中

(74)

絶末位形が使われる例が一度だけあ.る(ウイグル語では語中のzain文 字は必ず

中絶末位形で書かれる).

taw文 字 とdaleth文 字の使用に関 しては,ウ イグル語の影響が一層顕著であ

る.す でにウラジーミルツォフ氏によって指摘 されているとおり,ウ イグル語

の単語はほとんどが語頭 と語末 に(d音 ではなく)t音 を持つためにそれらの表

記にはtaw文 字が使われていたが,モ ンゴル人はこれを正書法 として受け入
(75)

れ,語 頭と語末においてはt,dの音価に関係なくtaw文 字を用いることにした.

本聖旨碑では,分 ち書 きされる単語頭のt,d音 はそれが接尾辞頭であっても

全てtaw文 字で書かれており,そ こでは,分 ち書 きされる接尾辞頭の音価がt

であるかdで あるかが,直 前に位置する単語末の音価によって決定されるとい
(76)

う「語幹末音決定原理」は文字上に反映されていない.

このように,文 字素と綴 り字の面から見ると,本 聖旨碑のモンゴル文面第1

裁～第3裁 は「ウイグル文字」の特徴に満ちている.本 聖旨碑のモンゴル語が,

13世紀モンゴル大皇帝の官房におけるモンゴル文章語の完成度を示 しつつ も,
(77>

そこに「モン.ゴル文字」としての独自性を見出 し得ないことは,こ の文字の借用

がそれほど古 くないことを示す根拠 となる.(松)

/と,ウ イ グ ル文 字 は 明 らか に21文 字 と数 え られ て い る の で,上 の 回 回字 は ウ イ グル 文

字 と断 定 して よい,と の ご教 示 を得 た,see森 安1991,p.33,n.105,p。172,n.138.な

お,そ の 詳細 は 近 く発 表 され る筍 記 で 述 べ られ る との こ とで あ る.

(74)本 聖 旨碑 第3裁 に お い て,q-anu(X一'NW)「 お 上 の」とい う,heth(X)文 字 で 中絶 す

る 例外 的 な 綴 り字 が 現 れ るの も,heth文 字 をaleph+zainの 如 く考 え れ ば,zain文 字

に よる 中 絶 と して 許 容 で き る.

(75)SeeBJlaAKMHpUoB1929,PP.82-84.

(76)See村 山1961,pp.129-127(逆 頁).

(77)こ れ に 関 連 して,『 元 史 』を始 め とす る 漢 文 史料 及 び13～14世 紀 の モ ン ゴ ル語 資 料

にお い て 「蒙 古 字 」とい う表 現 で モ ンゴ ル語 を記 す ウ イ グ ル文 字 を指 し示 した例 は見 つ

か って い な い.こ れ は,ク ビ ライ に よっ てパ スパ 文 字 が 「蒙古 新 字 」・「蒙 古 字」或 い は

「国 字」 と称 され る よ うに な って か らは 当然 の こ とだが,従 来 用 い られ てい た ウイ グ ル

文 字 の 方 は 「畏 兀 児 字(或 い は畏 吾 児 字 〉」 と称 さ れ,そ の際 そ の文 字 が ウ イ グ ル語 を

表 す か モ ン ゴ ル語 を表 す か は特 に 区 別 され な か っ た.そ こ で,パ ス パ 文 字 採 用 以 前

に,モ ンゴル 語 を表記 した ウ イ グル文 字 を 「畏 兀 兇字 」 とい う以外 に特 別 な 名称 で呼 ん

で い た か 否 か が 問題 とな るが,残 念 なが らそ れ を判 断 す る史料 は 見 つ か っ て い ない.

(31)



2.少 林寺聖旨碑のテキス トと翻訳

(1)第1裁 のテキス トと翻訳

1-1.モ ンゴル文面の翻字 ・転写と逐語訳

01TWRWXT'YPWK一'XWR'XWL'

Turu牲aiBuk-aqoyaγula

ト ゥ ル グ ダ ィ ブ カ は 二 人 し て

02MWNKK'X'N"M'NYRLX-YY'RS'WLYMC'ANKL'W-T"WYKWL'YW'WYKDWK'Y　
Mgngkeqanamanjrlγ 一iyarSeUlim6anglau一1aUgUlej雌6gtUgei

モ ン ケ カ ンの 口 頭 の おおせによって 少 林 長 老 に.言 っ て 与 え よ .

03P'CYM'YYTWSYNPSYNKN'R'PWLX'N'YLYP'Y'WXWDWN 　
ba6imayiDusingsingnerebolγanalibaJauqudun

我 ら は お 前 を 都 僧 省 の 名 と な し て あ ら ゆ る ジ ャ ウ ク ドの

04TWYYT-T'C'M'RTKWPWSYT'XYP"WYXWRTWYPWNT'NKXW

toyid-ta6ameエekUbusitaqibaUiγurT6bUnTangYu

トイ ン た ち か ら 知 る こ との ほ か さ ら にぞ ウ イ グ ル ト ゥ ブ ン タ ン グ ゥ の

05"L"YR'KS'NTWYYT-YX'MWXM'T'KS'N-WTWL'TW

興豆eiregsentoyid-iqamuYme皇 『gsen-UtulaDu

お よ そ 来 た と ころの トイ ンた ち を す べ て 知 っ た こ との た め に 都

06SYNKSYNKN'R;N'R'YYTP'X'PX'MYX℃"YR'PS'NPWP'SW

singsingnerenereyidbeqabqamiγa6airegsenbUgesU

僧 省 の 名 前 を 名 付 け た.い っ た い ど こ か ら 来 た 者 で あ っ て も

07PYT'Nノ'YR'KWLT'KW-YY'WYLWK:W-YYTWSYNPSYNKC'NKL'WM'T'DWIぐY

bi圭an-airegUl1ekU-yiUIUkU-yiDusingsing6anglaume亙etUgei

我 々 に 来 させ られ る 者 を そ うで ない者 を.都 僧 省 た る 長 老 が 知 れ.

08'YR'KWLT'KW-YYTWSYNPSYNKC'NKL'WPYCYK'WYKDWK'YX'R一'

iregti11eku-yiDusingsin自6anglaubi6ig6gtugeiQar-a

来 させ られる者 をば 都 僧 省 た る 長 老 が 文 書 を 与 え よ.カ ラ

09

10

11

XWRWM-TWR"XWNTWYYT-YPYT'N-TWRN'R'YYTCW

.qorum一1uraquntoyid-ibi1an一1urnereyid6U

コル ム に い る トイ ン た ち を 我 々 に 対 して 呼 ん で

'YR'TWK'Y"S"WRYXD'P'SWPWW'YR'TWK'Y

ire1Ugei興seuriγdabasubuuire1Ugei

来 い.招 か れ な け れ ば 来 る な.

S'KYMWNY-YYNMWYR-YY'RTWYYT-T'M'D'LWN　
Sagimuni-yinmOr-iyertoyid-tamedeltin

シ ャ カ ム ニ の 道 に よ っ て トイ ンたちに対 して 知 っ て

(32)

'WRYXD'P'SW

uriγdabasu

招 か れ れ ば

"S'CYD'P'SWTW

ase6idabasuDu

出 来 な け れ ば 都



12SYNKSYNK

singsing

僧 省 の

N'R'Y'XWNK'R'K

nereyaγunkereg

名 は 何 の 必 要 ぞ.

13YRLXPWLP'

jrlγbolba

お お せ に な っ た.

14

15

'WYK'RYYL'WYPWL -WN

"kerjilUb髄1-Un

ウ シ 年 冬 の

TWLWX'NSYN'T'T'LK'P'Y

doluγansineLedelgebei

七 日 ← 初 に 開 い た.

℃WSS'R'一YYN

e～5Ussara-yin

最 後 の 月 の

1-2.モ ンゴル文 面総訳
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0

0

0

0

0

0
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トゥル グ タイ とブカは二 人 して,

モ ンケ=カ ンの 口頭 のお おせ に依 って,少 林長 老 に言 って与 え よ.

「我 らは,お 前 を都 僧省 と名付 け て,あ らゆる漢 地 の

仏僧 た ち を管轄 す るだ けで な く,さ らにウ イグル ・チベ ッ ト ・タ ング トの

お よそ や って来 た仏僧 たちを すべ て管 轄 した ので,都

僧省 と名 付 けた.た とえ どこか ら来 た者で あ って も,

我 々 に よって呼 ばれ るべ き者 を,そ うで ない者 を,都 僧 省 たる長 老が 管轄 せ よ.

呼 ばれ るべ き者 に対 して は,都 僧省 たる長 老が 文書 を与 え よ.カ ラ=
あ

コルム にい る仏僧 た ち を,我 々 に対 して名 を提 げて,招 かれ れ ば

や って来 い.招 かれ なけ れ ばや って来 る な。

釈迦 牟尼 の道 によ って,仏 僧 た ちに対 して 管轄 出来 な ければ都

僧省 の名 は何 の必 要 があ ろ うか.」

とお おせ になっ た.

ウシ年,冬 の最 後の 月 の

初(旬 の)七 日に開 いた 。

1-3.漢 文面の移録 と日本語訳

1

2

3

4
τ

「
り

0

0

0

0

0

禿魯黒台不花雨箇

傳奉

蒙寄皇帝聖旨道與少

林長老

俺輿祢都僧省名字去

禿魯黒台 ・不花の二人が

蒙寄皇帝の聖旨を伝奉して少

林長老に道与す.
われ なんじ

俺らは祢に都僧省の名字を与えた

(33)
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0

0
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也則不是管漢児和

尚不棟畏兀児西番

河西但是來底和尚

毎都管底上頭喚都

僧省不棟那裏來底

呵

哨毎根底來的不合來

底都僧省少林長老

識者合來底都僧省

少林長老與文書者

和林裏有底和尚毎

俺毎根底提名字喚着

呵教來者不喚呵休

教來者依着

繹迦牟尼佛法裏和尚

毎根底管不得呵都

僧省小名要倣甚廉

聖旨了也

癸丑年十二月初七日開

のだ,漢 児 の和 尚 を管 す るだ けで な く,

畏 兀児 ・西 番 ・河西 を
えら

棟ばず,お よそ来るところの和尚
すべ

らは都 て 管す るの だか ら,都

僧 省 と喚 ぶの であ る.ど こか ら来 た者で

あろ うと,
われ

哨らのところに来る者は,来 るべきでない

者は,都 僧省の少林長老が

識れ.来 るべき者は都僧省の

少林長老が文書を与えよ.

和林にいるところの和尚らは,
あげ

俺らのところで名字を提て,喚 んで

いれば来させよ.喚 ばなければ

来させるな。

釈迦牟尼仏の法に依 りつつ,和 尚

らを管することができなければ,都
もと

僧省の小名は要めて何になる.

聖旨なるぞ.

癸丑年十二月初七日に開く.

(2)第2裁 のテ キス トと翻訳

1卜1.モ ンゴル文面の翻字 ・転写 と逐語訳

01MWNKK'

mQngke

と こ し え の

02X'X'N

qaγan

カ ア ン な る

03

①4

TNKRY-YYN

tngri-yin

天 の

KWYCWNDWR

kU6UndUr・

力 に

YRLXM'NW・

jrlγmanu'

お お せ ← 我 らが

SWYNβWZ-T'

sUnv鷲S-te

宣 撫 た ち に

P'L'X'T-WN

balaYad-un

諸 城 の

T'RWX'Z-T'NWY'T-T'・

.daruγas-tanoyad-ta'

ダル ガ た ち に ノ ヤ ン た ち に

SYLT'K'DWN

sil工egedUn

諸 集 落 の

YWRCYXWN

yo「clqun

行 き

(34)



05

06

07

08

09

10

11

12

13

.
14

15

16

Y'PWXWNYYLCYN一'C'RYKWT-WN

yabuqunyil6in-e6erigtid-Un

往 く 使 臣 た ち に 諸 軍 の

NWYIT-T'・C'RYK"R'N一'TWYYT-T"YRK'N一'TWXWLX'XWY

noyad-ta・ ～Serigaran-atoyid-tairgen-eduγulγaqui

ノ ヤ ン た ち に 軍.人 に ト イ ン た ち に 人 々 に 聞 か しめ る

YRLX・

jrlγ ・

お お せ.

CYNKKYZX'N一 寅YRLX-TWRTWYYT'RK'KWTSYNKSYNKWTT'SM'T・ソ
Cinggisqan-ujrlγ.turtoyiderkegUdsingsingUdda蓉mad・

チ ン ギ ス カ ン の お お せ に トイ ン た ち エ ルケウンたち 先 生 た ち ダシュマンたちは

"LYP'"LP'XWPCYRY・'WYLW'WYC'NTNKRY -YYY'LP'RYCW

alibaalbaqub～Siri・UIU髄jentngri-yijalbariju

す べ て の ア ル バ ク ブ チ リ を 見 ず 天 を 祈 っ て

PYT'N一"YRWK'R'WYKWN"TWX'YK'M'KS'N

bi隻an-airUger6gtina童uγaikemegsen

我 .々 に 祝 福 を 与 え あ ら しめ よ と 言 っ た

YRLx-wNYwswx'R・"T'S'wLYMc'NKL'w・P'βswT'Ncw・KwY"MCw・.　
Jrlγ一unyosuγar .・ 処eSetilim6a巫glau・Bavsudamvu・G茸amju・

お お せ の 決.まり通 り これ ら 少 林 長 老 賓 積 壇 主 姫 庵 主

SYNK"NC'NKL'W・KYMT'NKC'NKL'WKYK'TT'PWN"R'NYP'XYSPソ
Singan6anglau・Gimdeng6anglaukiged.tabunaraniBaγisba

聖 安 長 老 金 燈 長 老 な ど 五 人 が バ ギ ス バ

P'XSY-YYNTWR'Y'WXWDWN"L'X℃'R一'"XWN'WL'NTWYYT-Y・り
baγsi-yindoraJauqudun興leγajar-aaqunolantoyid-i'

バ ク シ の も と ジャ ウク ドの お よそ 地 に いる ところの 多 くの トィ ンた ち を

'WYTWKWL℃ .W・S'KYMWNY -YYNMWYR-YY'R・TNKRY-YYY'LP'RYCW・
　 ロ ロロ

6LUgOlejU・Sagimuni-yinm6r-1yer'tngn-YljalbariJu。

率 い て シ ャ カ ム ニ の 道.に よ っ.て 天 を 祈 っ て

.PYT'N一'YRWK'R'WYKWN"TWX'YK'M'N・"N' .S'WLYMC'NKL'W-T'
　

bi!an-ayrUger6gUna1uγaikemen'興neSeUlim6anglau一 塾

我 々 に 祝 福 を 与 え あ ら しめ よ と言 っ て こ れ ら 少 林 長 老(た ち)に

P'RYJWY'PW'YY

barijuyabuayi

保 持 す べ き

(35)



17YRLX'WYKP'Y・"T'N-WSWYM'Z-TWR・K'YYT-TWR"NW'YLCYN

jrlγ6gbei・ 鉱en-UsUmes-tUr・keyid-tUranui豆 乙in

お お せ を 与 え た.こ れ ら の 寺 々 に 家 々 に ← 彼 ら の 使 臣 た ち は

18PWWP'XWDWX'Y・K'TK'TP'RPWLCWKWYCWD℃WPWWS'XWTWX'Y・X'N-

b噛
・雅'lk黙 噸 穀 ・も・1膿.b器 饗'欝

19-WS'NK'MW・PWWCYTXWDWX'Y・Y'XWK'PWWT'LPYDWX'Y・SWYM'Z-TWR

-usangamu・buu6idqutuγai・yaγukebuutalbituγai・sUmes-tUr

の 倉 糧 は 注 ぐ な.如 何 な る 物 を も 置 く な.寺 々 で

.20"R'NPWWY'RXWL'DWX'Y・'WL'X 一'SYKWSWPWWP'RYTWX'Y・SWYT'MX'

aranbuujarγulatuγai・ulaγ 一asigUsUbuubarituγai・suitamγa

人 々 を 裁 く な.駅 伝 馬 糧 食 を つ か む な.地 税 タ ム ガ税 は

21PWW'WYKDWK'Y'SWYM'各TWRX'RYY'T'NX'C'RIWSWNXWLW各WN

buu6gtUgeレsUmes-tUrqariyatanγajarusunqulus-un

与 え る な.寺 々 に 属 す る 耕 地 竹 葦

.22.T・KYRM・T.P・XK・YT・NKWWX・L・XWN・WSWNTWRK・PYT-T・C・.SYRK・

tegirmed・baγgei圭enkUUqalaγunusunTWRkebid-teこe・sirge

ひ き う す 園 林 解 典 庫 温 水 宿 屋(?)店 よ り 酢

23KWYNWRK'一T℃'"LYP'"LP'XWPCYRYPWW'WKDWX'Y・FS'TWYYT-

k6n廿rge一1e～iealibaalbaqub～iiribuuggt聾 γei・basatoyid一

こ う じ よ り す べ て の ア ルバ ク ブ チ リ は 与 え る な.ま た トイ ン た ち

24-WN"LYP'R'WYYL'Z"NWPWYK'SW・P'XYSP'P'XSY-YYN'WYK'P'R

-unaliber廿ilesanub{iges義 ・Baγisbabaγsi-yinUgeber

の 如 何 な る 事 々 ←(彼 らの)が あ っ て も バ ギ ス バ バ ク シ の 言 葉 に よ っ て

25NW酔WNYW,W。 ・。.,・WLYM。 ・NKrW,Wβ 、WT。 。WKY之 。T,照 ・W。N。W。

nom-unyosuγarSeOlimこanglauBovsudanjukigedtabun6隻UgUs

経 の.決 ま り通 り 少 林 長 老 實 積 壇 主 な ど 五 人 の 長 た ち が

26YWKYY'RX'X'LCW'WYKDWK'Y・T'P'R'WL'NTWYYT"T'

」聾giyerqaγalju6gtOgei'taberolantoyid興 鈴

正 し く 解 決 し て や れ.お 前 た ち こ そ 多 くの トイ ン た ち は.こ れ ら.

27T'PWN'WYTWKWZ-WN'WYK'P'R・NWM-WMYWSWNPWSY'WYLWPWLX'N

tabun6tUgUs-UnUgeber・nom-unyosunbusiUIUbo星 γan

五 人 の 長 た ち の 諜 に よ ・ て 経 の 決 ま り を 違
.え ず

28YWKYY'RY'PWDXWN・P'S"YKYh"R'NTWYYT-YPWWY'RXWL'DWX'Y

J唇giyeryabu旦qun'basaigilarantoyid-ibuuJarγulatuγai

正 し く 行 な え.ま た 俗 人 た ち は トイ ン た ち を 裁 く な.
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29TWYYT-WN'YKYL"R'N-LWX一"WYKWL'LTWKWN'WYK'Z"NWPWYKTSW・

toyid-unigilaran-luγ 一aUgUleltUkUnUgesanubUgesU・

トイ ン た ち が 俗 人 た ち と 言 い 合 うべ き 言 葉 が ← 彼 らの あ れ ば

30TWYSYKD'KS'TTWYYT-WN'WYTWKWZ・P'L'X'T-WNNWY'T-LWX'
.

tUsigdegsedtoyid-un6圭 廿gUs。balaγad-unnoyad-lu7a・

任 命 さ れ た 者 た る トイ ンた ち の.長 た ち は 諸 城 の ノ ヤ ン た ち と

31X・MTWY・RXWL℃WX・X・LTWX・Y・TWYYT.VVNYWSWX・R・WYLWY・PWXWN

qamtujarγulajuqaγaltuγai曾toyid-unyosuγarUIUyabuqun

共 に 裁 い て 解 決 せ よ..ト イ ン た ち の 決 ま り逼 り 行 な わ な い と こ ろ の

32M'XWY'WYYL'Z'WYYL'TKWN・XWT'LXWL'X'YKYKWNTWYYT-YP'L'X'T-

maγuiUilestiiledkUn・qu1alqulaγaikikUntoyid-ibalaγad一

悪 い 事 々 を 行 な う と こ ろ の 虚 偽 盗 み を す る と こ ろの トイ ンた ち を 諸 城

33-WNT'RWX'Z-T'NWY'T-T'T'X'XWLCW'WYKDWK'Y・"T'P'S'

一undaruγas-tanoyad-tataqaγulju6gtUgei.鉱ebasa

の ダ ル ガ た.ち に ノ ヤ ン た ち に 付 して 与 え よ.こ れ ら ま た

34S'WLYMT'NCWKYK'TT'PWNWYTWKWZTWYSYKD'P'"L'K'M℃Wソ
SeUlimdanjukigedtabun6!tigUstUsigdebe錘ekemejU

少 林 填 主 な ど 五 人 の 長 た ち は 任 命 さ れ た とそ 言 っ て

35YWSW'WYK'KWN'WYYL'ZPWW'WYYL'TDWK'Y・'WYYL'TP'SW・

yosuUgegUnUiles.buuUiledtUgei・UiledbesU・

道 理 の 無 い 事 々 を す る な.す れ ば

36PYT'N一'YYX'TWX'Y・K'RP'K'M'R-P'・

bi1an-ajiγa隻uγai・kerbekemer-Un・

我 々 に 示 せ.ど の よ う に と そ 言 っ て も

37PYT"WX'TY一'

bi1auqadj-e

我 々 は わ か る の だ ぞ.

38YRLXM'NWT'XYXWYYLYWNW'CWZS'R'一YYNNYK'NSYN'T'

jr1γmanutaqiγujiljunue6Ussara-yinnigens垣e工e

お お せ ← 我 らが は ト リ.年 夏 の 最 後 の 月 の 一 ← 初 に

39K'YPYNKVW-T'PWYKWY-TWRPYCYP'Y・

Keibingvti一1ebUkUi一!Urbi6ibei・

開 平 府 に 居.る 時 に 書 い た.
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II-2.モ ン ゴル 文 面 総 訳
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とこ しえの天 の力 に,

カア ン なる我 らが おおせ.

宣撫 た ち に,諸 城 の ・諸集 落 の

ダルガ た ちに ・ノヤ ンた ち に,行 き

往 く使 臣た ち に,諸 軍 の

ノヤ ンた ち に ・軍 人 に,仏 僧 た ち に,人 々 に,聞 か しめ る

おおせ.

チンギス=カ ンのおおせに「仏僧たち ・ネス トリウス教士たち ・道士たち ・ムス リム識者たちは,

す べ ての貢 納 ・畜税 を見 ず,天 を祈 って

我 々 に祝福 を与 えあ ら しめ よ」と言 っ た

おおせ の先 例 に従 って,こ れ ら少 林 長老 ・寳 積壇 主 ・姫庵 主 ・

聖 安長 老 ・金燈 長老 な ど五 人が,パ スパ=

バ クシの もとに,お よそ漢 地 にい る多 くの仏僧 たち を

率 い て,釈 迦牟 尼 の道 に よって 天 を祈 って

我 々 に祝福 を与 えあ ら しめ よと言 って,こ れ ら少 林長 老 たち に

保 持す べ き

おおせ を与 えた.こ れ らの 寺々 に,彼 らの家 々 に使 臣た ちは

泊 まる な.誰 であ って も力 つ くで滞在 す る な.お 上

の倉糧 は置 くな.如 何 な る物 を も置 くな.寺 々で

人々 を裁 くな.駅 伝 馬 ・糧 食 を とるな.地 税 ・商税 は

差 し出す な.寺 々 に属す る耕 地 ・竹 葦 ・

ひ き うす ・園林 ・質屋 ・浴 堂 ・宿 屋(?)・ 店 よ り,酢 ・

こ う じよ り,す べ ての貢 納 ・畜税 は差 し出す な.ま た仏僧 た ち

にか かわ る如何 なる彼 らの事 々 があ って も,パ スパ=バ クシ の言葉 によ って,

経 の決 ま り通 り,少 林長 老 ・寳積 壇 主 な ど五 人の 長 たちが

正 し く解決 せ よ.お 前 た ち多 くの仏僧 た ち は,こ れ ら

五 人 の長 たち の言葉 に よって,経 の 決 ま りを違 えず,

正 し く行 な え.ま た俗 人 たち は仏 僧 た ちを裁 くな.

仏 僧 た ちが俗 人た ち と言 い 合 うべ き彼 らの言 葉が あ れば,

任 命 され た仏僧 た ちの長 た ちが,諸 城の ノ ヤ ンたち と

共 に裁 い て解決 せ よ.仏 僧 たち で,決 ま り通 りに行 なわ なか った り,

悪 事 を行 な った り,虚 偽 ・盗 み をす る仏僧 たち を,諸 城

の ダル ガた ちに ・ノヤ ンたち に,付 して 与 え よ.こ れ らまた

少林[長 老]・[寳 積]壇 主 な ど五 人の 長た ち は 「任 命 され たの だ」と言 って,

道 理 な き事 々 をす る な.す れば,

我 々 に示 せ.ど の様 に言 って も

我 々 はわ か るのだ ぞ.

我 らがお おせ は,ト リ年 夏 の最後 の 月の初(旬 の)一 日に,
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39 開平府に居る時に書いた.

1卜3.漢 文面 の移録
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長生天的氣力裏

皇帝聖旨宣撫司毎根底城子裏村子裏達魯花赤毎根底官人

毎根底経過的使臣毎根底軍官毎根底軍人毎根底和尚

毎根底民戸毎根底宣諭的

聖旨

成吉思皇帝聖旨裏和尚也里可温先生答失攣不掠甚塵差登

裸程休着告

天俺毎根底祝壽與者塵道

聖旨髄例裏這少林長老賓積壇主姫庵主聖安長老金燈長老

等五箇人

抜合思巴八合赤已下但属漢児田地裏住坐底衆和尚毎根

底管領依着

繹迦牟尼佛的道子裏告

天俺毎根底祝壽與者廠道這少林長老根底把着行踏的

聖旨與來這的毎寺院裏房舎裏使臣休安下者不棟是誰椅氣

力休住坐者倉根休頓放者棟那甚塵休放者寺院裏休断

公事者鋪馬祇鷹休掌者地税商税休與者但属寺院裏的

田地水土竹葦園林罎磨解典庫浴房店鋪席等内酷麹酵

棟那甚塵差登裸程休要者又和尚毎不掠有是何公事呵

抜合思巴八合赤的言語裏経的艦例裏少林壇主等五箇頭

鬼依理鑑断與者祢毎衆和尚毎這五箇頭見的言語経的

髄例休別了依理行踏者又俗人和尚毎根底休蹄断者和

尚毎俗人一庭折謹的言語有呵委付來的僧官城子裏官

人一庭同共蹄断者和尚毎鵬例裏不行的　公事倣的説

読倣賊的和尚毎城子裏達魯花赤官人毎根底分付與者

又這少林壇主等五箇頭児特委付來塵道無髄例的公事

休行者行呵

俺毎根底奏説者急塵般道底

俺毎識也者

聖旨

鶏鬼年六月初一日開平府有時分罵來
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II-4.漢 文面の 日本 語訳
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長 生 の天 の気力 に,

皇 帝 の聖 旨.宣 撫司 らに,城 子 の うちの ・村子 の うちの達魯 花 赤 らに ・官 人

ら に,経 過 す る使 臣 らに,軍 官 ら に,軍 人 らに,和 尚

らに,民 戸 らに宣 諭す る

聖 旨.

成 吉思 皇帝 の聖 旨に「和 尚 ・也 里可 温 ・先生 ・苔 失蛮 はいか な る差 発 ・

裸程 も着 けず

天 に告 し俺 らに祝寿 を与 え よ」とい う

聖 旨 の先例 にな らって,こ の少林 長老 ・宝 積壇 主 ・姫庵 主 ・聖 安長 老 ・金燈 長老

等 の五 人は

抜 合思 巴八 合赤 以下 のす べ ての漢 児 の 田地 に住 坐 す るお お くの和 尚 らに

対 して管 領 し

釈 迦牟 尼佛 の道 に依 りつつ

天 を告 し俺 らに祝 寿 を与 え よ,と い って この少 林 長老 に持 ち なが ら行 く

聖 旨 を与 えた.こ れ らの寺 院 に房 舎 に使 臣は安 下 す るな.誰 で あ ろ うと

気力 に碕 っ て住坐 す る な.倉 根 は置 くな.い か な る もの も置 くな.寺 院 にて

公事 を断ず るな.鋪 馬 ・祇応は とるな.地 税 ・商税 は与 えるな.お よそ寺院 に属 する

田地 ・水 土 ・竹 葦 ・園林 ・曝 磨 ・解 典庫 ・浴 房 ・店 ・鋪 席 などから,酷 ・麹酵(か ら,)

い かな る差発 ・裸 程 もも とめ る な.ま た和 尚 らは どの よ うな公事 が あ ろう と も

抜 合思 巴八 合赤 の言 語 の うち に,経 の決 ま りに よっ て少林 ・壇 主 ら五 人の頭

目は理に依って帰断せ よ,お 前 たちおお くの和尚 らは,こ の五人の頭 目の言語(に,)経

の決 ま りにそ む くな.理 に依 って踏 み行 なえ,ま た俗 人 は和 尚 らを帰 断 す るな.和

尚 らは俗 人 と一処 に折 謹す る言 語 があ れ ば,委 付 され た僧 官 は城 子 の うちの官

人 と一処 に共 同 して帰 断せ よ,和 尚 らで決 ま り通 りに行 なわ ない,悪 事 を行 な う,

嘘を言 い,こ そ泥 をする和尚 らは,城 子 のうちの達魯花赤 ・官 人 らに分付 して与 えよ.

また この少 林 ・壇 主 ら五人 の頭 目は特 に委付 され たと言 っ て,決 ま りに無 い こ とを

行 な うな.行 な えば

俺 らに奏 上 して言 え.ど の よ うに言 って も

俺 らが 知 るぞ.

聖 旨.

トリ年 六 月初一 日,開 平 府 にい る時 に書 い た.
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(3).第3裁 のテキス トと翻訳

III-1.モ ンゴル文面の翻字 ・転写と逐語訳

01MWNKK'TNKRY-YYNK:WYCWNDWR・

mgngketngri-yinkUこ 廿nd廿r・

と こ しえ の 天 の 力 に

02Y'K'SWWY'LY-YYN'YP'K'NDWR・

yekesuujali-yinibegendUr・

大 い な る 威 福 の 輝 き の 加 護 に

03X'X'NYRLXM'NW・

qaγanjrlγmanu'

カ ア ン な る お お せ ← 我 らが.

04

05

06

07

08

09

10

11

C'RYKWDWN

乙erigUdUn

諸 軍 の

一T'

一ta

に

YRLX

jrlγ.

お お せ.

CYNKKYZX'NWP'X'X'N-WP'YRLX-TWR

ごinggisqanubaQaγan-ubajrlγ 一tu士

チ ンギ ス カ ン の ま た カ ア ン の ま た お お せ.に

'RK'KWTSYNKSYNKWDT'SM'TSWY

erkeg廿dsingsingU旦daヨmadsui

エ ル ケ ウ ン た ち 先 生 た ち ダ シ 土 マ ン た ち は 地 税

P'L'X'TWNSYLT'K'DWNT'RWX'Z-

balaγadunsilエegedUndaruγas一

諸 城 の 諸 集 落 の ダ ル ガ た ち

一T'NWY'T-T'YWRCYXWN

-tanoyad-tayor～5iqun

に ノ ヤ ン た ち に 行 き

Y'PWXWN'.YLCYN一'・

yabuqunil～ ∋in-e。.

往 く 使 臣 た ち に

NWY'T-T'C'RYK"R'N一'TWYYT-

noyad-ta～ ∋erigaran-atoyid一

ノ ヤ ン た ち に 軍 人 に トイ ン た ち

'YRK'N 一'TWXWLX'XWY

irgen-eduγulγaqui

人 々 に 聞 か し め る

(41)

TWYYT

tQyid

トイ ン た ち

T'MX'一T'C'
ソ

tamYa一1aCa

タ ム ガ 税 よ り

PWSY

busi

ほ か



12"LYP'"LP'XWPCYRY'WYLW'WYC'NTNKRY-YYY'LP'RYCW・

alibaalbaqubeiri廿IUUjentngri-yijalbariju・

す べ て の ア ル バ ク ブ チ リ を 見 ず 天 を 祈 っ て

13PYT'N一"YRWK'R'WYKWN"DWX'YK'M'KD'KS'T'℃WXWY

bi!an-airttger6gUnatuγaikemegdegsedajuγui

我々に 祝福 を 与 え あらしめよ と言捗 たの であった ・

、4・DWK'P'RPWYK'SW.・WRYD・ 画.

edUgeberbUgesti・uridan-u・

今 で あ っ て も 以 前 の

15
.YRLX-WNYWSWX'R・"NsSWWYC'NKL'W-YX'N'MPWW-T' り
jrlγ一unyosuγar・ 興neSuui6anglau-iQanambuu一1a

お お せ の 決 ま り通 り こ の 粛 長 老 が 河 南 府 に

16"L'X'RYX'T'N'WL'NTWYYT-T'TYLYNKPWLCW

興leqariγatanolantoyid-tatilingbolju

ぞ 属 す る
.多 くの トイ ン た ち に 提 領 と な っ て

17S'KYMWNY-YYNMWYR-YY'RTNKRY-YYY'LP'RYCW・り
Sagimuni-yinm6r-iyertngri-yijalbariju。

シ ャカムニ の 道 に よって 天 を
.祈 って

、8'PYT'N一 ・ ・YRWK'R・WYKWN.・DWX・YK'M・N・N・SWWy

bi1an-airtiger6gUnatuγaikemen興ne錘uui

我 々 に 祝 福 を 与 え あ ら しめ よ と言 っ て この 粛

19C'NKL'WTYLYNKI一'P'RYCWY'PWX'Y

6anglautiling-ebarijuyabuγai

長 老 提 領 に 保 持 す べ き

20YRLXrWYKP'Y.・D'NWSWYM'Z.TWRK・YYT.Wt・ ・NW・YLCYN

Jrlγ6gbei・edenUsUmes-tUrkeyid-tUranuil6in

お お せ を 与 え た.こ れ ら の 寺 々 に 家 .々 に ← 彼 ら の 使 臣 た ち は

21PWWP'XWDWX'Y・K'DK'DP'RPWLCWKWYCWD℃WPWW

buubaYutuγai・kedkedberbolj血kU～ 三UdejUbuu

泊 ま る な.誰 々 で あ っ て(も)力 つ くで 滞

22囎 認'翻 .綴 盟 謄 窪膿ヒ潔'糊

在 す る な.お 上 の 倉 糧 は 注 ぐ な.如 何 な る

23K'PWWT'LPYDWX'Y・SWYM'Z-TWR"R'NPWWY'RXWL'DWX'Y

kebuutalbituγai・sUmes-tUraranbuujarγulatuγai

物 を も 置 く な.寺 々 で 人 .々 を 裁 く な.
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餌

52

62

72

82

92

03

13

23

33

詞

53

'WL'X 一'SYKWSWPWWP'RYDWX'Y・SWYT'MX'一T℃'

ulaγ 一asigtistibuubarituγai・suitamγa-da己a

駅 伝 馬 糧 食 を つ か む な.地 税 タ ム ガ 税 よ り

PWSWTSWYM'Z-TWRX'RYY'D'NX℃'R'WSWNXWLWTP'X

busudsUmes-tUrqariyatanγajarusunquludbaγ

ほ か
.寺 々 に 属 す る 耕 地 竹 葦 園 林

T'KYRM'TK'YDYNKWWX'L'XWN'WSWNTYMK'PYT-T℃'

tegirmedgeidinkUUqalaγunusundimkebid-te6e

ひきうす 解典庫 温 水 宿屋 店 より

T'PWZ-WNSYRK'KWYNWRK'一T'C'"LYP'"LP'XWPCYRY

dabus-unsirgek6nUrge一 董e～…ealibaalbaqub6iri

塩 酢

.こ う じ よ り.す べ て の ア ル バ ク ブ チ リ を

PWW'WYKDWK'Y・Y'XWK'"NWPWLYCWT'D℃WPWW'WPDWX'Y

buu6gttigei・yaγukeanubulijutatajubuuabtuγai

与 え る な.如 何なる物をも勺彼らの 奪 い 引っ張って と る な.

P'S'TWYYT-WN"LYP'R'WYL;2"NWPWYK'SW・

basatoyid-unaliberμilesanubUgesU.

また.ト インたちの 如何なる 事タ←彼らのが あっても

P'XYSP'P'XSY-YYN'WYK'P'RNWM-WNYWSWX'RSWWY ソ
Baγisbabaγsi-yinUgebernom-unyosuγarSuui

バギ・バ バクシの 言葉によ・て 峰 ・.決 まり通り 粛

C'NKL'WTYLYNKYWKYK'RX'X'LCW'WYKDWK'Y・T'P'R'WL'N

6anglautilingjUgigerqaγalju6gtUgei・taberolan'

長 老 提 領 は 正 し く 解 決 して や れ.お 前 た ち ぞ 多 くの

TWYYT・SWWYC'NKL'WTYLYNK-WN'WYK'P'RNWM-WN・

toyid・Suui6anglautiling-UnUgeber.nom-un・

トイ ン た ち は 粛 長 老 提 領 の 言 葉 に よ っ て 経 の

YWSWNPWSY・WYLWPWLX・NYWKYK・Ry・PkVDXWN.P・S・

JUgigeryabudqun●basayosunbusiUlObolγan

決 ま り を 違.え ず.正 し く 行 な え.ま た

'YKYL"R'NTWYYT -YPWW.Y'RXWL'DWX'Y・TWYYT-

igilarantoyid-ibuujarγulatuγai。toyid一

俗 人たちは トインたちを 裁 く ヶ.ト インたち

一WN'YKYL"R'N-LWX一"WYKWL'LDWKWN'WYK'Z"NW

-unigil.aran-luγ 一aUgUleldU】(UnUgesanu

の 俗 人 た ち と 言 い 合 うべ き 言 葉 が ← 彼 らの
.
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PWYK'SWTWYSYKD'KS'TTWYYT-WN'WYD'KWZP'L'X'T-

bUges廿tUsigdegsedtoyid-un6tegUsbalaγad一

あ れ ば 任 命 され た 者 た る トイ ン た ち の 長 た ち が 諸 城

一WNNWY'T-LWX一'X'MTWY'RXWL'CWX'X'LDWX'Y・

一unnoyad-luY-aqamtuJarγulajuqaγaltuγai'

の ノヤンたち と 共 に 舞 い て 解決せよ.

TWYYT-WNYWSWX'R'WYLWY'PWXWNM'XWY'WYL'Z

toyid-unyosuγarUIUyabuqunmaγuiUiles

トイ ン た ち の 決 ま り通 り 行 な わ な い と こ ろ の 悪 い 事 々 を

'WYL'TKWNXWD'LXWL'X'YKYKWNTWYYT -YP'L'X'T一

璽iledkUnqudalqulaγaikikUntoyid-ibalaγad一

行 な う と こ ろ の 虚 偽 盗 み を す る と こ ろ の トイ ン た ち
.を 諸 城

一WNT'RWX'Z-T'NWY'T-T'T'X'XWLCW'WYKDWK'Y・

一undaruγas-tanoyad-tataqaγulJu6gt直gei'

の ダ ル ガ た ち に ノ ヤ ン た ち.に 付 し て 与 え よ.

P'S'SWWYC'NKL'WTYLYNKTWYSYKD'P'"L'
ソ

難S冨'鷲 髭"蓄。.潔瓢..農
K'M℃W・YWSW'WYK'KWN'WYL'ZPWW・'WYL'TDWK'Y・

kemejU・yosutigegUnUiles.buulりiledt廿gei・

言 っ て 道 理 の 無 い 事 々 を す る な.

'WYL'TP'SW・P'XYSP'P'XSY -T'YYX'DWX'Y・"NY

叫iledbesU・BaYisbabaγsi一1ajiγatuγai・ani

す れ ば バ ギ ス バ.バ ク シ に 示 せ.彼 ら を

P'RYLTWXWLCWK'RP'R"R'KWY'LKWR-WN・P'XYSP'

badl如 γuljukerber軍egUielgtir-tin・Baγisba

争 わ せ て どの よ う に ぞ 間 違 い を 言 う に し て も(?)バ ギ ス バ

P'XSYM'T'DWK'Y・

baγsime皇etUgei・

バ ク シ が 知 れ.

YRLXM'NWLWWYYLX'PWR-WNT'RYKWNS'R'一

jrlγmanuluujilqabur-unterigUnsara一

お お せ ← 我 らが は タ ッ 年 春 の 最 初 の 月

一YYNXWRYNT'PWN一'KWYK'"XWL'一T'

一yinqorintabun-aK6keaγula一1a

の 二.十 五 に コ ケ ア グ ラ に
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48 PWYKWY-TWR

b廿kui-tUr・

居 る 時 に

49 PYCYP'Y・

bi～珪bei・

書 い た.

III-2.モ ン ゴ ル文 面 総 訳
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と こ しえ の天の 力 に,

大 い なる威福 の 輝 きの加 護 に,

カア ンな る我 らがお おせ.

諸 城 の ・諸 集 落の,ダ ル ガた ち

に ・ノヤ ンたち に,行 き

往 く使 臣 た ち に,

諸 軍の ノヤ ンたち に ・軍 人 に,仏 僧 た ち

に,人 々 に,聞 か しめ る

お おせ.

チ ンギ ス=カ ン並 びに[オ ゴデ イ]カ ア ンのお おせ に 「仏 僧 た ち ・

ネス トリウス教士 たち ・道士 た ち ・ムス リム識 者 たち は,地 税 ・商税 よ りほか

すべ て の貢納 ・畜 税 を見 ず,天 を祈 って

我 々 に祝福 を与 えあ ら しめ よ」と言 われ たの であ った.

今 であ って も以前 の

お おせ に従 って,こ の粛長 老 が,河 南 府 に

属す る多 くの仏僧 た ち に提 領 となっ て,

釈 迦 牟尼 の道 によ って天 を祈 って

我 らに祝福 を与 えあ らしめ よ と言 っ て,こ の粛

長老 提領 に保 持す べ き

お おせ を与 えた.こ れ らの寺 々 に,彼 らの 家 々に使 臣 たち は

泊 まる な。誰 で あ って も力 つ くで

滞在 す るな.お 上 の倉 糧 は置 くな.如 何 なる

物 を も置 くな.寺 々 で人 々 を裁 くな.

駅伝 馬 ・糧食 を とるな.地 税 ・商税 よ り

ほ か,寺 々 に属す る耕 地 ・竹葦 ・園林 ・

ひ き うす ・質屋 ・浴堂 ・宿 屋 ・店 よ り,

塩 ・酢 ・こう じよ り,す べ て の貢納 ・畜 税 を

差 し出す な.彼 らの如 何 な る物 を も奪 い引 っ張 って とるな.

ま た仏 僧 た ちにか か わる如何 なる彼 らの事 々が あ って も,

パ スパ=バ クシの 言葉 に よ って,経 の決 ま り通 り,粛
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長老提 領 が正 し く解決 せ よ.お 前 た ち多 くの

仏僧 た ちは,粛 長 老提 領 の言葉 に よ って,経 の

決 ま りを違 えず,正 しく行 な え.ま た

俗 人 た ちは仏僧 たち を裁 くな.仏 僧 た ち

が俗 人 たち と言 い 合 うべ き彼 らの言 葉が

あ れば,任 命 され た仏僧 たち の長 たち が,諸 城

の ノヤ ンた ち と共 に裁 い て解決 せ よ.

仏 僧 た ちで,決 ま り通 り行 な わなか っ た り,悪 事 を

行 なっ た り,虚 偽 ・盗 み をす る仏 僧 た ち を,諸 城

の ダル ガた ちに ・ノ ヤ ンたち に,付 して与 え よ.

また粛 長 老提領 は 「任 命 され たの だ」と

言 って,道 理 な き事 々をす る な,

すれ ば,パ スパ=バ クシ に示せ.彼 らを

争 わせ て どの様 に間違 い を言 うに して も(?)パ スパ=

バ クシが 知 る様 にせ よ.

我 らがお おせ は,タ ッ年 春 の最初 の 月

の二十 五 日にコ ケ=ア グ ラに

居 る時 に

書 い た.

II卜3.漢 文 面 の移 録
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1

1

1

1
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1

長生天底氣力裏

大福蔭護助裏

皇帝聖旨城子裏村子裏達魯花赤毎根底官人毎根底過往

使臣毎根底軍官毎根底軍人毎根底和尚毎根底民戸

毎根底宣諭底

聖旨

成吉思皇帝

合季皇帝聖旨裏和尚也里可温先生苓失攣除地税商税外

不掠甚塵差獲休着者告

天俺毎根底祝壽者塵道來如今依着先前

聖旨燈例裏這粛長老但属河南府路底衆多和尚毎根底倣

提領依着

繹迦牟尼佛道子裏告
くの

天俺毎根底墨寺祝壽磨道這崩長老提領底把着行踏底

聖旨與來這底毎底寺院裏房舎裏使臣休安下者不掠是誰

(*)「 與 」と刻 ま れ てい るが,文 脈 上 「學 」の誤 刻 と見倣 し改 め た.p.80の 語 註 を見 よ.
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碕氣力休住坐者倉根休頓放者不棟甚塵休放者寺院

裏休断公事者鋪馬祇慮休掌者除地税商税外但属寺

院底田地水土竹葦園林罎磨解典庫浴房店鋪席毎根

底塩酷麹酵毎根底操那甚腹差登繰程休與者棟那甚

廉休刀奪祉捜要者又和尚毎不掠有是何公事呵

抜合思巴入合失底言語裏経底艦例裏粛長老提領依理

聾断者称毎衆多和尚毎這粛長老提領底言語裏経底

燈例裏休別了依理行踏者又俗人和尚毎根底休蹄断

者和尚共俗入一庭折誼底言語有呵委付來底和尚毎

底頭見城子裏底官人毎一庭同共理問蹄噺者和尚膿

例裏不行底　公事倣底説読徹賊底和尚毎城子達魯

花赤官人毎根底分付與者又這粛長老提領特委付來

塵道没髄例底公事休行者行呵

抜合思把八合失根底説者急生問當道不是

抜合思把八合失識者

聖旨俺毎底

龍兇年正月二十五日青山児裏有時分爲來

III-4.漢 文面 の 日本 語訳
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査
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1

長生の天の気力に,

大なる福蔭の護助に,

皇帝の聖旨.城 子のうちの村子のうちの達魯花赤らに ・官人らに,過 往する

使臣らに,軍 官らに,軍 人らに,和 尚らに,民 戸

らに宣諭する

聖旨.

成吉思皇帝の,

合軍皇帝の聖旨に「和尚 ・也里可温 ・先生 ・苔失蛮は地税 ・商税を除 くの外

いかなる差発 も着けるな.

天 に告 し俺らのために祝寿せよ」と言った.今 は先前の

聖旨の先例にならって,こ の粛長老がおよそ河南府路に属する多くの和尚らに

提領を倣 して,

釈迦牟尼佛の道に依 りつつ

天に告し俺らのために寺を挙げ祝寿せよと言うので,こ の粛長老提領の持ちながら行 く

聖旨を与えた.こ れらの寺院に房舎に使臣は安下するな.誰 であろうと

気力に椅って住坐するな.倉 根は置 くな.い かなるものも置くな.寺 院

にて公事を断ずるな.鋪 馬 ・祇応はとるな.地 税 ・商税を除くの外およそ

寺院に属する田地 ・水土 ・竹葦 ・園林 ・破磨 ・解典庫 ・浴房 ・店 ・鋪席など

(尋7)
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から,塩 ・酷 ・麹酵などから,い かなる差発 ・裸程も与えるな.い かなる

ものもだまし奪って引っ張ってもとめるな,ま た和尚らはどのような公事があろうとも

抜合思巴八合失の言語のうちに,経 の決まりによって粛長老提領は理に依って

帰断せよ.、お前たち多くの和尚らは,こ の粛長老提領の言語に,経 の

決まりにそむくな.理 に依って踏み行なえ.ま た俗人は和尚らを帰

断するな.和 尚は俗人と共に一処に折謹する言語があれば,委 付された和尚ら

の頭目が城子のうちの官人らと一処に共同して問い正して帰断せよ.和 尚で決

まり通りに行なわない,悪事を行なう,嘘を言いこそ泥をする和尚らは,城子の達魯

花赤 ・官人らに対して分付して与えよ.ま たこの粛長老提領は特に委付された

と言って,決 まりにないことを行なうな.行 なえば

抜合思把八合失に説え.何 とか問い正して間違いを言えば,

抜合思把八合失が識れ.

俺 らが聖旨は

タツ年正 月二 十五 日,青 山兇 にい る時 に書 い た.

(4)第4裁 のテキス トと翻訳

■V-1.モ ンゴル文面の翻字 ・転写 と逐語訳

01mδh-k`a

m㊤hka

と こ し え の

02ye-ka

y合些e

大 い な る

defトri-yin

de血ri-yin

天 の

k`u_～i`un-dur

ku～3Un-dUr

力 に

SU∫a-li-yin

sujali-yin

威 福 の 輝 き の

・i_h・an-dur

'ih6n _dUr

加 護 に

03q・anjar-liqma-nu

qanJarhqmanu

カ ア ン な る お お せ ← 我 ら が.

04 こ`a-ri一・u-dunno-yad-da

乙eri'Ud-Unnoyad-da

諸 軍 の ノ ヤ ン た ち に

05 6`a-righa-ra-napa-la-qa一

乙erigharan-ahalaqa一

軍 人 に 諸 城
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80

90

01
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21

31

41

51

61

.d。nd、.1。.q。 、.d。n。.y。d.

一d-undaruqas-danoyad一

の.ダ ル ガ た ち に ノ ヤ ン た ち

一day6r一 ～～`i-qunya-bu-qun'el-6`i-n註d・ul-qa-qug

-dayor6iqunyabuqunel6in-edUlqaqui

に 行 き 往 く 使 臣 た ち に 聞 か しめ る

jar-liq

jarliq

お お せ.

ji血一gisqa-nuba"6-k`6-da曾.q・a-nuba
ソ コ　

Jihgisgan-ubaOk6deiqan-uba
.

ジ ンギ ス カ ン の ま た オ コ デ イ カ ア ン の ま た

s銭一～S`tinq・a-nuba"61-ja曵 一t`uq・a-nuba

Se～∋enq亘n-u.baOlj畔 エt嚢qan-uba

セ チ ェ ン カ ア ン の ま た オ ル ジ ェ イ ト ゥ カ ア ンの ま た

k`U-lugq・a-nubajar-liq-dhrdo-yid'er-k・ 証一・udstin一 蓉hi-

Ktiltigq浸n-ubajarliq-durdoyid6rke'Udsen蓉i一

クル グ カ ア ン の ま た お お せ に ト イ ン た ち エ ル ケ ウ ン た ち 朱 生

一h・d・a-li-b…1-b・q・b-6・i-ri・U-1・ ・U-」a・d・ 血一ri-yi)・1一

一fiUdalibaalbaqub6iriO豆UUjendefiri-yiJal一

た ち は す べ て の ア ル バ ク ブ チ リ を 見 ず 天.を 祈

一ba-ri-Juhi-ru一 ・且r"6-gun"a-t`u-qayig・Uk`一dtig-s2d"a一

一barijuhirU'er6gUnatuqayigekdegseda一

っ て 祝 福 を 与 え あ ら しめ よ .と 言 わ れ た の で

一ju一・u具'e-du一 ・註barb6一 ・ti-su'u-ri-da-nu

-ju'uエedU'eberbd'esUuridan-u

あ っ た.今 で あ っ て も 以 前 の

」ar-li-quny・ 一su一….・ ・a-ii-b…1-b・q。b-6・i-ri・U.1。 ・U.」a。

jarliq」unyosu'aralibaalbaqub6iri.UIUUJen

お お せ の 決 ま り通 り す べ て の ア ル バ ク ブ チ リ を.見 ず

de血 一ri-yijal-ba-ri-juhi-ru一 ・tir"6-gun"a-t`u-qayig・tin

deh「i-yi」alba「i」uhi「ti'e「6gUnat・q・yi
.ge・天 を 祈

っ て 祝 福 を 与 え あ ら しめ よ と 言 っ て
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17γo-nam-fU-da

ro.nam-fU-da

河 南 府 に

18-z註 血zhi

-zenz1

相 寺

19-dur

.dUr

に

20-da

-da

に

,,

a-qun

aqun

い る

ba-ri-ju

bariju

bu-k`un

bりkUn

あ る

baw一 ・ih

Baw一'i血

實

zhi

zi

懸 寺

ja血一law

Jah-law

長 老

ya-bu一 ●ayi

yabu'ayi

保 持 す べ き

21jar-liq

jarliq

お お せ を

22

23

'el 一～}`in

61こin

使 臣 た ち は

C`a血

cah

地 税

"69 -ba曵

δgbe工

与 え た.

ロロロ リ
zun-san

ZU血 一蓉an

嵩 山

3U-tln

3u一圭i血

祖 庭

t`en-k`ih

Ten-ki血

天 慶

ti.dem

ti-d6m

提 黒占

'e -da-nu

eden-U

こ れ ら の

buba。u-t`u-qayi

buba'utuqayi

泊 ま る な.,

t`am-qa

tamqa

タ ム ガ税 を

24'u-sun

usun

地

25-k`u

.ku

庫

26-ju

-ju

て

baq

baq

園 林

ya一 ●ud

ya'ud

如何なる

㎞

、Du

と

bu

bu

与

zhi

zi

寺

9且m-zhi

gem-z1

監

§ew.lim蓉en-zhi

　
Sew-lim蓉en-zi

寺 を

sU-m紅s-dur

sUmes-dUr

寺 々 に

'u -1・a

uh

駅 伝 馬

"69 -t`u-ga曾

δgtUge江

え る な.

t`盗一gir-mad

tegirmed

ひ き う す

k`a-di

kedi

物 を

"ab -t`u-qayi

abtuqayi

る な.

27jar-liq-t`an

jarliq-tan

お お せ が あ る 者 た ち

dem

dem

宿屋

,,a -nu

anu

← 彼 らの

k`u一こ`u

k¢U

力 を

ココ 　

9'a-jU

gej廿

と言 っ て

少 林 暉 寺

k`i.mozhi

Ki-mozi

維 摩 寺 の

ゼaイi一 ・u-t`an

teri,Uten

長 と す る

ga-yid-dur

geyid-d鷲r

家 々 に

ソコ

S1一'U-SU

ソコラリ ロロ

SlUSU

糧食

sU.mas-da

sUmes-de

寺 々 に

k`a-bid

kebid

店

k`ad

ked

誰

u

u

及

b

b

k`ad

ked

々

k`uh.

Kuh一

空

SU-mas-

sumes一

寺 々

do-yid-

doyid一

トイ ン た ち

,,a -nu

anu

← 彼 らの

buba-ri-t`u-qayi

bubarituqayi

を つ か む な.

'e -laqari-ya-t`an

¢leqariyatan

お よそ 属 す る

qa4a一'un

qala'un

温

,U -sun

USun

水

qa-jar

qajar

耕

9なy-den-

gey-den一

解 典

barb61-jubu-li-ju

berboljubuliju

で あ っ て も 奪 い

k`ur-ga-t`u-9蕊 具

kりrget崩ge1

ぼ す な.

ガけ り
yo-SUU-ga一'ug

リ ヲ　げ

yosuugeUl

道 理 の な い

,,iie-las
A

uilesハ

事 々 を

'e -d註

ede

こ れ ら

ba-sa

basa

ま た

bu"Ue一 A

bu廿i一.
A

す る

t`a_t`a-

tata一

引 っ 張 っ

do-yid

doyid

トイ ン た ち は
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28-1琶d-t`u-ga妄

一ledtUge工

な.

"廿e -1ti-du一 ・ti-suハ

biledU'esU

す れ ば

29jar-liqma-nuqu-lu-qa-na

jarliqmanuquluqana

お お せ ← 我 ら が は ネ ズ ミ

30

"廿一lu一・u"a-yu-qun

Ul髄'Oayuqun

恐 れ な い の で あ る か

jilqa-bu-run

jilqabur-un

年 春 の

一banqur-ba-na

-banqurban-a
.

三 日 に

mud

mりd

彼 ら.

ha一～5`usza-ra-yinhar-

he～}Uszara-yinhar一

最 後 の 月 の 十

31 tay-du-dabu-gu曳 一

1aydu-dab睡g通 雲一

大 都 に 居 る

32 _durbi一 ～チi-bae

-dUrbi～5ibei

時 に 書 い た.

IV-2.モ ンゴル文面総訳
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0

0

0

0

0
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1

1

1

1

1

1

1

1

とこ しえの天 の力 に,

大 い な る威福 の輝 きの加護 に,

カア ンな る我 らが お おせ.

諸 軍 の ノヤ ンた ちに ・

軍 人 に,諸 城

の ダ ルガた ち に ・ノヤ ンた ち

に,行 き往 く使 臣 たち に,聞 か しめ る

おおせ.

チ ンギス=カ ンの並 び に オ ゴデ イ ニ カア ンの並 び に

セチ ェ ン=カ ア ンの並 び に オル ジェ イ トゥ=カ ア ンの並 び に

クル グ=カ ア ンのおお せ に 「仏 僧 た ち ・ネス トリウス教 士 たち ・道士

た ちは,す べ て の貢納 ・畜税 を見 ず,天 を祈

って祝福 を与 えあ ら しめ よ」と言 わ れた ので

あ っ た.今 で あっ て も以 前 の

お おせ に従 っ て,す べ ての貢 納 ・畜税 を見 ず,

天 を祈 って祝福 を与 えあ ら しめ よと言 って,

河 南府 にある嵩 山祖 庭少 林輝 寺 ・空

相 寺 ・寳 癒寺 ・天 慶寺 ・維 摩寺 の寺 々

にい る長 老 ・提 黒占・監 寺 を長 とす る仏僧 た ち
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O

1
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3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

に保 持 すべ き

おお せ を与 えた.こ れ らの寺 々 に,彼 らの家 々 に

使臣 た ちは泊 まるな.駅 伝 馬 ・糧 食 をつ か むな.

地税 ・商税 を与 える な.寺 々 にお よそ属 す る耕

地 ・園林 ・ひ きうす ・宿 屋 ・店 ・浴 堂 ・質

屋,彼 らの如何 なる物 を誰 であ って も奪 い引 っ張 っ

て とるな.力 を及 ぼす な.こ れ ら また仏 僧 た ちは

「お おせ があ る者 た ちだ」と言 っ て,道 理 な き事 々 をす る

な.す れ ば,恐 れ ないの で あるか,彼 ら.

我 らが おおせ は,ネ ズ ミ年春 の最 後 の月の 十

三 日に,

大 都 に居 る時

に書 いた.

IV-3.漢 文面 の移録
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

重

1

1

2

2

2

2

長生天氣力裏

大福蔭護助裏

皇帝聖旨軍官毎根底軍人毎根底城子

裏達魯花赤官人毎根底往來使臣

毎根底宣諭的

聖旨

成吉思皇帝

月閾台皇帝

醇輝皇帝

完者篤皇帝

曲律皇帝聖旨裏和尚也里可温先生

不掠甚塵差獲休着告

天祝壽者塵道有來如今依着在先

聖旨髄例裏不棟甚塵差獲休着告

天祝壽者麿道河南府路裏有的嵩山祖

庭大少林暉寺空相暉寺寳鷹縄寺

天慶琿寺維摩輝寺這寺院裏住持

長老提黙監寺為頭目和尚毎根底

執把行的

聖旨與了也這的毎寺院裏房舎裏使臣

休安下者鋪馬祇鷹休掌者商税地

税休輿者但属寺家的田地水土園

林竹葦畷磨店鋪席浴堂解典庫不
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4
・

5

rO

7

8

0
/

0

2

【∠

凸∠

2

2

2

3

棟甚塵他的不以是誰休衙氣力奪

要者更這和尚毎道有

聖旨塵道没禮例的勾當休倣者倣呵他

毎不伯那甚塵

聖旨俺的

鼠児年三月十三日大都有時分罵來

IV-4.漢 文面 の 日本語訳
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0
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1

1
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1

1

1
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

長生の天の気力に,

大なる福蔭の護助に,

皇帝の聖旨.軍 官らに,軍 人らに,城 子

のうちの達魯花赤 ・官人らに,往 来する使臣

らに宣諭する

聖旨.

成吉思皇帝,

月闘台皇帝,

蘇暉皇帝,

.完者篤皇帝,

曲律皇帝の聖旨に「和尚 ・也里可温 ・先生は

いかなる差発も着けず

天に告し祝寿せよ」と言った.今 は在先の

聖旨の決まりに依りつつ,い かなる差発も着けず

天に告して祝寿せよと言って,河 南府路にある嵩山祖

庭大少林禅寺 ・空相禅寺 ・宝応禅寺 ・

天慶禅寺 ・維摩禅寺のこの寺院に住持する

長老 ・提点 ・監寺を頭目と為す和尚らに

持ちながら行 く

聖旨を与えたのだ.こ れらの寺院に房舎に使臣は

安下するな.鋪 馬 ・祇応はとるな.商 税 ・地

税は与えるな.お よそ寺家に属する田地 ・水土 ・園

林 ・竹葦 ・曝磨 ・店 ・鋪席 ・浴堂 ・解典庫は,

いかなる彼のものも誰であろうと気力に綺りて奪

要するな.さ らに和尚らは`

聖 旨があると言って道理のないことを傲すな.倣 せば彼

らは恐れないだろうか.

俺 らが聖旨.

ネズ ミ年三 月十 三 日,大 都 にい る時 に書 い た.
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(5)語 彙索 引

少林寺聖旨碑モンゴル文面第1戴 ～第4裁 の総索引である..見出し語はモンゴル文語形で掲

げ,続 いてその変化形を列挙した.パ スパ文字でしか現れないものも,対 応するモンゴル文語

形が13～14世 紀の資料で在証されているものは文語還元形をもって見出し語とした.そ れ以外

はパスパ文字の転写形をそのまま見出しにたてた.パ スパ文字形で語頭子音がモンゴル文語形

と異なる場合は,前 後参照cross-re允renceを付 してある.

ウイグル文字モンゴル語は正体,パ スパ文字モンゴル語は斜体で表記した.数 字は載数+行

数の3桁 から成る.

抽出語彙は全て転写transcription形で示す.抽 出は接辞を含めた単語単位で行なった.漢 語の

音写語につレ}ては,ウ イグル文字では分ち書きされる最小単位を1単 語と看倣 し,パ スパ文字

では1音 節毎に分ち書きされる特徴を踏まえて,見 出し語は意味のある単語単位でたて,別 に

単漢字毎の前後参照を付 した.

a.

ソ ロ

ajUγu1

ソ ヲ ロ

aJUロ 望

aqun

aqun

α9雌

a隻uγai

a隻uγai

atuγai

atuγai

o観9αy`

α魏9の7謬

ab・

abtUYai

αわ魏9の7'

aγu置a

aγula一重a

alba

alba

alba

alba

alba

α'わα

α'わα

313

413

109

213

419

210

215

313

318

413

416

328

426

347

a亘i

ali

ali

aliba

aliba

aliba

aliba

aliba

a正iba

α妨 α

α1めα

aman

aman

4

Q
/

2

2

2

3

103

209

223

312

327

412

415

102

an加 庵 主

amJu211

amu

amu

amu

209

223an安

312an

327

412an+

415anl

Q
/
2

1

2

2

3

anu

anu

anu

anu

anu

anu

anu

αηκ

αηκ

217ba

224ba

229ba

320ba

328ba

329加

335わ α

421わ α

425わ α

勿

aran

aran220

aran228

aran323

aran334

arani212

aran_a206

aran_a307

ぬαrαη_α405

aran一 豆uγra229

aran-luγ 一a335

arban

212hαrわ αη

343

ay皿'

σy麗9κπ

429

428

baγ

baγ

baγ

わα9

Baγisba

Baγisba'

Baγisba

Baγisba

Baγisba

Baγisba

baγsi

baγsi

baγsi一工a

baγsi-yin

103

104

310

310

409

409

410

4io

411

222

325

424

212

224

330

343

344

345

343

213
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baγsi-yin

baγsi-yin

baYU-

baγutuγai

baγutuγai

わα,躍 配goヅ

ba置aγad

ba豆aγadun

balaγad-un

balaγad-un

balaγad-un

balaγad-un

balaγad-un

わα」α9α4一配η

bar藍 ・

bariju

bariju

肱r珈

baril隻uγulju

barituγai

barituγai

わαr'砺9の 星

basa

basa

basa

basa

basa

basa

basa

わ05α

Bavs皿 寳 積

Bavsu

Bovsu

わαw

→ βαw一,'池

4

0

2

3

2

3

218

321

422

304

203

230

232

336

339

405

216

319

420

344

220

324

422

223

228

233

329

333

341

426

1

5

1

2

2

2

Bα 躍一,'力 寳 癒

8αwノ 漉418

be

be

ber

ber

ber

ber

ber

ber

ber

ber

ber

わθr

わθr

bi乙i.

bi6ibei

bi乙ibei

わ∫～%8fA

bi乙ig

b置da

bi童a

bitan-a

bitan.a

bitan.a

bitan-a

bitan-a

bitan-a

bitan-tur

bo旦・

bolba

bo1γan

bolγan

bolγan

bolju

bolju

bolJu

わo伽

Buk-a

Buk-a

236

218

224

226

314

321

329

331

344

414

425

239

349

432

108

237

107

210

215

236

313

318

109

113

103

227

333

218

316

321

425

101

buli・

bu正iju

わ躍伽

busi

busi

busi

busi

busi

bus皿d

busud

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

.
U

U

U

U

U

腸

κ

κ

κ

μ

κ

U

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

わ

わ

わ

わ

わ

わ

Ub

b雌 一

b璽gesU
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4

106

bUges廿

b且gesU

bUgesU

bUges廿

b亘gesU

わδ'θ躍

bUk廿i-tUr

bUk廿i-tOr

わμ9顔 一4虜r

わ威 伽

`伽 倉(?)

cαカ

甑nglau長 老

こa㎎lau

6anglau

こanglau

こanglau

ごanglau

こanglau

乙anglau

乙anglau

ごanglau

こanglau

こanglau-i

6anglau一 隻a

こanglau一 重a

メαか'αw

乙erig

こerig

乙erig

馳r'8

こerigUdUn

乙erigOd-Un

馳rヂ 躍4_躍η

こida・

6idabasu

乙idαu・

乙idqutuγai

224

229

314

329

336

414

239

348

431

417

423
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こidqutuγai

ソ のc且

　 　 コ

Clmay1

　
Cinggis
ソ

Cinggis
ビ
Cinggis

隔8誌

dabus

dabus_un

Daidu大 都

ヱの4α一4α

da煽u壇 主

da幻u

danju

danju

damγa

daruγas-ta

daruγas-ta.

daruγas-ta

darUYas-ta

ぬrμgo∫ 一面

da蓉mad

da蓉mad

da蓉mad

ddge・

delgebei

dεm

→tidem

→dim

dεn

→geidink血 茸

deng燈

deng

322

103

208

310

409

327

431

211

225

234

304

204

233

340

406

1

8

1

0

3

2

ll5

212

dim店

TWR

dim

dem

doluγan

doluγan

dora

dora

Du都

Du

Du

Du

Du

Du

伽

→Daidu

dUYUIYa・

duγulγaqui

duγu1γaqui

4吻 α9頃

e乙US

eこns

e㈹s

んε～鏡5

ede

a工e

興隻e

興隻e

εde

興!en-U

edenU

θden一日

ed血ge

edUge

θdガe

222

326

424

115

213

103

105

107

108.

111

206

308

407

114

238

429

211

226

233

426

217

320

421

314

414

e】e

ale

鼻le

ale

興le

興1e

61e

e19血 ・(?)

elgUr一 廿n

ene

興ne

具ne

鼻ne

コココ

e「egUl

興「egUl

erkeg鎖d

erkegUd

erkegUd

6rke'σd

ese

興se

興se

105

213

234

316

341

423

344

215

315

318

344

208

311

411

110

11至

→Qanambuu

ソ
YaJar.

γaJar

γajar

9ψr
　
γaJar-a

γo

221

325

423

213

→Qanambuu

γurba睡

9雄 わαη一α 430
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gei隻enkUU222
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ilこin

eJδ η

il～lin-e.

yil～三in-e

ε」どごη一6
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1「egsen

1「egsen

iregIil皇ek肖 一yi

iregUILek茸 一yi

lre工ugel

lre工uge1

irgen

1「gen-e

l「gen-e

ir6ger

irUger

irUger

irUger

yr茸ger

房r躍'.σ

海〃記'8r

メαr1'9

→jr蓋Y

e■VJ

e一Vj

Jalbari-

jalbariju

了albariju

Jalbariju

Jalbariju

メ励 αr珈
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Jali

jali-yin
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jarγula・
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jarγulatUYai

Jarγulatuγai
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Jauqudun
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」αr勿
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jrlγ一iyar

ルr'ゴ9一嫌

jr1γ一tur

jr1γ一tur

妙"9一 伽r

jrlγ一un

jrlγ一un

妙'∫9覗 π

り
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ソ
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ソ ロロ
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　 コ

j翼91ye「
ソ コ

JU91yer
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ked
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舵4

舵4

舵4'

kebid

舵 玩4

kebid-te～5e

kebid-te～ie

421

429

102
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208

310

411

211

315

415

238

33i

333

226
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(6)語 註

◆101:TuruγtaiBuk.aqoyaγula/漢101:禿 魯 黒台不花 爾箇

turuγtaiはturuγ+一tai(人 名 形成の接辞)と 分解で きる.turuγ は 『元朝秘史』

167節(巻5,42葉b4)に み える 禿舌魯黒turuq(傍 訳 は椅杖,寄 り掛かれ るものの

(78)

意)と 同 じ単語 か と思 われる.

Buk-a(PWK一')の 綴 りには問題 がある.「 花」の字 は多 くの場合後舌音qaを 表

わすか ら漢文面の 「不花」か らは牡牛 を意味するbuq-aと い う後舌形の単語が期

待 される.一 方モ ンゴル文面のPWK一'の 綴 りには前舌形の母音 を要求するkaph

(K)文 字 が現 れてい るが,第1音 節 の母音字 は後 舌音 を示 してい る.さ らに

kaphと 語 末のalephが 分 ち書 きされてお り,全 体 と して不規則 な綴 りとなって

いる.こ こでは暫定 的に,PWX一'と なるべ きところが なん らかの理 由でPWK一'

と綴 られた と考 えたい.語 末 にalephが くる時 に直前のhethと 分 ち書 きされる

(79)

例 は珍 しくない.

両 者 はモ ンケ の聖 旨を伝奉 してい る こ とか らみ て恐 ら くはモ ンケの側 近 で

あ ったと思われ る.彼 らに関する詳細 な事蹟 を記 した史料 はないが,モ ンケ時

(80)

代に行なわれた道仏論争を詳細に伝える 『至元辮偽録』巻3(『 大正新修大蔵経』

No.2036,p.768a)に みえる 「土魯及乞台普華」は一見 「土魯及び乞台普華」と読
(81)

め るが,「 及」の字 を除 くと 「土魯乞台 ・普華」とも読 めTuruγtaiBuk-aに 近 付

く.『 辮偽録』の記事 は,1255年 に カラコルムで行 なわれ た第1回 道仏論争 の直

前の部分であ り時期 も場所 も一致 し,本 戴 にみえる両者 と同一 人物 のように思

われ る.が,同 じ『至元辮偽録』巻3(同,p.769c)に は 「乞台普華」が単独で現

れてお り,『 辮偽録』の記事 を 「土魯及」と 「乞 台普華」と読み本裁 にみ える 「禿

(78)See小 澤1986,pp.324-325.レ ッ シ ン グ の 蒙 英 辞 書 に はturuγ は"size,breadth,

height,quantity,limit;big,huge(ofanimals)"と あ る,Lessing隻982,P.844a.

(79)例 え ば1362年 西 寧 王 ヒ ン ド ゥ 碑 モ ン ゴ ル 文 面 の37行 目 にBuq-a[Cleaves

1949,p.66],敦 煙 石 窟 第 蔓44窟 テ ム ル ブ カ 題 記 の2行 目 にTemUrbuq-a[敦 焼 研 究 院 考

古 研 究 所 ・内 蒙 古 師 範 大 学 蒙 文 系1990,pp.11-12]な ど.

(80)岩 井1921/22;野 上1943;窪1992.

(81)See岩 井1921,p.92.

(62)



魯 黒台」「不花」に近付け るの も一案 である.「 乞台」は当時北 中国を示 した カタ

イあ るいはキ タイ を写 した もの と考 え られ,ブ カ という名 のこの人物 は北 中国

で生 まれたかあ るい は親 に漢人 を もっていたのか もしれない.(中)

qo(')yaγulaは 「余分 な」alephを 読 む とqoraγulaと も読 めるが,こ の ような形
(82)

は在 証 されてお らず誤刻 と見倣す.一 γula(n)は 集 合数詞 をつ くる接辞.(松)

◆102:Mgngkeqanamanjrlγ 一iyar/漢102-03:傳 奉 蒙寄皇帝聖 旨

mΩngkeの 綴 りは発令文冒頭 の定形句 第1行 「永久 の天 の力 にmQngketngri-yin

k龍Un-dUr」(cfIIO1,IIIOI,IVO1)の 「永久 の」を意味す るモ ンゴル語mΩngke

と同 じ単語であ り,第1音 節 が後 舌形 で綴 られる点 もまた同 じで ある.パ スパ

文字 で もmo血k`a/mo的aと あ たか も後 舌形 の単語 の ように綴 られ る.な お

mem文 字 は語頭,語 中において中心線 の左 にresh文 字 状 の歯 が二本 現れ るの

が本碑 ウイグル文字モ ンゴル文面全体 にわたる特徴 である.(松)

こ こにモ ンゴル帝 国第4代 皇帝モ ンケがqaγan号 で はな くqan号 を ともなっ

た形で現れた ことに注 目 したい.モ ンゴル時代,モ ンゴル皇帝 に対 してqaγan

とqanの 二 つの称号 が用い られ たこ とが知 られて いる.qaγan号 は周 知の ごと

く第2代 のオ ゴデイが 自己の専称 として採用 した もので あるとい われてい る.

ペ ル シア語文献で はオ ゴデイ,モ ンケ,及 びク ビラ イ以下 の元帝 にのみqan

(qaγanに 対応)が 使 用 され,そ れ以外 はhan(qanに 対 応)と して明確 に区別 され
(84)
る.一 方,1257年 の 紀年 を持つ繹迦 院碑記 に もモ ンケはMgngkeqaγanと して

(85)

み え てい る.し か し繹迦 院碑 のモ ンゴル文 は宮廷 よ り直接送 られ た公 文書では

な く,モ ンケ に対 する賛 辞 を刻 んだ ものである.こ れに対 して本裁 はモ ンケの

聖 旨を直接 刻 んだ もの と考 え られ,こ の点 に関 して よ り根本 的な資料 と言 え

る.ペ ル シア語文献 との矛盾 は残 るが,1253年 の時点 でモ ンケがqan号 を称 え

ていた ことは揺 るが ない.あ るいはモンケ時代 においてはqaγan号 とqan号 と

(82>c£PoPPe1974,P.55.

(83>c£PoPPel957,PP.70-72.

(84)杉 山1987,p.28,n.6;杉 山1990a,pp.13-14.

(85)Rin6en1959,P,136;胡 ・白1985,PP.6-7.

(63)



は明確 に意識 して使 い分 け られてはいなかったのか もしれない.(中)

amanjrlγ とい う形 はす でに述べ たよ うに初 出であ る.本 碑 でJr1γ は すべて

Y'RLYXで はな くYRLXと 母 音 を省略 した ウイグル語か らの借用 形で現 れる.

この他tngriも ウ イグル語 か らの借用形 が用 い られ,語 末のs音 が例外 な くウ

イグル式のzain(Z)文 字 で現れ ることとあわせ て,書 写言 語 として ウイグル文

字 を採用 して間 もない初期 のモンゴル語 を考 えるうえで興味深い事例であ る.

な お 一iyarに対 応す る漢訳 は 「依着 ～裏」が期待 されるが ここでは 「傳奉」がそれ

にあた るか(c£111/漢119-20).(松)

◆102:豊e田imこanglau-daUgUlejU6gtUgei/漢103-04:道 與 少林長老

sin文 字 の右側 には 菖音 を指定する2点 が付 されている.第4裁17行 目 にパス

パ文字 で5ew-limと 綴 られ るの にあわせ て前舌形 で転写 した.少 林 長老は曹洞

宗 の高僧雪庭福裕 のことである.福 裕 には延祐元年(1314)立 石 の大元贈大司空

開府儀 同三司追封晋國公少林 開山光宗正法大暉 師裕公之碑(以 下裕公碑 と略す)
(86)

が あ る.同 碑 に よる と,諦 は福 裕,字 は好間,自 ら雪庭 と号す.山 西太原文水

の張氏 の子.曹 洞宗の高僧 で 『從容録』(『大正新修大蔵経』No.2004)の 著 者 と

して知 られるかの万松行秀 に師事 したあ と,乙 巳年(1245)ク ビライの命 によ り

少林寺 に住 し荒廃 した寺を復興 し,戊 申年(1248)グ ユ クの命 によりカラコルム

の興 国寺 に住す.至 元12年(1275)7月20日73歳 で 死去.皇 慶元年(1312)に 大

司空 開府儀 同三司追封習 國公 に追封 される.(中)

本碑 においては,分 ち書 きされ る与位 格の 一da/一de,一dur/一dUrがdaleth文 字

を もって現 れる ことはない.ま た 直gUleju691Ugeiは6g一 を補 助動詞 にとって

「言ってや るようにせ よ」と訳す ことも可能である.漢 文面 「道與」の 「與」それ

(87)

自体 に意味はない.「 道與」は比較的初期 の発令文 によ く用い られ,至 元年 間の

中期 まで用例が確 認 され る.そ れ以降のそれ も特 にモン ゴル文直訳体漢文 の発

令文で は 「宣諭」(対 応す るモンゴル文はduγulγa一;cfIIO6/漢IIO4,IIIO8/

(86)『 程 雪 模 集 』巻8,元 代 珍 本 文 集 彙 刊 本,6葉b-8葉b;鷲 尾1932,pl.33-36,pp.51-

59;常 盤 ・関 野1975,pl。92,pp.68-71;陳1988,pp.1146-ll47.

(87)龍1985,pp.40b-41a.
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(88)

漢IIIO5,IVO7/漢IVO5)が 用 い られる ようになる.(松)

◆103:ba/漢105:俺

baは 相 手 を含 めない一人称複数 形の主格.107:bitan-a(/漢Il2:哨 毎根

底),109:bitan-dur(/漢Il7:俺 毎 根底)のbita(n)は 相 手 を含 めて言 う場合 に

用い られ る一人称複数形 である.「 哨」も 「俺」も単独 で複 数 を意味する場合が

(89)

あ るが,bita(n)に 対 する漢文 には複数形である ことを強調 した 「毎」が付 されて

い る.第2裁 ・第3裁 も同様(II10,15,36,37/漢IIO8,14:俺 毎,III13,18/

漢III10,14:俺 毎).baと い う複 数形 をもって皇帝一人 を表 してい るのだ ろう

か.第2裁 か ら第4載 にみ えるmanu(IIO2,38/漢II:ナ シ,IIIO3,46/漢

IIIO3,31:ナ シ,俺 毎底,IVO3,29/漢IVO3,28:ナ シ,俺 的)はbaの 属 格であ

る.baとbita(n)に 使 い分 けがあ るのか,モ ンゴル語文献 における使用例 を広 く

蒐集 して検討す る必要が ある.(松)

◆103:dmayi/イ ホ

第1裁 では語末のyodとwawの 字 形 にゆれが ある。例 えば,Ol:Turuγtai,

07:medetUgei,10:iret直gei,15:delgebeiは 平 仮名 の 「つ」状 の明 らか なyodで

あ る.ま た,03:Tu,07:6anglauは 平 仮名の 「の」状 の明 らかなwawで あ る.

そ の他のyodとwawは 「つ」と 「の」の中間形,「 の」の字の左 部分が丸 くな く

とが った字形 を してお り,左 側の角の部分が比較的鋭 く空間が狭いのがyodで

広 いのがwawで あ るが,そ の葦 は微妙 である.特 にこのdmayiの 場 合,字 形

はwawに 近 くdmanu(お 前 の)と も読め る.最 後 の子音文字 はnunと もyodと

も読め るが,ど ち らか といえばyodに 近 い とい う程度 である.(松)

◆103,05-06,07,08,ll-12:Dusingsing/漢105,09-10,13,14,21-22:都 僧 省

Dusingsingは 「都僧省」の音写.一 見 「僧省」に 「都」を冠 した称号 のように思

づべ み

えるが 「僧省」とい う称号 は確認 されていない.意 味 は 「都 ての僧 を省 る」であ

り,語 順がモ ンゴル語風の漢字称号 である.singsingの 最 初 のkaphは 一 見pe

と も読め る字形で現 れている.語 中のkaphがpeの 字 形で現 れる例 は106:

(88)海 老 沢1976,pp.215-218;高 橋1991,pp.412-413.

(89)音 巨1985,pp.637b,753b.
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iregsen,bhgesn;107,08,12:singsingが あ る(cfII23/III281'WKTWX'Y

の項).裕 公 碑 には,福 裕 が戊 申年(1248)グ ユ クに招 かれカラコルムの興 国寺

に住 して,「 未 だ碁月な らず して」モ ンケ に招 かれ釈教 を総領 し都僧省 の符 を授

け られた とある,「 碁 月」とは 「一周年 ・満一 ヵ年」の意であ るか ら,文 面 をそ

のまま素直 に受 け とる と,こ れは1248年 な い しは1249年 の こととなる.105-06

で も 「…仏僧 たち をすべ て管轄 したので,都 僧省 と名付 けた」と過去形で表現 さ

れてお り,こ の部分 は1248年 ない し1249年 の ことを述べ ている とみ て大過あ る

まい.少 林寺 の塔林 に現存 す る福 裕の墓塔 には 「宣授 都僧 省少林長老特賜光宗

(90)

正 法 大輝 師裕公塔」と刻 まれた額が はめ込 まれている.(中)

◆103:'YLYB'/漢106:則 不 是

語 頭のalephとyodの 歯 の根元 の部分 が接 してお り素直 に読む とilibaと な る

が,他 に例 を見 ないので今 はalibaの 誤 刻 と見倣す.漢 文面の 「則不」は 「不則」

(あ るいは不但 ・不 只な ど)と 同 じであ り,「 則不是」で 「～だけでな く」の意 と
(91)
な る.モ ンゴル文面 を無視 すれば,05:去 で切 って漢105-06は 「都僧省 の名字

い それとも(92>

を與 えに去ったのか,也 則 そうでないのか」とも訳せ る.こ の場合 「與えに去 っ

たのだ」とい う強調 の意味 になる.(中)

◆103,IIl3:Y'WXWDWN/漢 兇
(93)

Jauqudに 属 格 の 一unが 付 いた形.Jauqudは 起 源不明 の単語で あ り,ウ イグル

文字で在証 されたのは本碑が初めてである.ペ リオはラシー ド『集史』の 「キタ

イリ地域 はモ ンゴル人の間ではJaUqUtの 名 で知 られる」という説明記事 をめ ぐ

る諸説 を紹介,批 判 したあ と,『 元朝秘史』251節(続1,11葉bl,ll葉b5)に み え

る 趙官Jauγon(傍 訳 は宋)に 着 目 しここにその解決 の糸 口 を求 め よう してい

(90)常 盤 ・関 野1975,p互.104.

(91)『 中 日大辞 典 増 訂 版 』大 修 館 書 店,1986,p.2340b;cf龍1985,p.311,「 則 是 」の

項.

(92)c£ 龍1985,p.89b,「 也 則 」の 項.

(93)遼 金 元 の 軍 制 で問 題 と され る 「玄L」あ る い は 「糺 軍 」と結 びつ け る説 もあ るが,「 糺 」

字 につ い て は 音 義 を含 め て 諸 説 い ま だ定 案 を見 てい な い.研 究 史 に つ い て は,c£ 察

1983;愛 宕1990,p.281,n.1な ど.
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(94)
る.本 来,宋 を意味す る 「趙官」とい う漢語が まず遼 に入 り,そ れが北 中国の隣

人つ まり宋 を指す ようになる.や がて複数形のJauqudが 一 般 的 とな りその形で

モ ンゴルに入 った.ラ シー ドは漢語 からではな くモ ンゴル語 に入 った複 数形の

形を写 した,と 考 えるのである.と ころが秘史の 「趙 官」は明 らかに南宋 を指 し

てお り,『 集史』がキ タイ(カ タイ)つ ま り北 中国の別称 とす る説明 と矛盾する

こと,モ ンゴル時代 に成立 した秘 史になぜ 「単数形」を もって現れているのかな

どは,ペ リオの考 えでは説 明が つかない.ペ リオ も引用す る 『元朝秘 史』281節

には同時 に,札 中忽敦 亦舌児堅 τauqud-unirgen(続2,55葉a1-2,傍 訳 は金人毎百

姓),札 中忽場亦舌児堅Jauqudirgen(続255葉a2,{募 訳 は同 じ)と ペ リオのい う

「複数形」で も現れて いる.こ のjauqudこ そ は本碑 にみえるそれ と同 じであろ

う.『 事林廣記』所収 「至元課語」人事 門には 「女直 は主十　 (jUr6etei),漢 児 は

札忽　 (∫auqudtai),蛮 子 は嚢家　 (Nankiyatai)」 とあ り,女 直以外の北中国の意

と解せ る.ラ シー ドは また 「JaUqUtはKhata1とTangΦtとJUrcheとSUIang⑫
(95)

か ら成 ってい て,そ の地方 をモ ンゴル人 はJaUq飢 と 呼ぶ」とも説 明す る.

Jauqudの 語 源 は依然不 明であるが,時 にタング ト ・女真 ・高麗(SOIanga)の 民

をも含む北 中国を指 した単語 と思われる.『 元史』巻4・ 世祖本 紀には,モ ンケ

時代 のクビライの冬営地 として 「爪忽都」つ ま りこのjauqudの 地 が挙げ られて

(96)

いる.(中)

◆104:M'RTKW/漢106:管

漢 文面 の 「管」の字 に対応す る単語で ある.本 裁漢文面 には この他 に09,21に

「管」の字が見 え,そ れに対応す るモ ンゴル語 はいずれ もmede一 「知 る」(05,11)

で あ る.そ れ ゆえここのM'RTKWはmedekUの 誤 刻 と見倣 した.(松)

◆104:taqi/重 莫1:?

『元 朝秘史』190節(巻7,16葉a)に 塔 乞(傍 訳 は也),蒙 漢合壁 『孝経』孝治章

(94)Pelliotl963,pp.227-229.

(95)Rashldal-Din,」 亘mi'al-Tawarih,MSS.TopkaplSaraylM藪zesi,KUtUphanesi,Revan

l518,193b;Boyle,1971,p。225.

(96>cf杉 山1984,PP.490-491&n.7,n.8.
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(97)(98)

にT'XYと 在 証 される.ウ イグル語taqiの 用 法 を借 用 した ものであろ う.(松)

◆104:UiγurT6bUnTangγu/漢107-08:畏 兀 児西番河西

T6bUnは 「西番」に対応 しチベ ッ トを表す語 と思われるが,こ の ような形は在

(99>

証 されてい ない.ペ ル シア語文献で はTBTあ るい はTWBWTと 記 され,漢 文

文献では,吐 蕃 ・土蕃 ・土番 ・西…蕃 ・西番 ・土鉢 ・土波 ・土播 思 ・鐵不得 と記
(10①(101)
され,時 代 を遡 るとカラバルガス ン碑 文 ソグ ド文面ではtwp'yt,オ ル ホ ン碑文

(102)(103)

ほか トルコ語碑 文ではT6pUt,ア ラ ビア語文献 ではTubbat/Tibbat/Tubbitと 記

される.こ こで は解決案 として,期 待 されるT6b6d～TUb偲 が モ ンゴル語 とし

ては複数表記で あることに着 目 し,そ の単数表記T6bUnが 現 れた と考 えたい.

並 記 され るUiγurもTangγuも モ ン ゴル語で はい わば単数表記 であ る.両 者 は

『元朝秘史』においては例 えば152節(巻5,14葉b1)に 委 兀敦 唐兀敦Uiγud-un

Tangγud-unと あ るように複数形で記 され るのが普通 であ る。『元朝秘史』260節

(続1,47葉al)に は 脱李都湯(傍 訳 は西番 毎)とT6b6dの 複 数形T6b6dUdと い う
(10の

形 で現 れている.

本 裁の内容は1253年 当 時カラ コルムに中国 ・ウイグル ・チベ ッ ト・タング ト

の仏僧が来 てい たことを明確 に示す とともに,裕 公碑 との関連 によってこの状

況が1248年 あ るいは1249年 に まで遡 れるこ とがわかる.こ の時期モ ンゴリアの

中枢 にチベ ッ ト仏教が伝わっていたであろ うこ とは,す で に1239年 オ ゴデイ時

代 に中央チベ ッ トにモ ンゴル軍が進 出 し1244年 に はコデンK6denと サ キャパ ン
(1㈲

デ ィタSaskyapanditaと の 会見 が成 立 してお り,予 想 は出来た.だ か らとい っ

(97>X∫ αρノ加81978,P.185.

(98)c£Clauson1972,P.466.

(99)杉 山1987,PP.42-43。

(100)cf.那 珂1907,pp.449-450;箭 内1916,pp.278-279.

(101)吉 田1988,p.47.

(102)c£ 森 安1987,p.48,n.9。

(103)Yule1903,pp。917-918;森 安1987,p.48,n.10.

(104)た だ し こ れ を 「チ ベ ッ ト」で は な く 「猟 犬 」 の 意 に と り傍 訳 を 誤 り と す る 見 解 も あ

る,r蒙 古 秘 史 詞 匪 選 釈 』内 蒙 古 人 民 出 版 社,1980,PP.268-269;小 澤1989,PP.360-361,

n。10.

(105)c£ 岡 田1962;杉 山1991a.
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て本載が語 るチベ ッ ト仏僧 をサ キャ派 に限定す る必要はない.西 夏 国が漢文 ・

GO6)
チ ベ ッ ト文合 壁 の西 夏黒水橋碑 を立 てた り,チ ベ ッ ト文 の経 典 を有 してい た

(10の

り と,チ ベ ッ ト仏教 を含 む仏教 を崇拝 していた ことは事 実 として認 め られる.

チ ンギス は1205年 か ら1226年 にわた り西夏 に5回 の遠征 を行 ない1227年 に これ

を滅 ぼ してお り,こ の後あ るいは この間 に,す でに河 西地方 で活動 していたチ

(1⑱
ベ ッ ト仏僧がモ ンゴルに入 り込 んだ とい う状 況は十分考 えられ る.(中)

◆106,091nereyid一/漢109=喚,17:提 名 字

nereyid一 に対 して漢文面 では異 なる訳 が与え られている.『 元朝秘史』には,

40節(巻1,23葉b2)に 捏 舌列亦楊罷nereyidbe(傍 訳 は名字与了),203節(巻8,

27葉bl)に 捏 舌列[亦]都 克醇楊nereyidOgsed(傍 訳 は提 名了的)と みえる.「 提名

(字)」 は 「名前 を口に出す」の意.(松)

◆107,0g:bidan-a,bidan,dur/漢fl2,17:哨 毎 根底 俺毎根底

bidanに 対 して同 じ与位格が異 なる格語尾で表 されている点注 目される.こ れ

を受け る動詞 をみてみる と,07で は受動態 のiregUlde一 で あ り,09で は能動態の

nereyid一で ある.モ ンゴル語では受 け身の意味上 の主語は与位格で示 される.前

者が受け身の主語 である ことを示す ために 一a/一e系 の与位格 を もって表記 して

その意味 の違い を表 したのでは ないだろうか.漢 訳 が どちらも 「根底」であるの

はモ ンゴル語の与位格 を機械 的に置 き換 えた もの と考 え られる.(松)

◆107:bidan-airegUldekU-yiUlOkU-yi/漢112-13:來 的 不合來底

UIU一と いう動詞語幹が13世 紀 において存在 していた ことを示 す最初 の例.こ

れ まで,動 詞 と しての用例 は確認 され てこなか った.(松)

◆108-09:Qar-aqorum-duraquntoyid/漢116:和 林 裏有底和 尚毎

カラ コル ムはチ ンギス カンの1220年 にモ ン ゴル帝 国の本 拠地 と して選定 さ

れ,1235年 にはオ ゴデイ によ りそ こに万安宮 と城壁が作 られ た.オ ゴデ イ時代

(106)王 尭1978.

(107)c£ 史1988,PP.103-105.

(108>西 夏 国 内 で 活 躍 し た チ ベ ッ ト仏 僧 に つ い て は,c£Sperling1987.

(109)cfノ 」、詑睾1979,p.194,n.1.
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すでにこの地は帝国の行政 ・国際貿易の中心地に発展 し,農 耕や手工業 も行な

われていたようである.チ ンギスカンと同時代のものとみ られる持仏堂の遺物
(1ユ①

も発見 されてい る.(中)

◆Il1,IIl4,III17:5agimuni/漢120,II13,IIIl3:繹 迦 牟尼佛

「繹迦牟尼佛」は漢文面 ではすべ て拾頭 され,モ ンゴル文面 は第1裁 で は明 ら

かに拍頭 されているが第2裁 は拾頭 されず,第3裁 で はち ょうど行 頭 にきてい

る.(中)

◆111:medel一/漢121:管
αユD

す で にM'D'LWNと して在 証 されてい る.ク リーヴス氏 同様mede一 に 反復動

(11の

詞 を形成 する 一1一が付 いた形 と解釈 す る.(松)

◆Il2:yaγunkereg/漢122:要 倣 甚塵

モ ンゴル文面の綴 りには問題が ある.ま ずyaγunの 第1音 節のY'の 綴 りが

はっ き りしない.ま たkeregと 読 ん だ単語 には本裁 にのみ現 れる特殊 な綴 りが

2ヵ 所含 まれる.単 純 にはaleph2つ を意味す る文字 らしく,例 えば語末のK

(103:singsing),語 末 の'N(103:bolγan)も こ れ 「1文 字」であ らわ される.

こ こではK'R'Kの'R'が こ の特殊文字2つ で表 されている ことになる,つ ま り

aleph文 字4つ が示 されているわけであ り,最 初 のalephがeを,次 の二つがr.

を,最 後 のalephがeを 表 してい る と解釈 した.yaγunkeregは 『入菩提行疏

(113

Bodistv-a6ary-aavatar-untayilburi』(156bll)に す で に在証 されてい る.(松)

◆Il5:delgebei/漢124:開

す で に14～15頁 で も述べ たようにdelgebei/開 の意味 を 「開読」の方 向で考

えたい.た だ 「開」一字で使用 された例 は確認 されてお らず,「 開読」と同義 と

す るの もひ とつの案で しかない.最 近出版 され た 『黒城出土文書(漢 文文書巻)』
α1切

(李1991)に 収められた漢文公文書には,「開」の用例が多数見られ,こ の問題

(110)

(111)

(112)

(113)

(114)

c£ 村 上1975,PP.1-21.

Cleaves1953,p.486,n.11;Hambis1962,p.145(plate);Ligetil972b,pp.268-269。

c£Poppe1974,p.64.

c£WellerI957/58,pp.24-25;Poppe1962,pp.43-44;Lessingl982,p.456a.

Fl16:W191,F116W193,F197:W33,F116:W470,F135:W77,F116=W419,/
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を解 く手掛 か りとなるか もしれないが,十 分 な準備 はな く今後の課題 としてお

く.同 書は,1983年 か ら84年 に行 なわれた発掘調査で得 られ た大量の漢文文書

群2200余 件 のうち極小断片 をのぞ く760余 件 を整理収録 した ものである.内 容は

公 文書 ・私 文書 ・仏教経典 な ど多岐 にわたる.河 西地域 はモ ンゴル時代 の二大

資料群 である漢文文献 ・ペルシア語文献 の光 りが届か ない影の部分であ り,こ

こに大量の原文 書群 が出現 した意義 は計 り知 れない ほど大 きい.し か も黒城か

らは,西 夏文 ・ウイ グル文字 モ ンゴル文 ・パ スパ字 ・チベ ッ ト文 ・ペル シア

(11勾

文 ・アラ ビア文 な ど各種言語 で記 され た文書 も同時 に出土 してい る.ま た同書

下篇の各文書 の録文 に付 された注記 によれ ば,漢 文文書 には ウイ グル文字 ある

いはパスパ文字のモ ンゴル文 との合壁の もの もあ るら しい.(中)

◆IIO1,IIIOI,IVOI:mgngketngri-yink溌UndUr・/漢IIOI,漢IIIO1,漢

IVO1:長 生 天的氣力裏,長 生天底氣力裏,長 生天氣力裏

この一句 に関 して は16頁 を参照せ よ.kU衡ndUrは 第3裁 において も分ち書 き

され ない し,1246年 の ロー マ教 皇宛 て グユ クの国 書 に捺 され た 印璽 で も

(11⑤

KWYCWNTWRと や は り分 ち書 きされ ない形で出ている.1340年 昆 明第竹寺雲

(11り

南 王蔵経碑 で はKWYCWN-TWRと み えている.分 ち書 きの有無 が時代差 を反

映 した ものなのかは用例 があま りに少 な く現段 階で は不明であ る.な お,第2

裁 と第3載 には句 末,文 末に適宜句読点が付 されるとい う特徴がみ られ る.本

稿で はこれ を「・」で示 した.(松)

◆IIO3:s6nvUs/漢IIO2:宣 撫 司毎

モ ンゴル文面SWYNβWSの 最 後のsin文 字 は 「司」の字 を写 した ものではな

く複 数形 一sを表 した ものであ り,訳 は 「宣撫たち」となる.漢 文面 の 「毎」がこ

れ に対 応す る.beth(β)と 読 んだ文字 はyod文 字 の先が やや斜 め上 にはねてお

/F116:W83,Fll6:W554,F26:W101,F74:W2,Fl16:W546,Fll6:W380,Fl16:W593,

Fll6:W568,Fll6:W598,Fl16:W73,F116:W65,F116:W349,Y1:W117な ど.

(115)李1986,pp。94-95;李1991,p.5.

(116)Pelliotl923,P.22,pL2.

(117)Cleaves1964/65,pp.43-49;Karal964,p.150;Ligeti1972b,p.59;包 祥1980,

PP.45-46;道 布1981,PP.201,203.
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りyodと 区別 しようとする意図が読み取 れる.宣 撫司は中統元年(1260)5月 乙

(1ユ8

未に設置され中統2年(1261)11月 癸酉に廃止された十路宣撫司のこと.発 令文
(11鋤

に宣撫司が みえるのは,1261年 林 県寳厳 寺 クビライ聖 旨,『 至元辮偽録 』巻2

(12①

(p.765a-b)所 収 の1261年 ク ビライ聖旨な ど例 は少 ないが,年 代比定の材料 とな

る重 要な術 語の一つであ る.(中)

◆IIO3-04,IIIO4-05:balaγad-unsiltegedUndaruγas-tanoyad-ta/漢IIO2-03,漢

IIIO3:城 子 裏村子裏達魯花赤毎根底官人毎根底

ダルガた ち ・ノヤ ンたち を修飾す る語 としてbalaγad-un/城 子 裏 以外 に

si】Ieged加/村 子裏 が現 れるのはク ビライ時代 の発令文の特徴であ り,発 令文の

年次比定 の材料 となる ものであ る.最 も古い ものは1260年 安 陽大上正一宮 クビ
(12Dα2鋤

ライ聖 旨で あ り,新 しい もの と しては1280年 蔚 県餓仙 飛泉観 クビライ聖旨が挙

げ られる.モ ンゴル文面 にsiltegedUnが み えるのは,本 碑 第2裁 ・第3裁 以外
(12㊨

に は1276年 韓 城 龍門禺王廟 マ ンガ ラ令 旨碑 のみであ る.(中)

◆IIO6,IIIO8:irgen/漢IIO4,漢IIIO4-05:民 戸 毎

発令対 象者 としてirgenが 記 される例 は極めて珍 しく,蒙 漢合壁碑で は本碑 の

(124)

他,1314年 安 陽善鷹儲祥宮 アユルバ ルワダ聖 旨碑 にみえるのみである(漢 訳 は

百姓毎).(松)

◆IIO8,IIIII:singsingUd/漢IIO6,漢III,08:先 生

モ ンゴル文 は 「先生」の音 写で道士 を意味す る.「 先」はn音,「 生」はh音 で

おわるのだが,本 碑 ウイグル文字モ ンゴル面では他 の漢字音 写の際,n音 とh音

は明確 に区別 されているがこ こでは どち らも血音 で写 されている.モ ンゴル語

にはn音 と血音 との区別 がないこ とか ら,singsingは す で にこの時 点で漢語 か

(118)『 元 史 』巻4・ 世 祖 本 紀 の 各 条,pp.65-66,76.

(119)察1955,p.22.

(120)察1955,p.104.

(121)票1955,p.38;陳1988,p.855.

(至22)票1955,p.27.

(123)cf杉 山1990a,PP.24-25.

(124)cf.杉 山1990a,p.26.
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らの借用 語 とい う意識 が薄 れていたので はないだ ろうか.パ スパ文字発令文 で

sen漁Od(c£IV11-12)と 正 し く綴 られるのは,パ スパ 文字 それ 自体 に公的性格

が強 く行 政文 書用 の創 作文字であ ったことに由来す るので あろう.(中)

◆II11:≦eUlim6a㎎lau/漢IIO9:少 林 長老

蓉音であ るこ とを指定す る二点がsin文 字 の右 に,n音 を指定 する一点がnun

文字 の左 にそれぞれ付 される。IIll:壇 の音写da塾 一,II12:聖 の 音写 豊ingに も

それぞれ同様 に識別符号が付 される.す なわち,本 裁 において は,初 出の漢字

の音 写にはその音価 を明確 にす るための識別符号が付 され る傾向が見受 け られ

る.II25に 再 び現れ る 「少 ・長 ・壇」の音写 に際 しては付点 はない.(松)

◆II12:Gimdengごanglau/漢IIO9:金 燈 長老

(12萄

少 林長老福 裕 とともに道仏論 争 に関与 した重要人物 の一人であるが伝記資料

は今 の ところ捜 し出せてい ない.(中)

◆II12:tabunarani/漢IIIO:五 箇 人

q2⑤
こ こに対格が現れたのは,「 五 人」が従属節 の主語であるためであ る.III15～

(/漢IIIl4～)と 文 の構 造は一致する.(松)

◆II12-13,24,III30,43,44-45:Baγisbabaγsi/漢II11,20,漢III21,29,

30:抜 合 思巴八合赤,抜 合思巴八 合失,抜 合思把八 合失

パ スパ の名 は,ト ゥルフ ァン出土の密教 関係 の ウイグル語写本 の352行 目 と

α2勃

355行 目 にP'XYSP'P'XSY(Paγispabax蓉i)と 全 く同 じ形 で現 れている.漢 籍 で

は逐 字転写 に近い系統(八 合斯巴 ・八合思八 ・八恰思 巴 ・巴吉思八 ・抜 合斯八

な ど)と,g音 が写 されない系統(八 思 巴 ・八 思馬 ・八思八 ・巴思 巴 ・巴思八 ・

獲思 巴など)と があ る.チ ベ ッ ト語の発音 を忠実 に写 したのであればむ しろs音

が省 略 されるべ きであ るが,そ の ような形 は存証 されない.実 録 を基 と した

『元史』本紀 には両系統,合 計10例 み られるが,時 代順 にみてみ ると,は じめの

4例(う ち3例 はパ スパ生存 中の記事)は すべて 「八 合思八」(pp.68,154,228,

(125)「 至 元 辮 偽 録 』巻3,pp.769c,770c,巻4,772a.

(126)cfPoppe1974,pp.148-149.

(127)Kara&Zieme1976,p.46,TafelXII.
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249),後 の6例(す べ て死亡後 の記事)は 「八思 巴」(pp.607,611,628,650)

「巴思八」(pp.586,804)と な っている.な お本碑 においてパスパ は漢文面で は

5ヵ 所 すべ てで拾頭 されるが,モ ンゴル文面 での拾頭 はみ られない.

陶 宗儀 『南村畷耕録』巻12・ 帝師の条(中 華書局本,p.154)に は 「巴思八帝師

法號 日皇天下之下一人之上開教 宣文輔 治大聖至徳普豊眞智祐國如意大寳法王西

天佛子大元帝 師板 的達 巴思八八合失」とあ りパ スパ がバ クシ(八 合失)の 称 をと

もなってみ える.た だ し 『元史』巻202・繹 老伝(p.4518)は 同 じパスパの称号 に

対 して 「開教」の2字 ととともに 「板 的達 巴思八八合失(pap¢ita'Phags-pabaγsi)」

の9字 を欠 く.pap¢itaは サ ンス ク リッ ト語で 「智慧 あ る人」「聖人」の意 でチ

ベ ッ ト語で もpanditaと そ のまま綴 られ る.モ ンゴル語のbaγsiが,漢 語 「博士」

を写 した ウイグル語 のbax獣 に 由来 する ことはラウ ファーが詳 し く論 じてい

α2㊥

る.元 代の人々 もこの語が もとは漢語の 「博士」であった ことは認識 していた よ

(129う
で あ る.

モ ンゴル時代 にバ クシの称 をもって呼ばれた人物 は以下 に示 す通 り.整 屋萬

α3①

壽宮1235年7月 初9日 付 けオ ゴデイ聖 旨ならびに 『析津志輯侠 』學校の条 に 「仙

孔八合識李志常 」とあ る李志常 は,道 教 の一派全 真教 の道士 であ る.『 程雪棲

集』巻8・ 秦 國先 墓碑(14葉a)に 「八恰室」と呼ばれた大乗都 は ビシュバ リクの

人で,ク ビライの孫 アナ ンダAnandaの 師 であ った.『 元史』巻11・ 世祖本紀 ・

至元18年(1281)3月 丙 申朔 の条(p.230)に 「丹八八合赤」,『通制条格 』巻29・

僧道 ・詞訟 の条(p.623)に み える 「謄八八 恰赤」 は,サ キ ャパ ンデ ィタの弟子
(131)

でパ スパ とともに至元7年(1270)に 入 朝 した仏僧.『 元史』巻13・ 世祖本紀 ・

至元22年(1285)是 歳 の条(p.283)に は 「帝師也憐八 合失 甲自羅二思八」とみ え

(128)Laufer1916,pp.565-567.

(129)『 程 雪棋 集 』巻8・ 秦 國 先 墓碑(14葉a)に 「八 恰 室 者,漢 云 博 士 也」 とあ る.こ の ほ

か熊 夢 祥 『析 津 志 輯 侠 』學 校 の条(北 京 図書 館 善 本 組輯,北 京 古 籍 出版 社,1983,p.199)

に は 「八 吟 赤,師 父 之 禰」,『佛 祖 歴 代 通 載』巻22(p.734c)「 北 人 之 稻 八 冶石,猶 漢 人 之

稻 師 也 」 と説 明 さ れ る.

(130)察 豆g55,p.4;陳1988,p,446.こ れ と山東 玉 清 宮1235年7月 初9日 付 け オ ゴデ イ

聖 旨[陳1988,p.447;北 京 図書 館 金 石 組1990(50),p.106]は 同 文.

(131)c£ 稲 葉1963;故 宮 博 物 館1985;竺 沙1987;仁 慶 孔 西1989.
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る.当 時の帝 師は第3代 ダルマパーララクシタDha㎜apha'larakshitaで あ り,

本条 は 「帝師 ・也憐八合失 ・甲自羅二思八」と3人 の名前 を並記 した ものであろ

(13㊨う
.也 憐八 合失 につ いて は未詳.『 元 史』巻99・ 兵志2・ 看守 軍 ・至 治元 年

(1321)4月 の条(p.2537)に 「棚思 吉斡節児 八恰失」,『元代 書塑記』至大3年

(1310)正 月21日 の条(学 術叢編所収本,8葉b)に 「糊思寄斡節児八 吟失」とみえ

るチ ョーキオーセルChoskyi'odzerに つ いては関連資料 は少 な くないが詳細 は

(133

不明である.『佛祖歴代通載』巻22(p.734b)に みえる「大都妙善寺比丘尼舎藍藍
(13の

八 吟石」は高昌出身の高僧 で歴代皇后に仕 えた.『 至正集』巻47・ 碑 志4・ 勅賜故

光緑大美司徒繹源宗主洪公碑 銘(四 庫全 集珍本8集,69葉b)に み える 「砂曝迦八

吟失 」につい て は未詳.チ ベ ッ ト年代 記 『紅 史』カル マ派 の章(民 族 出版社

1981,p.87)に 伝 があ るカルマパ クシKarmapakshiは カルマ派初祖 トゥスム

キ ェンパDusgsumm㎞yenpaの 転 生者 として同派2代 活仏 とされた高僧.以

上の ように漢 人で道士 であった李志常 を除 くと,バ クシと呼ばれた人物 はすべ

て非漢人の高位 の仏僧(男 女 を問わ ない)で あ る.パ スパ は当時国師の地位 にあ

りバ クシの称 はそれを意味す る と思 われ る.マ ル コポー ロは,上 都にいる各種

の妖 術 に長 け た仏僧 がバ クシ と呼 ばれてお り,ま た彼 らがチベ ッ トとか ケス

α3勾
ム ー ル(カ シ ミ ー ル)と か 称 せ ら れ て い た と伝 え る.(中)

◆III3:toyid/漢Illl:和 尚

本 碑 で は 語 末 のaleph,nun,kaph,tawの 各 文 字 は 真 っ す ぐ下 に は ら わ れ る が,

唯 一 こ の 箇 所 だ け はtaw文 字 が 珍 し く右 に は ら わ れ る.(松)

◆II15:YRWK'R/漢II14:祝 壽

resh文 字 の 前 に はyodが 一 つ あ る の み で あ る.'YRWK'R=irUgerあ る い は

YYRWK'R=yirUgerの 誤 刻 と見 倣 す(cfII10,IIIl3,18:irUger).(松)

◆IIl6-17:barijuyabuayijrlγ/漢II14-15:把 着 行 踏 的 聖 旨

Y'PWX'Y=yabuγai(c£IIIl9)が 期 待 さ れ る 個 所 で あ る が 虚 心 に 読 む と

(132>cf禾 滴葉1965,p.120.

(133)c£Cleaves1954;福 田1986,pp.73-76;Cleaves1988.

(134)c£ 藤 島1963.

(135)愛 宕1970,pp.172-175.
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Y'pW'YY=yabuayiで あ る.yabuγaiの 誤 刻 と見倣す には,yodをalephに 読 み

か えその上 さらにalephを 補 わねばな らずやや無理 がある.当 時の口語 のモ ン

ゴル語 を反 映 した と言 われるパスパ字 では普通yabu'ayi(c£IV20)と 表 記 さ

れ,両 者は一致 した形 となる.口 語 の影響が ウイグル文字表記 に現れた との解

釈 もで きようが,な ぜ この ような正書法上の 「ゆれ」がここにのみ生 じたのかは

依然 と して説明がつか ない.

一γai/一geiは 先古典期モ ンゴル語文献 にのみ現 れる形動詞であ り,そ の意味の

決定 には文脈,お よびチベ ッ ト語 ・ウイグル語 など他言語の並行す る文脈 との
(136)

比 較 が必 要 とな る.チ ベ ッ ト文 ・直訳 体 白話 風漢文合 壁のヘ ビの年(13410r
〔ユ3の

13530r1365)3月23日 付 け山東露巖寺大元 國師法 旨碑 では 「保持すべ き文書

'dzinrgyu'iyige/執 把 行 的法 旨」とあ り
,中 央チベ ッ トのシ ャル ゥZhalu寺 に

α38

出 されたチベ ッ ト文 の発令文原文書,い わゆるシャル ゥ文書で も同 じ表現がな

され る.ま た トゥル ファン出土 ウイグル文字 トルコ語文書 をみ ると,10～11世

紀 の もの と考 え られ るTIIIM205c(U5319)で は 「保持 すべ き文書tutaturγu

bitig」,13世 紀 前後 の もの と考 え られ る ヒツジの年12月28日 付 けTIIIM205

(13㊥

(U5327)=USp88で は 「保持すべ き詔書tutaturγubitigyrlγ 」とある.さ らにティ
(140)

ム ル=ク トルクTimOrqutlγ の 聖 旨yr1γ や,ジ ョチ=ウ ルスの トク タミシュ

(14D

ToqtamiM392/93年 発 令 の ウイグル文字 トル コ語文書で も同様の表現が用い ら

れる.そ こでこれ らを根拠 として この部分 を 「保持すべ きおおせ」と,ポ ッペ と

ほぼ同 じ訳 を与 えること とした.モ ンゴル語のyabu一 は字義 どお りには 「行 く」

とか 「や ってい く」とい う意味の動詞語幹 であ る.(松)

◆II18-19,III22:qan-usangamu,q-anusangamu/漢II16,漢IIII6:倉 根

(136)c£Poppe1957,pp.40-41,86.

(137)Chavames1908,pp.418-421,pl。28,pL29(L6vi,S.に よ る 移 録);寺 本1931;察

1955,p.52;王 尭1981;常1984;北 京 図 書 館1990(50),p.143;京 大1990,図27,p.

25.

(138)Tucci1949,pp.670-706.

(139)Zieme1981,pp.254-258,pl.22,pp.243-253,pL20-21;森 安1991,pp.134436.

(140)Lewicki1937,p.19.

(141)060JleHci〈 レ1躍185α
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『元朝秘 史』249節(続 巻1,9葉b1)に は 中合qa(傍 訳 は係官)と,nが 脱 落 し

た形 で現 れる.第3裁 では不規則 な綴 りとなってい るが,1348年 カ ラコルムの

ウイ グル文字 モンゴル文碑で もq-anと や は り同 じ不規則 な分 ち書 きで現 れてい

α42)
る.次 第 に,皇 帝 を意味す るqanと 語 形上区別 される ようにな ったのであ ろう

か.(松)

sangは 漢語 「倉」に由来す る.モ ンゴル時代のモ ンゴル文で は,同 じ「倉」の

音写形が ウイグル文字で はsang,パ スパ 文字 ではcahで 現 れる とい う特徴 が指

摘 で きる.ウ イグル文字 の例 は,戊 寅至元4年(1338)5月 立 石,漢 文 ・ウイグ

α4鋤
ル文字モンゴル文合壁,大 元救賜故諸色人匠府達魯花赤竹公神道碑銘,ト ゥル

(144)
ファン出土 ウイグル文字モ ンゴル文 『入菩提行疏』(1312年 印 刻)な どが挙げ ら

れ,意 味 はすべて 「くら」であ る.一 方,パ スパ文字 の例 は,1280年 付 けパス

α4勾
パ文字モ ンゴル文 ・漢文合壁整屋萬 壽宮 クビライ聖 旨に同 じ文脈 でqa-nucah

amu/官 根 と見 えるほか,ト ゥルファン出土パスパ文字モ ンゴル文 『スバシ ド

(146)
Subha蓉itaratnanidh』 に は 「くら」の意味で現 れている.ま た,パ スパ字発令 文で

は次 註 に示す ように地税 を表す のにや は り「倉」の音写cahを 用 い る.(中)

◆II20,IIIll,24;suitamγa/漢II17,漢IIIO8,17:地 税 商税

第2戴(1261年)で は免 除が許 された地税 ・商税 は,第3載(1268年)で は課税

され ている.こ れは 『元 史』巻5・ 世祖本紀 ・至元元 年(1264)正 月 癸卯 の条

(p,95)「 儒 ・繹 ・道 ・也里可温 ・達失攣等 の戸 は,善 は租税 を免 ずる も,今 は

並 び にこれ を徴す」とあ るの に一致す る.モ ンゴル時代 の税体系 はいまだ十分

には解 明 されてお らず,ま た筆者の能力 をこえるので詳 し くは扱 わない.18頁

で述べ た ように,地 税が漢語 「税」の音写suiで 現 れ るの は本碑のみであ り,他

の全 ての発令文 においては漢語 「倉」の音写ca血 で現れる.な ぜ地税 を表す術語

としてsuiが 捨 て られca血 が採用 されたのか,積 極 的理 由は見 出せ ない.第2

(142)Radloff豆892。

(143)Cleaves1951a,pp.21,54,68;L量geti1970,pp.52-53.

(144)Cleaves1954,pp.43-44,73-74;Ligeti1972b,pp。115-116.

(145)cf杉 山1990a,P.25.

(146)Ligeti1972a,p.102.
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載はtamγa/商 税 の初出の例で もあ る.(中)

◆II21:qulus-un/漢II18:竹 葦

発令文 で普通 に見 られるquludの 単 数形(c£IH25:qulud/漢IH18).qulud
(ユ4の

自体 は漢語 「萌藍」の音写qulu(n)の 複 数形 と考 えられ る.つ ま り発令文 にみ え

るquludは モ ンゴル語で はすで にqulunの 複 数形 とい う意 識が な くなってお

り,機 械的 にその単 数形 が作 られ た と考 え られ まいか(萌 藍 →qulun→qulud

→qulusun) .s音 は ウイグル文字zainの 字 形 で現 れ,そ の直後 が分 ち書 きされ

てお り,ウ イグル語 の正書法 を受 け継 いでお り興味深 い.第4戴 で は漢文面 に

「竹葦」(漢IV23)と あ るのに,モ ンゴル文面 には対 応す る単語 はない.(中)

◆II22:tegirmedbaγ/漢IIl8:園 林曝 磨

モ ンゴル文 と漢文 との語川頁が異 なる.(中)

◆II23,III28:buu'WPDWX'Y/漢II19,IIIl9:休 要 者;休 ～要者

両載 ともにモ ンゴル文の綴 り,対 応す る漢訳 が同 じであ り,モ ンゴル文面 の

単語は同一の語句で あるよ うに思 われるが,第2載 で はbuu'WYKDWK'Y=

6gtUgei(III28/漢III19:休 與 者)が,第3裁 ではbuu"PDWX'Y=abtuγaiが

そ れぞれ文脈上 よ り期待 され る個所で ある.語 中のkaph文 字 がpeの 字 形で現

れ る例 は65～66頁 で すで に述べた.第2裁 の場合,peをkaphに 置 き換 えれば

ogtuYaiと な り6gt髄geiに 近付 くが,後 舌形の単語であ るこ とを示すhethが 存 在

する.第1音 節が後舌形 を示 している ことに着 目 し,そ れ に呼応 して 一tuγaiが

現 れた と解釈 し6gtUgeiの 後 舌形ogtugaiを 想 定す れば第2裁 は一応解決 する.

一 方
,第3載 の文脈 に6gtUgeiが 現 れる例 はな く意味 もなさない.第3裁 につい

ては単純 にabtuγaiの 誤 刻 とするか,さ もな くば当時'WPDWX'Yがogtuγaiと

もabtuγaiと も読めた とで も仮定 しなければ説明がつかない.こ こで漢文面 を見

る と両戴 ともab一 に対 応す る権 力者側 の収 奪行 為 を示す 「要」が用 い られてい

る.第2戴 の場合,文 脈上 か ら言って も6g一 に対応 して,寺 観側の納税行為 を

示す 「與・着 ・納」といった漢語が用 い られ るべ き箇所である.す なわち,漢 訳者

(147)cfLessing1982,p.984b,
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は確 か に'WPDWX'Yを2箇 所 と もabtuγaiと 読 ん だの であ る.た だ し,

第2戴 にお い て も21行 目 には6gtαgeiと 「正 しい」綴 りで出 て いる個 所 もあ

り'WPDWX'Yを6gtUgeiの 後 舌形 とす るの も,ま たそれがabtuγaiと も読 め

た とす るの も,他 に類例が ない以上 どちら も現段階では試案 に過 ぎない.(中)

◆II25:PWβ 一/漢II:ナ シ

「寳」の音写 であるが前 出II11:P'β と綴 りが異 なる.(中)

◆II30:一1岬a

heth文 字 には γ音 を示す2点 が左 に付 され る.II29,III35,37で は付点 はみ

られず,ま たhethとalephは 分 ち書 きされてい る.(松)

◆II36,III43:Jiγatuγai/漢II28,漢III29:奏 説 者,説 者

18頁 も参照の こと.第3戴 漢訳 で は 「奏」の字が ないが,第2戴 は 「示す」対

象 がモ ンゴル為政者 であ り,第3裁 は国師 とはい え皇族 ではない一僧侶パ スパ

であることに起 因す るのであろう.漢 文面では 「俺 毎」が2字 拾頭 され るのに対

して,パ スパは1字 の拾頭 であ り,漢 文面内部 には整然 とした秩序 が存在 し,

神 経質 なまで にそれ を表現 しよう とす る意志が見 える.(中)

◆II37:bidauqadj-e/漢II29:俺 毎識 也者

発令文末尾 の威嚇表現の一つ.蒙 漢合壁碑 で は,前 出の1280年 蟄 屋萬壽宮 ク

ビライ聖 旨,1314年 整 屋 萬壽 宮アユ ルバ ル ワダ聖 旨の2例 が確 認 される.対 応

す る漢訳 はそれぞれ 「俺毎識 也者」「哨毎識也者」.別 稿 にて詳論 したい.(松)

◆II38二taqiγujil/漢II32:鶏 兇 年

taqiγuは ウイ グル語taqiYuで あ る.本 来 のモ ンゴル語 はtak童ya(n).な ぜ ここ

にウイ グル語が現れたのかを うまく説 明す るこ とはで きないが,ウ イグル語表

記が散 見 される本碑 にあ って また一つ注 目され る事例 である.ラ シー ド『集史』

は十二支 をモ ンゴル語で はな くウイグル語 で表 し,か つ 「年」もモ ンゴル語jil

で は な くウイグル語のyilを 写 したyTlで 表 す.jilもyilも ウ イグル文字表記 は

同 じである.こ こ もウイグル語でその ままtaqfγuyi1と も読めるの であ る.(松)

◆II39:KeibingvU/漢II32:開 平 府
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開平府(の ちの上都)の 築城,命 名の年代 に関す る諸 文献 の記載 は混乱 して

いるが,岩 井氏 は諸史料 を比較検討 し,丙 辰 年(1256)3月 に起工 し,全 て滞

(149
りな く完成す るまで3年 を要 した と考 えた.『 元史』巻58・ 地理志1・ 上都路の

条(pp.1349-50)に は 中統元年(1260)に 開 平府 とした とあるが,こ れ を命名の

記事 と捉 えてはな らない.城 郭を持 った一都市が何年 もの問無名であ ったの は
(150)

誠 に不 自然 である.創 建開平府祭告濟 濱記碑 は,丙 辰年(1256)7月 の 年次 を

有 し,ク ビライが 「皇太弟忽必烈」と して現 れてい るこ とか らもモ ンケ時代の

もの に間違いな く,碑 の存在 自体 がモンケ時代 にす でに開平府 と呼 ばれていた

ことを示 している.同 じく地理志 には憲宗5年(1255)に モ ンケが開平 府の地

をク ビラ イの居所 と した様 に記 され るが,『 元史 』巻4・ 世祖 本紀 ・歳壬 子

(1252年)の 条(p.58)に 「帝(ク ビライ)は 桓 ・撫の問 に駐す」とあ るように,

す で に1252年 には開平府が築城 され る一帯 にオル ド(幕 営)を 置 いていた と考
(15D

え られる.(中)

◆IIIO2,IVO2:yekesuujali.yinibegen.dUr/漢IIIO2,漢rVO2:大 福 蔭護助裏

16～17頁 を参照 のこ と.

◆III10:Qaγan/漢IIIO8:合 牢 皇 帝

19～20頁 参 照 のこ と.

◆ 漢III14:與 寺

「寺 に與えて」で は文脈上意味が通 らず,一 応 「與」は 「墨」の誤刻 と見倣 して

お く.但 し,こ れ に対応 す るモ ンゴル語原文 はない.(中)

◆IIIl5,18-19,30-31,32,41:Suui～langlau(tiling)/漢IIIl1,14,21,22,

27:粛 長 老(提 領)

(152)

粛 は 『蒙古字韻』で はs血,至 治ブ タの年(至 治3年 癸亥,1323年)7月23日 の

(148)『 元 史 』巻4・ 世祖 本 紀 ・歳 丙 辰(1256年)春3月 の条,p.60,「 元 史』巻58・ 地 理

志1・ 上 都 路 の 条,pp.1349-50,『 元 史』巻157・ 劉 乗 忠 伝,pp.3693-3694,『 佛 祖 統 記 』

(「大 正 新 修 大 蔵 経 』N・.2035>巻48・ 法 運 通 塞 志17の5,p.433c.

(149)岩 井1922,PP.114-115.

(150)北 京 図 書館 金 石 組1990(48),p,19.

(151)cf杉 山1984,pp.490-491.

(152)照 那 斯 図 ・楊1987,p.71,上30a.
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(153)

記 年 を持つ敦燈144窟 トゥレク トグスT∬legt6g且s題 記 ではsUgと,ど ち らも前

舌系で表 されている.本 載でSWWYと 綴 られ るのはsα(SWY)の 長 母音を表 す

ためであ ろうか.

粛 長老提領 は裕公碑碑 陰の宗派図 にみ える福裕 の嗣法居士 の一 人 「宣授河南

雨路繹教都提領足庵粛輝 師」の こ と.彼 には瀟公暉 師道行碑が,や は り五岳 の
q54)

一 つ に数え られる東 岳泰 山にある霊巌寺 に存在す る.道 行碑 に,足 庵粛 長老 は

少林寺 に住持 が居 な くなった際,宣 授河南府僧尼都提領 と して少林 寺 に赴いた

とあ る.(中)

◆III43:'"Y/漢III29:急 生

モ ンゴル文面 はqaiま た はaniと よめる.qaiは 『元朝秘史』197節(巻7,47葉

b3)に 中核(傍 訳は不知)と 発語の辞 として1ヵ 所在証 されるが,こ こでは三人

称複数 を表す代名詞an一 の対格形で ある.(松)

◆III47:K6keaYula/漢III33:青 山児

『廟學典禮』(四 庫全 書珍本初集本,巻1,2葉a-b;元 代 史料叢刊本,pp.10-11)

所 収 の ヒツジの年(至 元8年,i271)2月26日 付 けクビライ聖 旨の発令地 「青山

(15励

子 」は同 じ地 を記 した ものであろ う.そ の位置 は不 明.(中)

◆IV1748:Kuh噛zeh-ziBaw一'in-ziTe血 一kih-ziKi-mo-zi/漢IV16-17:空 相

輝寺 寳磨暉 寺 天慶暉寺 維摩暉 寺

パスパ文字面ではすべ て 騨 」の字が省かれる.裕 公碑碑陰 の宗派図にはこの

うち空相寺 ・寳鷹寺 ・天慶寺の名 を冠 した僧 がみえる.こ れ らの4寺 は少林寺

と同 じく河南の曹洞宗の寺であ ろう.そ して嵩 山祖庭大少林寺 はそれ らの トッ

プに位置付 け られていた と考 え られる.(中)

(153)敦 燵 研 究 院考 古 研 究 所 ・内 蒙古 師 範 大 学 蒙 文系i990,p.11,pl.6.

(154)常 盤 ・関野1976,pp.13-15,p1,VII-9(1);北 京 図 書 館 金 石 組1990(48),pp.128.

129;『 泰 山 志』(京 都 大 学桑 原 文庫 本)巻18,31b-33b.

(155)cf.オ1多 山1991c.
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'YLYB'

abtuγai

aliba

76

78

66

78

66

63

81

65

73

75

69

79

62

65

70

65

64

73

72

75

66

79

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
風

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

qoyaYula

qulUS-un

amanjrlγ

ani

凱
興
㎜
錦
㎞
醗

s11tegedUn

SlngsingUd

ba

Baγisbabaγsi

barijuyabuayijrlγ

bida

SUItamγa

Sagimuni

bidauqadj-e

Buk-a

SeUlim6anglau

Suui～ianglau

taqiγuJil

　 　 サ

Clmayl

delgebei

Dusingsing

duγu1γa-

Gimdengごanglau

tngrl

T6bUn

toyid

Turuγtai

1「gen

l「uger

　
Jauqud

　 ロ サ

jlγatuγal

tutaturγubitigyr1γ

ugUlej{i6gtUgel

Ulu.

jrlγ 64,76

uqadj-e

yaγunkereg

yekesuujali-yinibegen-dUr

YRWK'R

62

78

77

72

72

71

77

70

73

80

67

79

64

68

75

62

76

64

69

79

70

80

…

∴

…

…

…

…

訓

…

…

…

…

二

…

…

…

…

…

…

…
75

3ε鰯 ∫oamanirlY

KeibingvU

K6keaγula

mgngketngri-yinkU乙UndUr

M'RTKW

mede.

medel.

MΩngkeqaρ

nereyid-

ogtugel

qaYan

qan

qan-usangamu

Qar-aqorum

9

1

1

7

7

0

3

9

8

3

3

6

9

7

8

7

6

6

7

6

6

7

6

6

7

6

(82)



(8)少 林寺聖旨碑にウイグル文字 ・パスパ文字で現れた漢字の一覧

第1裁 ・第2載 ・第3裁(ウ イグル文字 〉 パスパ文字(含第4裁)

漢 字
翻 字 転 写 出現箇所(戴 一行) 転 写 出 典

ア ン 安 "N
an II12

,an
中081004

ア ン 庵 "M 一 am一 II11
,am
蒙(下)22a

イ 維 ki 少IV18

オウ 鷹
'盆

少IV18

カ 河 X'一 qa一 III15 γo 少IV17

γo 中1211019

カ イ 解 K'Y一 gei一 H22,III26 ねy 蒙(上)33b

gey 少IV24

カ イ 開 K'Y一 kei一 II39 kay 蒙(上)31a

カ ン 監 gem 少IVI9

キ 姫 K:WY go II11 gi 中041001

キ ン 金 KYM 91m IIl2 gim 中171002

ク ウ 空 kuh 少IV17

ケイ 慶 kih 少IV18

コ 庫 .KWW 一kUU II22,III26 ku 少IV25

サ ン 山 蓉an 少IV17

ジ 寺 Zl 少IV17,18(×4),

、

ン ユ 主 一CW 一ju II11(×2),25,34 jU

19

中051VO53

シュク 粛 SWWY 蓉uui HIl5,18,30,32,41 sU 蒙(上)30a

シ ョウ 少
V

S'W一
τ

(蓉uu)

蓉e廿一一 102,II11 蓉ew 少IVI7

S'W一 蓉eU一 Hl5,25,34 話i翼 中11VI126

シ ヨウ 省 一SYNK 一Slng 103,06,07,08,12 §ih 中15111057:059

シ ョウ 相 zeh 少IVI8

シン 聖 豊YNK
V.

釦ng Ill2

ス ウ 嵩 zUh 少IV17

セキ 積 一SW 一SU II11,25 3i 蒙(上)20b

31 蒙(上)22b

セ ン 宣 SWYN一 一sUn IIO3 S翼en 中101018

ゼン 暉 蓉en 少IV17

ソ 祖 3u 少IVI7

ソ ウ 僧 SYNK一 一Slng 103,06,07,08,正2 sf 蒙(上)Ba

ダイ 大 堕y 少W31
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ダン 壇 T'N一 tan一 II11 tan 蒙(下>6a

T'N一 tan一 II25,34

チ ョウ 長 C'NK一一
v

ca㎎ 一 II11 ja血 少IV19

C'NKI一
v

cang一 102,07,08,IIl2(×2), 乙ahor一 中0211039,IIIO68

15,25,III15,19,31, Ja血

32,41

テイ 提 TY一 ti一 IIIl6,19,31,32,41 圭i 少IV19

工i 中0411039

テイ 庭 亘血 少IV17

テ ン 天 t6n 少IV18

テ ン 典 一T'N一 一den一 II22 den 少IV24

一DYN一 一din一 III26 den 中10111057

テ ン 鮎 d6m 少IVI9

ト 都 ㎜ du 103,05,07,08,11 du 少IV31

du 中051021

トウ 燈 T'NK deng IIl2 di血 蒙(上)12b

ナ ン 南 一N'M一 一nam一 IIII5 nam 少IV17

n,an 中1811018

フ 府 .PWW 一buu III15 加 少IV17

一βw 一vU II39 fu 中051VO69

ブ 撫 一βw一 一vU IIO3 fu 中051VO69

ヘ イ 平 一PYNK一 一bing一 H39 bi血 中1511029

ホウ 寳 Pβ 一 一bav II11 baw 少IV18

PWY一 boi一 II25 bau【 中111VO69

マ 摩 mo 少IV18

リ ョウ 領 一LYNK 一ling IIIl6,19,31,32,41 li 中15111066

リ ン 林 一LYM 一lim 102,II11,15,25,34 lim 少IV17

lim 中1711013

ロウ 老 一L'W 一lau IIO2,07,08,IIl1,12 law 少IVl9

II12,15,25, la翼 中111VO72

IIII5,19,31,32,41

』

略号:

少:少 林寺聖 旨碑

中:鴛 淵一 「「中原音韻」中にパスパ文字 にて写 され たる漢字音について」

地理学論叢』弘文堂,1930,pp.601-641.

蒙:照 那斯 図 ・楊耐思 『蒙古字韻校本』民族出版社,1987.

『小川博士還暦祝賀史学
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[補註]第1裁 の白話風漢文は概ね漢語としての整合性を持っているが,一 方,第2戴 か

ら第4戴 のモンゴル文直訳体漢文は,漢 語の意味 と語順を度外視 して,背 景にあるモ

ンゴル語原文の構造をより強く意識させるかたちになってお り,漢 語の知識に加えて

モンゴル語の知識なしには正確な翻訳が不可能である,c£ 高橋1991,p,420.
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